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女性研究者研究活動支援事業（一般型）
文部科学省 科学技術人材育成費補助事業
平成 25 年度 ― 27 年度
活 動 報 告 書
M u r o r a n  I n s t i t u t e  
o f  
T e c h n o l o g y

　本学では平成 17 年においては女性教員数は約 180 名強の教員数に対して 2名であり、平
成 24 年 5 月においても国立大学協会の統計データによると、本学の女性教員の割合は全国
86 の国立大学のなかで最下位の 2.7％（5名）でありました。単科の工業大学であることを
考慮しても小さな数字でした。また、女子学生の割合に関しても、本学入学生に占める女子
学生の割合はほぼ 10％という状況でありました。このような状況の下、平成 25 年度に文部
科学省の「科学技術人材育成費補助事業　女性研究者研究活動支援事業（一般型）」の支援
を受けて、これに先だって立ち上げた男女共同参画室での活動を活発化させて、女性教員が
活躍しやすい環境を整えつつあるところです。
　女性教員数に関しては佐藤一彦前学長のリーダーシップもあり、積極的な採用活動を行っ
て来た結果、国立大学協会の平成 26 年度の調査報告書（H26.5.1 現在）で、5.3％（10 名）
まで増加しており、他大学でも女性教員の割合は増えつつあるところですが、この時点で本
学は最下位を脱出しております。平成 27 年 5 月 1 日現在では、7.7％（15 名）になり、その
後も 1名増加したところです。また、キャンパス内での女子学生の活動に目を向けると、そ
の割合は大きな変化はまだありませんが、学業成績はGPAでみると女子学生のほうが全体
の平均よりもやや高く、サークル活動への参加、学外へのインターンシップの参加、海外研
修等への参加も女子学生のほうがより積極的であり、キャンパス内では、その割合以上に女
子学生の活動が目立っています。これを活かして、本学では学生の出口、すなわち女子学生
の皆さんの就職分野を広げていくことが肝要と考えております。その一つのロールモデルと
もなる女性教職員の数も、上述したように、着実に増加しており、詳細については本報告書
の中に記載しておりますように、本学全体で取り組んでいる男女共同参画事業をさらに推進
することにより、教職員・学生が活動しやすい環境を整えてまいります。
　少子高齢化が進む我が国においては、女性が活躍する分野はこれまで以上に拡がり、その
活躍がこれからの日本の社会、産業の発展には欠かせません。本学の第一のミッションであ
る自走力のある高度な科学技術者を育てることに関しても、割合としては最も高い、日本人
男性の教職員、学生諸君に加えて、女性教職員、女子学生の皆さんや外国人教職員、留学生
を含めた多様性のある人材がマージして、教職員と学生諸君が切磋琢磨して活動する環境が
より重要となると考えています。本学も様々な観点から、大学をあげて皆さんを育て、活躍
できる環境を提供していきます。
男女共同参画事業報告書
巻 頭 言
国立大学法人　室蘭工業大学　学長　空閑 良壽
　支援事業終了の節目に、担当役員としてこれまでの室蘭工業大学における『男女共同参
画』の歩みを概観する。
　平成 11 年に男女共同参画社会基本法が施行されたものの、本学では女性教員と外国人教
員が極めて少ないことから、これを変えることを目指して「教員の多様化の一環として、女
性教員や外国人教員の採用を積極的に推進する。」という計画を第 1期中期計画に盛り込ん
だ。法人化前の国立大学学務担当副学長として計画策定に加わり、法人化後に学務担当理事
としてこの計画を遂行する立場となった。英語教育の充実のために学長裁量枠を使用して一
定数の外国人教員採用することはできたが、女性教員数の採用を進めることはできず、女性
教員数は国立大学の中で最低の時代が続いた。この状況を改善することを目指して第 2期中
期計画には「男女共同参画推進室（仮称）を設置し、基本計画を立案して実施する。」とい
う計画を加えた。担当役員としてこの計画遂行に加わり、平成 22 年度に男女共同参画推進
室を設置し、議論を重ねて男女共同参画社会基本法の理念に基づき、教職員及び学生が性別
に関わらずその能力を生かしあらゆる分野で活躍できる環境の実現を目指して、男女共同参
画推進のための 4つの基本方針を定めた。その後も先行する北海道大学や東京都市大学など
の協力を頂きながら、手探りで男女共同参画推進事業を進めてきた。本学は、これらの蓄積
を基にして申請した「平成 25 年度・文部科学省・科学技術人材育成費補助事業・女性研究
者研究活動支援事業（一般型）」に選定され、3年間の事業を行ってきた。この事業は、男
女共同参画推進室に女性研究者支援ユニットを設置し、女性研究者が出産・子育て等のライ
フイベントと研究を両立できるような環境整備を大学が主体的に行うことを目指してもので
あり、実績は報告書の通りである。
　この 3年間の事業を通じて、ダイバーシティ（多様化）というキーワードが教職員に徐々
に浸透してきた。室蘭工業大学が考える多様化は、教職員の女性、外国人、若者、企業出身
者の割合と学生の女性、外国人、社会人の割合を各々増やし、さらにこれが本学の一つの文
化にしていくということであり、平成 28 年度からの第 3期中期計画にこれらの計画を盛り
込んだ。女性が職業生活における活躍を推進できるように、「ライフイベント期にある女性
が働きやすい環境改善を行い、男女共同参画を継続的に推進するとともに、女性の管理職登
用を計画的に推進する。」という計画を入れた。本学が、第 3期においても本事業の継続性
を強く意識し、男女共同参画を推進していくことを宣言したものである。
　後継の文科省の「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」事業の採択を目指すが、
次年度は本事業の各取組を必要に応じて実行策を改善すべきは改善して独自に展開していくこ
とができるように体制を維持して事業を継続し、ダイバーシティの工科系大学を築き上げたい。
担当理事からあいさつ
副学長・理事　伊藤 秀範
　教員や学生の女性比率が少ない工業大学として、本学では男女共同参画の推進が大きな課
題となっていたことから、平成 22年 4月に男女共同参画推進室を設置し、『男女共同参画推
進のための基本方針』を策定するとともに、先進的な取り組みを行っている大学等から講師を
招いて、男女共同参画に対する意識改革のための啓発活動を積極的に実施してきた。しか
し、学内の意識改革が進む一方で、教員公募において女性研究者の応募が少ないという問題
もあり、この原因としてライフイベント期にある研究者が活躍できる環境が不足しているか、
または環境が不足していると認識されていると分析した。
　平成 25年度には文部科学省・科学技術人材育成費補助事業女性研究者活動支援事業（一般
型）に採択され、女性研究者を取り巻く研究環境を大幅に改善し、支援体制の更なる整備と
充実を目指して、「女性研究者支援ユニット（UFR）」を立ち上げ、研究支援制度の整備、管
理監督者や女子学生を対象としたセミナーの開催、広報活動の拡充、北海道内大学における
女性研究者ネットワークの形成などによる意識啓発及び女性研究者の裾野拡大に向けた取組
みを実施してきた。
　具体的には、妊娠・育児や介護などのライフイベント期における支援のための研究支援員の
配置、シッター経費や緊急時のタクシー経費の助成、ライフイベント期に自家用車で通勤が必
要となる教職員の学内駐車場の使用許可、女子学生寮「明凛館B棟」の増設など、女性研究
者や女子学生のための研究・生活環境の整備・充実を行うとともに、学内数箇所に、おむつ
替えシート、ベビーキープの導入を行った。また、室蘭市の赤ちゃんの駅制度への登録や近隣
地域との連携も進め、さらに、これまで本学には揃っていなかった妊娠・出産・育児・介護と
仕事の両立に参考になりそうな図書を充実させた。
　今後は、ダイバーシティ＆インクルージョンを進めるべく、多様なバックグラウンド（性
別・国籍・宗教・学歴・職歴その他）を持った人々が集い、少数派であることに起因する不便
等を感じることなく、すべての構成員が創造性を発揮できる大学となるように取り組んでいき
たいと考えている。また、「ダイバーシティ通信」の発行、学生・院生向けの「キャリア形成
のためのランチタイムセミナー」、一般向けの「教職員のためのトップセミナー」などを継続
的に実施していく予定である。
　本学における男女共同参画活動は、一歩ずつその目標達成にむけて歩んでいるところである
が、今後も、その先を見据えたビジョンを描いていくことが必要であると男女共同参画推進室
長として痛感している。
室長からあいさつ
男女共同参画推進室長　木幡 行宏
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国立大学法人室蘭工業大学における
次世代育成支援のための事業主行動計画
 平成 23 年 5 月 25 日学長伺定　　
１．趣旨
　この行動計画は、次世代育成支援対策推進法（平成 １5 年法律第 １20 号）第 １2 条の規定に基づき、
我が国の社会経済全体に極めて深刻な影響を与える急速な少子化の進行に対応すべく、子育てと仕事
の両立が可能となる職場環境の整備を目的として制定するものである。
2．計画期間
　平成 23 年 6 月から平成 28 年 5 月までの 5年間とする。
3．計画内容の変更について
　行動計画は、期間中における人事制度の改正、職員からの要望等に応じて随時見直しを行い、変更
することができるものとする。
4．計画の内容
（１）子育てを行う労働者等の職業生活と家庭生活との両立を支援するための雇用環境の整備
目標1．職員、特に男性職員の妻出産時等の特別休暇取得及び育児休業制度利用等、出産・育児の
ための制度活用を促進する。
〔制度活用促進の対象となる制度〕
（男性職員が妻の出産時、育児等のために利用できる特別休暇）
①職員が妻（婚姻の届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）の出産に伴い
勤務しないことが相当であると認められる場合
　職員の妻が出産するため病院に入院する等の日から当該出産の日後 2週間を経過する日まで
の期間内における 2日の範囲内の期間（１暦日ごとに分割することができる。）
②職員の妻が出産する場合であって、その出産予定日の 6週間（多胎妊娠の場合にあっては、１4
週間）前の日から当該出産の日後 8週間を経過する日までの期間にある場合において、当該出
産に係る子又は小学校就学の始期に達するまでの子（妻の子を含む。）を養育する職員がこれら
の子の養育のため勤務しないことが相当であると認められる場合
　　当該期間内における 5日の範囲内の期間
③小学校就学の始期に達するまでの子（配偶者の子を含む。）を養育する職員が、その子の看護
（負傷し、若しくは疾病にかかったその子の世話及び疾病の予防を図るために必要な予防接種又
は健康診断を受けさせることをいう。）のため勤務しないことが相当であると認められる場合
　一の年において、5日（その養育する小学校就学の始期に達するまでの子が 2人以上の場合に
あっては １0 日）の範囲内の期間
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（育児休業制度等）
①育児休業
　職員は、当該職員の 3歳に満たない子を養育するため、当該子が 3歳に達する日まで、育児
休業をすることができる。（条件等有り。）
②育児短時間勤務
　職員は、当該職員がその小学校就学の始期に達するまでの子を養育するため、以下に掲げる
いずれかの勤務の形態により、当該職員が希望する日及び時間帯において育児短時間勤務する
ことができる。（条件等有り。）
（１）１ 週（日曜日から土曜日までの 7日をいう。以下同じ。）のうち 5日間において、１日につ
き 3時間 55 分勤務すること。
（2）１週のうち 5日間において、１日につき 4時間 55 分勤務すること。
（3）１週のうち 5日間において、１日につき 5時間 45 分勤務すること。
（4）１週のうち 3日間において、１日につき 7時間 45 分勤務すること。
（5）１ 週のうち 3日間において、2日については １日につき 7時間 45 分、１日については １日に
つき 3時間 55 分勤務すること。
③育児時間
　職員は、当該職員がその小学校の始期に達するまでの子を養育するため、所定勤務時間の始
め又は終わりにおいて、１日を通じて 2時間を超えない範囲内で、職員の託児の態様、通勤の状
況等から必要とされる時間について、30 分を単位として勤務しないこと（育児時間）ができ
る。（条件等有り。）
【対策】・学内ウェブを利用し、定期的に制度内容の周知及び制度利用の啓発を行う。
　　　・特に妻の産後 8週間に関しては男性職員が積極的に育児休業制度を利用するよう勧めるものとする。
（2）働き方の見直しに資する多様な労働条件の整備
目標 １．平成 26 年 3 月までに年次休暇の取得日数を、付与日数（前年からの繰越日数を除く）の
60％以上とする。
【対策】・学内ウェブを利用して、定期的に休暇取得の啓発を行う。
　　　・毎月 １9 日を「育児の日」とし、育児を目的とした当日の休暇取得を勧めるとともに育児等次世
代育成活動を推進する。
目標 2．超過勤務の縮減を行い、帰宅しやすい環境づくりを行う。
【対策】・本学HP、学内ウェブを利用して啓発活動を積極的に行う。
　　　・全学的な業務内容の見直しを行う。
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室蘭工業大学における男女共同参画推進のための基本方針
　室蘭工業大学は、「男女共同参画社会基本法（平成 １１ 年法律第 78 号）」の理念に基づき、教職員及び
学生が性別に関わらずその能力を生かしあらゆる分野で活躍できる環境の実現を目指して、男女共同参
画推進のための基本方針を以下のように定める。
１．教職員の採用・昇進等における男女の機会均等の実現
　　─女性教職員の採用や昇任を進め、管理職における女性比率の向上に努める。特に理工学分野にお
ける女性研究者の比率向上に努める。
2．理工学分野における女性人材育成への貢献
　　─女性研究者の裾野拡大をめざし、理工学分野に興味を持つ女子学生への働きかけを強化する。
　　─女子学生の大学院進学率向上を図る。
　　─研究者を志す女子学生に対する支援を行う。
3．学業・研究・就業継続のための学内環境の整備
　　─キャンパス環境を女子学生や女性教職員にとって快適なものにする。
　　─男女を問わず育児・介護休業を取得しやすい環境を整える。
　　─学業・研究・就業と育児・介護との両立への具体的支援策を講じる。
4．男女共同参画に対する意識改革のための啓発活動の推進
　　─全教職員・学生を対象とした広報活動を充実させる。
　　─ハラスメント防止のための情報収集と発信に取り組む。
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室蘭工業大学男女共同参画推進室規則
 平成 22 年 １0 月 5 日　　
 室工大規則第 １0 号　　
　 （趣旨）
第 １ 条　この規則は、室蘭工業大学男女共同参画推進室（以下「推進室」という。）に関し、必要な事項
を定めるものとする。
　 （設置）
第 2条　男女共同参画事業の推進を図るため、学長の下に推進室を置く。
　 （業務）
第 3条　推進室においては、次の業務を行う。
　（１）男女共同参画推進に係る基本方策に関すること。
　（2）男女共同参画推進の企画、立案及び実施に関すること。
　（3）男女共同参画推進の実施状況の点検、評価及び改善に関すること。
　（4）男女共同参画推進の情報提供及び広報・公表に関すること。
　（5）その他男女共同参画推進に関すること。
　 （組織）
第 4条　推進室は、次に掲げる室員をもって組織する。
　（１）学長が指名する理事、副学長又は教員　１名
　（2）各領域から選出された教員　各 １名
　（3）学長が指名する職員　若干名
　（4）学長が指名する室蘭工業大学特任教員に関する規則（平成 １7 年度室工大規則第 23 号）に規定す
る特任教員　１名
　（5）その他学長が必要と認めた者
2　前項の室員は、学長が命ずる。
　 （任期）
第 5条　前条第 １項の室員の任期は、2年とし、再任を妨げない。
2　前項の室員が欠員となった場合の補欠の室員の任期は、前任者の残任期間とする。
　 （室長）
第 6条　推進室に室長を置き、第 4条第 １項第 １号の室員をもって充てる。
2　室長は、推進室を主宰する。
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　 （コーディネータ）
第 7条　推進室にコーディネータを置き、第 4条第 １項第 4号の室員をもって充てる。
2　コーディネータは、室長の命を受けて、推進室の業務を調整又は処理する。
　 （支援職員）
第 8条　推進室に、推進室における業務を支援するため、職員を置くことができる。
　 （事務）
第 9条　推進室に関する事務は、総務グループで処理する。
　 （雑則）
第 １0 条　この規則に定めるもののほか、推進室の運営に関し必要な事項は、別に定める。
　　　附　則
　 （施行期日）
１　この規則は、平成 22 年 １0 月 5 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、最初の室員の任期は、第 5条第 １項の規定に関わらず、平成 24 年 3 月 3１ 日まで
とする。
　 （男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項の廃止）
3 　室蘭工業大学男女共同参画推進プロジェクトチーム設置要項（平成 22 年 2 月 2 日学長伺定）は、廃
止する。
　　　附　則（平成 25 年度室工大規則第 8号）
　 （施行期日）
１　この規則は、平成 26 年 １ 月 9 日から施行する。
　 （室員の任期の特例）
2 　この規則施行後、第 4条第 １項第 １号及び第 4号の室員の最初の任期は、第 5条第 １項の規定にか
かわらず、平成 26 年 3 月 3１ 日までとする。
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　「文部科学省　科学技術人材育成費補助事業　女性研究者研究活動支援事業（一般型）平成 25 年度〜
27 年度」への応募時に設定した「取組の概要」と「達成目標」は以下のとおりである。
取組の概要
（1）支援室の体制と具体的な活動内容（研究力向上のための取組を含む）
　「男女共同参画推進室」に「女性研究者支援ユニット（仮称）」を置く。支援ユニットには、コー
ディネータを配置し、研究支援制度、北海道内大学における女性研究者ネットワークを整備するとと
もに、女性研究者の採用や登用促進への対応等に関するシンポジウムや領域長等管理監督者や女子学
生を対象としたセミナーの開催、広報活動の拡充等により、意識啓発及び女性研究者の裾野拡大に向
けた取組みを行う。
（2）研究を支援する者の配置計画
　ライフイベント期にある女性研究者、配偶者が研究者である男性研究者の研究支援員として、「ライ
フイベント期研究者支援人材バンク制度（仮称）」を構築し、大学院生及び地元自治体在住の市民（研
究者歴がある主婦等の活用）を配置する。
達成目標
　平成 25 年 5 月現在の女性研究者（教員。以下同じ）比率は、4.2％であり、取組終了時の目標は以下の
通りとする。
（1）平成 27 年度末までには、女性研究者を 4 名純増し（平成 25 年度末に 1 名の女性研究者が定年退職
予定のため、新規採用者は 5 名）、女性研究者の在職比率を 6.3％とする。
（2）上記目標を達成するにあたり、平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規
採用者のうち 5 名（23.8％）を女性とする。また、5 名中、自然科学系教員が半数を超えるものとする。
（3）（2）の 5 名中、自然科学系教員の新規採用者が半数を超えるものとする。
（4）定年退職以外の理由により離職する研究者を補充する場合にも、上記（2）に示した女性研究者採用
比率（23.8％）を目指す。
1―2 ◦取組の概要と目標
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1―3 ◦実施体制
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1―4 ◦メンバー
総括責任者　学長　佐藤　一彦（平成 25 年度〜26 年度）
　　　　　　　　　空閑　良壽（平成 27 年度）
当該取組における機関全体の実施責任者　男女共同参画推進室長　木幡　行宏
女性研究者支援ユニット　コーディネータ　貞許　礼子（平成 26 年 3 月〜）
女性研究者支援ユニット　特定専門職員　　乙川　裕美（平成 26 年 3 月〜）
平成 25 年度　男女共同参画推進室員
くらし環境系領域・教授	 木幡　行宏
しくみ情報系領域・講師	 沖野　典夫
ひと文化系領域・准教授	 清末　愛砂
ひと文化系領域・准教授	 クラウゼ＝小野、マルギット
学生室ユニットマネージャー	 塩崎　泰子
くらし環境系領域・助教	 関　　千草
もの創造系領域・助教	 成田　幸仁
財務グループ総務ユニットスタッフ	 堀切　香菜
ひと文化系領域・准教授	 山路奈保子
平成 26 年度　男女共同参画推進室員
くらし環境系領域・教授	 木幡　行宏
しくみ情報系領域・助教	 太田　　香
くらし環境系領域・助教	 岸本　嘉彦
くらし環境系領域・特任教授	 貞許　礼子
学生室ユニットマネージャー	 塩崎　泰子
くらし環境系領域・助教	 関　　千草
ひと文化系領域・准教授	 永井　真也
もの創造系領域・助教	 成田　幸仁
くらし環境系領域・准教授	 古屋　温美
財務グループ総務ユニットスタッフ	 堀切　香菜
平成 27 年度　男女共同参画推進室員
くらし環境系領域・教授	 木幡　行宏
入試グループ入学試験ユニットスタッフ	 伊藤　綾香
しくみ情報系領域・助教	 太田　　香
くらし環境系領域・助教	 岸本　嘉彦
くらし環境系領域・特任教授	 貞許　礼子
くらし環境系領域・助教	 関　　千草
学生室厚生ユニットリーダー	 津川　貴裕
ひと文化系領域・准教授	 永井　真也
もの創造系領域・准教授	 成田　幸仁
くらし環境系領域・准教授	 古屋　温美
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1―5 ◦目標達成状況
目標達成状況（平成 28 年 3 月 1 日現在）
（1）平成 25 年 5 月から現在までに、女性研究者を 7 名純増し、平成 27 年度末時点の女性研究者比率が
7.7％となった。目標 6.3％を達成できた。
（2）平成 27 年度末までに定年退職者分で採用する研究者 21 名分の新規採用者の内、4 名（自然科学系 3
名、自然科学系以外 1 名）の女性研究者を新規採用した他、公募の結果 1 名が教授に昇任した（比率
23.8％）。目標 23.8％を達成できた。
（3）（2）の 5 名中、自然科学系は 3 名であった。目標（半数を上回ること）を達成できた。
（4）定年退職以外の理由により離職する研究者を補充する場合については、25 名の採用者のうち、5 名
を女性研究者として採用した（比率 20.0％）。目標 23.8％にはあと 1 名であった。
　以下に国立大学協会から公表されているデータを示す。
平成 25 年 5 月
大学名
ランキング
合計
（助手を除く）
学長 理事 副学長 教授 准教授
講師
（常勤）
助教 助手
順位
第 9 回
（前回）
男 女
女性比率
（％）
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 86 86 186 8 4.1 1 0 3 0 3 0 76 1 62 5 12 0 29 2 0 0
平成 26 年 5 月
大学名
ランキング
合計
（助手を除く）
学長 理事 副学長 教授 准教授
講師
（常勤）
助教 助手
順位
第 10 回
（前回）
男 女
女性比率
（％）
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 83 86 179 10 5.3 1 0 3 0 3 0 71 3 62 5 9 0 30 2 0 0
平成 27 年 5 月
大学名
ランキング
合計
（助手を除く）
学長 理事 副学長 教授 准教授
講師
（常勤）
助教 助手
順位
第 11 回
（前回）
男 女
女性比率
（％）
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
室蘭工業大学 79 83 181 15 7.7 1 0 3 0 3 0 72 4 59 7 7 0 36 4 0 0
平成 17 年〜平成 27 年　女性教員比率
女性教員比率（※電子媒体で調査を行った第 3 回以降の数値を掲載）
第 3 回
平成 17 年
第 4 回
平成 19 年
第 5 回
平成 20 年
第 6 回
平成 21 年
第 7 回
平成 22 年
第 8 回
平成 23 年
第 9 回
平成 24 年
第 10 回
平成 25 年
第 11 回
平成 26 年
第 12 回
平成 27 年
1.2 2.0 2.0 2.1 2.6 2.6 2.7 4.1 5.3 7.7
（一般社団法人　国立大学協会　国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第 10 回〜12 回追跡調査報告書より抜粋）
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2
活 動 内 容
2―1　女性研究者に対する支援体制及び相談体制の拡充
2―2　研究活動を支援する者の配置
2―3　柔軟な勤務体制の確立
2―4　本学教職員を対象とした意識啓発のための活動
2―5　女子学生の博士課程進学者を増加させる取組
2―6　女性研究者の能力を引き出すための取組
2―7　学内設備の拡充
2―8　女性研究者の採用人数及び
　　 上位職女性研究者を増加させる取組
2―9　女性研究者ネットワークへの参画と活用
2―10 本学男女共同参画推進の取組に関する広報の充実
2―11 男女共同参画推進に関するアンケート
2―12 時系列活動内容
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
　平成 26 年 1 月から女性研究者支援ユニットとして活動する事務補佐員が着任し準備をすすめ、3月に
コーディネータ（特任教授）と特定専門職員が着任して本格的に活動を開始した。女性教員や男女共同
参画推進室員との情報交換により、これまでの男女共同参画推進室の活動状況を把握するとともにライ
フイベント期の支援の要望を聞き取り、推進室会議での検討および学内調整を経て、支援体制を整え
た。同年 4月からは、教育・研究棟 1号館A331 室に相談や休憩スペースを備えた女性研究者支援ユニッ
トとしての部屋を構え、対応にあたることができた。相談は妊娠中・育児中の女性教職員ら当事者から
のもののほか、それら教員の所属領域長、学科長等、妊娠中の外国人博士課程院生および交換留学生に
関する国際交流センターからの相談など多彩であった。
　支援内容については、ウェブページでの案内のほかに、教職員への学内メールおよび支援対象候補者
への電話連絡などで以下の支援体制を周知し、相談を受け付けた。
　参考図書の閲覧・貸出（3-6 図書リスト）
　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置（2-2）
　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成
　緊急時のタクシー経費の助成
　ライフイベント期の自家用車通勤の学内駐車使用許可手続きの案内等
　参考図書としてはプロジェクト経費で購入したもののほか、大学経費での購入や、教員からの寄贈も
多く含み、A331 室での閲覧・貸出のほか、学内便での貸出にも対応した。
　シッターについては、夜間等の通常勤務ではない時間帯に大学関係の催しがあるときに支援するもの
で、補助金対象者ではない育児中の女性教員および育児中の男子学生（夜間主の学生で、配偶者が緊急
入院していた期間）に対し、大学経費で支援した。
　駐車場使用については、本学では自家用車通勤には、通常、自宅からの距離が 2km以上という制限が
あるが、妊娠中や育児・介護中の場合はこの制限なしで学内駐車場を利用できるとするもので、2名から
利用申請があった。
2―1 ◦女性研究者に対する支援体制及び相談体制の拡充
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　プロジェクト経費としての研究支援員配置は、平成 26 年度から 27 年度に介護中の女性教員 1名に対
して行った。プロジェクト補助金では支援対象とならない研究者の支援は大学の自主経費で行った。具
体的には平成 27 年度に女性教員（介護中）に対する事務的な（実験補助ではない）支援員の配置、共働
きで育児中の男性教員（配偶者は研究者ではない）2名に対する支援員配置を行った。特に、ライフイベ
ント期の研究者に対する支援を配偶者の職種で差別することは、大学の男女共同参画推進としては実行
しにくいため、自主経費での対応を行った。
　また、支援員候補者の人材バンクとしての活用を目指し、平成 27 年 7 月に「室工大支援員人材バン
ク」を開設した。学術研究員・技術補佐員・事務補佐員等として働いてみたいという人の「室工大支援
員人材バンク」への登録をウェブページで呼びかけるとともに、ニュースレター「ダイバーシティ通信」
第 3号（平成 27 年 8 月発行）に記載したほか、地元紙（室蘭民報）でも報道された。
2―2 ◦研究活動を支援する者の配置
http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/support.html より
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平成 26 年度「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」募集要項
1．目的と経緯
　本学は「平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般
型）」に採択されました。この事業は「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育
て等のライフイベントと研究を両立するための環境整備を行う取組」を文部科学省が支援するという
ものです。この採択をうけて本学では、今年度、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニット（以
後、「UFR」という）を設置しました。
　その一環として、本学における女性研究者がライフイベント期（妊娠・育児・介護等）と研究活動
を両立できるよう、支援員の雇用に係る経費の助成を行うこととなりました。
2．応募資格
　本学の教員及び博士研究員のうち、妊娠・育児（小学校 6年生以下）又は介護等にあたっている
者。上記の事業では、男性研究者は、配偶者が大学・大学共同利用機関・独立行政法人で雇用されて
いる女性研究者である場合のみ支援対象となっています。本学では、男女共同参画の観点から、上記
以外の方からの支援要請も必要に応じて検討していく予定ですので、ご希望の方はUFRにお問い合
わせください。
3．助成内容
　対象者に対し、支援員を雇用する経費を助成します。雇用できる期間は平成 27 年 3 月 31 日までの
間の必要期間・必要時間、雇用できる支援員は学術研究員または技術補佐員としますが、必要であれ
ば臨時補助員や派遣会社の利用も可能です。詳しくはUFRまでご相談ください。
4．申請手続
　申請書「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」に記載してUFRに提出してく
ださい。
5．採択
　多数の応募があった場合には、対象者の職位や必要状況等を加味した上で、総合的に審査の上、採
否を決定します。
6．支援員の採用
　支援員の選定にあたってはUFRで情報提供できる場合もありますが、原則として申請者が行うこ
ととします。
7．報告書の提出
　本支援を受けた研究者には、報告会の参加と報告書の提出をお願いします。
8．問い合わせ先
　室蘭工業大学男女共同参画推進室
　女性研究者支援ユニット（UFR）内線 5194
　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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活動内容
平成 27 年度「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」募集要項
1．目的と経緯
　本学は「平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般
型）」に採択されました。この事業は「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育
て等のライフイベントと研究を両立するための環境整備を行う取組」を文部科学省が支援するという
ものです。この採択をうけて本学では、今年度、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニット（以
後、「UFR」という）を設置しました。
　その一環として、本学における女性研究者がライフイベント期（妊娠・育児・介護等）と研究活
動を両立できるよう、支援員の雇用に係る経費の助成を行うこととなりました。
2．応募資格
　本学の教員及び博士研究員のうち、妊娠・育児（小学校 6年生以下）又は介護等にあたっている
者。上記の事業では、男性研究者は、配偶者が大学・大学共同利用機関・独立行政法人で雇用されて
いる女性研究者である場合のみ支援対象となっています。本学では、男女共同参画の観点から、上記
以外の方からの支援要請も必要に応じて検討していく予定ですので、ご希望の方はUFRにお問い合
わせください。
3．助成内容
　対象者に対し、支援員を雇用する経費を助成します。雇用できる期間は平成 28 年 3 月 31 日までの
間の必要期間・必要時間、雇用できる支援員は学術研究員または技術補佐員または事務補佐員としま
すが、必要であれば臨時補助員や派遣会社の利用も可能です。詳しくはUFRまでご相談ください。
4．申請手続
　申請書「ライフイベント期（妊娠・育児・介護等）の研究者支援」に記載してUFRに提出してく
ださい。
5．採択
　多数の応募があった場合には、対象者の職位や必要状況等を加味した上で、総合的に審査の上、採
否を決定します。
6．支援員の採用
　支援員の選定にあたってはUFRで情報提供できる場合もありますが、原則として申請者が行うこ
ととします。
7．報告書の提出
　本支援を受けた研究者には、報告会の参加と報告書の提出をお願いします。
8．問い合わせ先
　室蘭工業大学男女共同参画推進室
　女性研究者支援ユニット（UFR）内線 5194
　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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　本学では、短時間勤務等に関しては平成 25 年度から 27 年度の間に制度変更は無かったが、「子の看護
休暇」「介護休暇」に関して平成 26 年 7 月 1 日より、常勤だけではなく非常勤も含めて有給の休暇と
なった。平成 27 年度には、本学で初めて教員（女性）が育児休業を取得した。これまでに教員ではない
女性職員の取得例があったが、教員では 1例めとなった。また、本学では会議は 9時から 17 時の間での
開催を原則とすること」、「毎週金曜日は定時一斉退勤日（金曜の夜間主コース関係者等は除く）」となっ
ていたが、周知が進んでいなかったので、男女共同参画推進室のウェブページや、男女共同参画推進室
ニュースレター「ダイバーシティ通信」第 3号に掲載したほか、学内メール等で周知した。
2―3 ◦柔軟な勤務体制の確立
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日　時：平成 25 年 8 月 29 日（木）　15：00〜17：00
場　所：教育・研究 1号館 A棟　A304 室
講　師：パウラ・カンカーンパー　氏（ラップランド大学アークティックセンター長）
　　　　パイヴィ・ソッペラ　氏（ラップランド大学アークティックセンター長補佐）
2―4―1	女性研究者支援事業プレシンポジウム
 
 
 
室蘭工業大学 男女共同参画推進室 
女性研究者支援事業プレシンポジウム 
 
招待講演 
「フィンランドの高等教育機関における女性の地位」 
(Women in the Academic Institute in Finland) 
パウラ・カンカーンパー氏 
（ラップランド大学アークティックセンター長） 
 
「フィンランドの科学技術研究における女性の役割」 
(Women in Science Technology in Finland) 
パイヴィ・ソッペラ氏 
（ラップランド大学アークティックセンター長補佐） 
＊日本語通訳付の講演です． 
日時：2013年 8月 29日(木) 
     15：00～17：00 
場所：教育・研究１号館Ａ棟 
               Ａ３０４室 
入場無料 
 
お問い合わせ先： 
室蘭工業大学総務グループ職員ユニット 
０１４３ – ４６ – ５０１８ 会場、駐車場はこちらです． 
2―4 ◦本学教職員を対象とした意識啓発のための活動
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　8月 29 日（木）に教育・研究 1号館 A304 室において、女性研究者支援事業プレシンポジウムを開催しました。
　このシンポジウムは、本学における男女共同参画のさらなる推進を図るため、ラップランド大学（フィンラン
ド）アークティックセンター長パウラ・カンカーンパー氏並びに同センター長補佐パイヴィ・ソッペラ氏を講師
に迎え、教職員及び近隣の男女共同参画関係者約 50 名が参加して実施しました。
　佐藤学長の挨拶の後、両氏から、フィンランドの高等教育分野、科学技術分野における女性の社会進出につい
て、ご自身の体験を交えて講演いただきました。
　講演の後、引き続き、伊藤理事から、両氏へのお礼の言葉並びに本学の男女共同参画推進について、さらなる
努力を続けていく旨の挨拶がありました。
　参加者は熱心に聞き入り、また積極的な質疑応答が行われるなど、充実したシンポジウムとなりました。
シンポジウムの様子（質疑に応えるパウラ氏）
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日　　時：平成 26 年 2 月 19 日（水）　13：00〜15：00
会　　場：室蘭工業大学　大学会館多目的ホール
基調講演：Dr. Vineeta Sinha（シンガポール国立大学）
パネルディスカッション：
　　　　　パネリスト：有賀　早苗　先生（北海道大学　大学院農学研究院・生命科学院　教授）
　　　　　　　　　　　木幡　行宏（室蘭工業大学　大学院工学研究科　教授　男女共同参画推進室長）
　　　　　コーディネーター：
　　　　　　　　　　　清末　愛砂（室蘭工業大学　大学院工学研究科　准教授　男女共同参画推進室員）
2―4―2	女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム
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　このシンポジウムは、本学が昨年 9月に文部科学省「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に採択された
ことを受け、本学における男女共同参画のさらなる推進を図るため、シンガポール国立大学准教授ヴィニータ・
シンハ氏を基調講演の講師に、北海道大学大学院農学研究院・生命科学院教授有賀早苗氏をパネリストに迎え、
教職員及び学生、近隣自治体の男女共同参画関係者や一般市民約 40 名が参加して実施しました。
　佐藤学長の挨拶の後、シンハ氏からシンガポールの高等教育分野、科学技術分野における女性の社会進出につ
いてご自身の研究を交えて講演いただきました。
　講演の後、パネルディスカッションを行い、有賀氏から北海道大学における女性研究者支援の活動状況や今後
の展望について述べられた後、本学における女性研究者支援の活動状況や今後の取り組みについて、本学木幡男
女共同参画推進室長から説明があり、引き続きシンハ氏や有賀氏と本学の女性研究者支援体制の構築について意
見交換を行いました。
　参加者は熱心に聞き入り、本学の女性研究者支援事業のキックオフを記念するシンポジウムとなりました。
シンポジウムの様子（講演するシンハ氏） 会場の様子
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2―4―3	平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
日　時：平成 26 年 1 月 27 日（月）　15：00〜17：00
場　所：教育・研究 3号館N棟　N208 室
講　師：久保　真季　氏（沖縄科学技術大学院大学　副学長（アドミニストレイティブ・コンプライアンス担当））
　このセミナーは、本学の男女共同参画推進の年間事業計画に従い、男女共同参画に対する教職員の意識改革の
ための啓発活動として実施するもので、沖縄科学技術大学院大学　副学長（アドミニストレイティブ・コンプラ
イアンス担当）久保真季氏を講師に迎え、28 名が参加して実施しました。
　佐藤学長の挨拶の後、久保氏から、「男女共同参画の更なる推進に向けて」と題して、沖縄科学技術大学院大
学や、国内外の大学における男女共同参画推進の取り組みについて、本学との比較を交えて講演いただきました。
　男女共同参画推進の事情に精通された久保氏の講演に対し、参加者は熱心に聞き入り、充実したセミナーとな
りました。
セミナーの様子
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●久保真季氏　講演資料
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
2014 年 1 月 27 日 
 
平成２５年度男女共同参画トップセミナー アンケート 
「男女共同参画の更なる推進に向けて」 
 
男女共同参画推進室 
 
 男女共同参画トップセミナーにご参加いただきありがとうございます。今後の活動の参考とするため、アン
ケートにご協力下さい。 
 
＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  
  ・性別 
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代    (  ) 30 代  (  ) 40 代  (  ) 50 代  (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長） (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）           (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）           (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 
(  ) どちらとも言えない 
 
 
 
 
 
 
 2. セミナーの開催時間について 
(  ) 適切である  (  ) 長い 
(  ) 短い 
 
  
 3. セミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 
(  ) どちらとも言えない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(裏面へ続きます) 
理由： 
理由： 
●平成 25 年度男女共同参画トップセミナー　アンケート
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Ⅱ．本学の取組について 
  
 1. セミナー受講前に、本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思っていましたか 
(  ) 努力が不足していると思っていた (  ) 努力は適切であると思っていた 
(  ) 努力は過度だと思っていた  (  ) わからない 
                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 2. セミナーを受講して、今後の本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思いましたか 
(  ) さらなる努力が必要だと思った (  ) これまで通りの努力で良いと思った 
(  ) もう何もしなくても良いと思った (  ) わからない 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 3. 男女共同参画を推進する施策、本学の努力の方向性、今後本セミナーで取り上げて欲しい話題等につい 
 て、ご意見があれば、自由にお書き下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました 
理由： 
理由： 
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
◦性　別
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◦セミナー開催時期について
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◦望ましい時期について
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◦セミナーの開催時間について
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?
?
?
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◦セミナーの話題について
?
?
?
?
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?????????
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◦本学の取組（1）
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???
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?
?
?
?
?
?
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◦本学の取組（2）
?
?
?
?
?
?
?
?
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???
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???
?????
???
???
???
??
??
??
●アンケート結果
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◦本セミナーについて
◦本学の取組について
1．セミナーの開催時期について
・別の時期がよい
・いつも多用ではあるがこの時期は特に忙しく夏休
みが良い
・卒論まとめや入試シーズン前のピンポイントの時
期であった
・寒すぎる
・外部から講師を呼ぶ時期には適してないと思う
・2 月〜3月は年度末はいろいろ立て込んでいる。
11 月頃が良い、5月〜6月も良い
・年度末では参加を依頼しづらい
2．セミナーの話題について
・関心を持つことができた
・解りやすかった
・しかし、もっと学生数など現状を示すデータが
あっても良かったのでは
・男女共同参画以外に沖縄科学技術大の紹介も興味
深かった。
1．セミナー受講前に、本学における男女共同参画
推進の取組について、どのように思っていましたか
・努力が不足していると思っていた
・もっと手段をつくせる事はあると思うが、工学で
ある事、北海道等いろいろ条件がある
2．セミナーを受講して、今後の本学における男女
共同参画推進の取組について、どのように思いまし
たか
・さらなる努力が必要だと思った
・大学自体の力をつけて（男女を問わず）採用され
たいと思われる大学にならないといけない。
又、その上で女性を戦略的に採用する。助教授レ
ベルから
3．男女共同参画を推進する施策、本学の努力の方
向性、今後本セミナーで取り上げてほしい話題等に
ついて、ご意見があれば、自由にお書き下さい。
・一般的に教員へのキャリアパスを考える。
・一人一人の教員に意識の向上が必要と思われる
・身近な大学で道内でも先進的に女性研究者支援策
を行っている北大の事例も紹介してはどうか（講
演会等）
・女性が興味ある内容なので、全教職員が参加しや
すい様にして欲しい。（学科長・領域長〜と書か
れると参加しずらいので）
●ご意見・ご感想
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平成 25 年度男女共同参画トップセミナー
日　時：平成 26 年 11 月 21 日（金）　15：00〜16：00
場　所：室蘭工業大学　本部棟　大会議室
講　師：下野　雅承　氏（日本 IBM取締役副社長執行役員）
　本学教職員むけの男女共同参画推進セミナーは平成 22 年度から年 1回開催されています。本年度は 11 月 21
日（金）15 時から大会議室において、日本 IBMの下野雅承氏を講師として迎えて開催され、53 名の参加があり
ました。佐藤学長の開会あいさつの後、下野氏から IBMにおけるダイバーシティ推進の取り組み、組織にとって
ダイバーシティを推進することの意義などについて講演していただきました。セミナーの様子は翌日 11 月 22 日
の室蘭民報夕刊 3面で紹介されました。
2―4―4	教職員のためのトップセミナー 2014
	 グローバル経営とダイバーシティ推進
?????????? ????
???? ?? ???????
?????? ??????????
???? ?? ? ?????
???? ?? ?????????
教職員のためのトップセミナー 2014
日 時　平成 26 年11月 21日
      15：00～16：00
場 所　室蘭工業大学 本部棟 大会議室
対 象　全教員・全職員（非常勤を含む）・その他
（金）
お問い合わせ・お申し込み:
国立大学法人 室蘭工業大学 男女共同参画推進室
女性研究者支援ユニット（UFR）
TEL: 0143-46-5194 / FAX: 0143-46-5195
E-mail: ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL: http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
グローバル経営とダイバーシティ推進
?? ?? ???
?????? ????????????
??????????????????
??? ??? ???????????????? ?? ???
?? ? ??? ???
15:00 ～ 15:05 開会挨拶（佐藤一彦学長）
15:05 ～ 15:45 講演（下野雅承氏）
15:45 ～ 15:50 日本IBMｿﾘｭｰｼｮﾝｽ よﾞりご挨拶（代表取締役社長 福井素子氏）　
15:50 ～ 15:55 質疑応答
15:55 ～ 16:00 閉会挨拶（伊藤秀範理事）
本学教職員以外の方も事前にお申込みいただければ聴講できます。
教職員の方は11月18日までにメールでUFRに出欠をお知らせください。
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◎開　会
司会　皆様、きょうはお越しいただきまして、ありが
とうございます。
　私は、きょうの司会を務めさせていただきます女性
研究者支援ユニットの貞許です。
　では、学長から挨拶をお願いいたします。
佐藤学長　皆様、こんにちは。
　きのうの幹事会でご案内させていただいたトップセ
ミナーの開催となりました。
　初めに、きょうお見えになりましたお三方、下野
様、日本アイ・ビー・エムソリューションサービス株
式会社の福井様、岩崎様に対しまして、お礼を申し上
げたいと思います。ご多用の中をわざわざ室蘭までお
越しくださいまして、大変ありがとうございます。
　私どもの男女共同参画の事業は、顧みますと、平成
22 年、第 2期中期目標に入ると同時に推進室を設け
ました。ここで、木幡先生に室長についていただい
て、それ以来、いろいろな活動をやってきましたけれ
ども、一番大きな変化は 25 年に採択になりました
きょうのチラシの上のほうにあります文科省の支援事
業を受けることができたということです。これにつき
ましては、木幡室長にプレゼンテーションそのほかで
大変お世話になりました。改めてお礼を申し上げます。
　そして、さらに変わったのが、先ほど司会をしてく
ださった貞許先生がこの 3月からユニットのコーディ
ネーターということで特任教授として着任されまし
た。これによって、さらに変わってまいりました。具
体的な数字で言いますと、平成 25 年 5 月、この事業
の申請時点では、博士研究員を含めて女性研究者は 8
名でした。それが、11 月 1 日現在で言いますと、博
士研究員も含めて 13 名と増加しております。
　私どもとしては、ダイバーシティというのは捉え方
がいろいろとありますけれども、二つ大きい要素があ
ると思っています。一つは、狭義の中で女性教員の比
率が高まること、あるいは女性学生がふえるというこ
とです。もう一つは、外国人の教師あるいは外国人の
留学生がそれなりの比重を占めているということで
す。この二つが重なり合いますと、かなりいい意味の
学内の雰囲気が出てくると期待しております。
　外国人は、今、7カ国 9名の教員がいろいろ活動し
ております。外国人の留学生は、ご承知のとおり、加
賀屋理事の頑張りで 130 名を超えて、間もなく 150 名
というところが見えてきております。
　先ほどの女性研究者支援事業に関して言いますと、
最終年度は平成 27 年度で、そこまでに達成すべき女
性教員の数値目標としてはありますが、現在、それを
ほぼ達成しておりますので、来年 1年をかけてさらに
上積みできるのではないかと期待しております。
　こういう研究領域では、理工農は女性研究者の比率
が比較的少なくて、工学系はその中でも一番低いで
す。その工学系ですけれども、2020 年までに 15％の
比率に持っていきたいというが内閣府の目標です。で
すから、うちの大学はかなり頑張っておりますけれど
も、まだまだ先がありますので、これを機会にぜひ頑
張っていければと思います。
　きょうは、下野様に、「グローバル経営とダイバー
シティ推進」というタイトルで、日本の企業の中では
一番進んでいると思われる IBMの実態をお話しくだ
さいまして、我々としてはいろいろ実践させていただ
く大変いい機会を与えてくださいました。どうもあり
がとうございます。
　それでは、皆様、最後までお聞きくださいまして、
いろいろと質疑を交わしていただければ大変幸いでご
ざいます。
　以上、簡単ですけれども、私からの開会に当たって
の挨拶とさせていただきます。
　本日は、お集まり、ありがとうございました。
司会　では、下野様、お願いします。
〈下野氏　講演〉
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教職員のためのトップセミナー 2014
グローバル経営とダイバーシティ推進
●下野雅承氏　講演資料
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教職員のためのトップセミナー 2014
グローバル経営とダイバーシティ推進
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教職員のためのトップセミナー 2014
グローバル経営とダイバーシティ推進
◎閉会挨拶
司会　盛り上がっておりますが、お時間が来ましたの
で、閉会の挨拶を本学の男女共同参画担当の伊藤理事
からいただきたいと思います。
伊藤理事　きょうの講演の中で非常に印象的だったの
は、やはり、私たちが考えなければいけないのは、目
指すところはダイバーシティではなく、ダイバーシ
ティの次にあるところを考えなければいけないのだな
ということです。そこに焦点を当てながら本学のダイ
バーシティの環境を整えていきたいというようなすば
らしい講演をいただきました。非常に感謝しておりま
す。
　きょうは、時間がおくれないようにということで、
私はここで終わります。
　きょうは、どうもありがとうございました。（拍手）
司会　きょうは、ありがとうございました。
　もう一度、講師の方に拍手をお願いいたします。
（拍手）
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2014 年 11 月 21 日 
 
教職員のためのトップセミナー2014 アンケート 
「グローバル経営とダイバーシティ推進」 
 
男女共同参画推進室 
 
 本日はご参加いただきありがとうございます。今後の活動の参考とするため、アンケート
にご協力下さい。 
＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  ・性別  
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代   (  )30 代   (  ) 40 代   (  ) 50 代   (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長）  (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）          (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）          (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 
(  ) どちらとも言えない 
 
 
 
 
 
 
 2. セミナーの講演時間について 
(  ) 適切である   (  )長い          (  ) 短い 
 
3. 時間帯について 
    (  ) 今回と同様    (  ) 教授会の前    (  ) 教授会の後     
(  ) その他：                                        
 
 
 4. 今日のセミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 
(  ) どちらとも言えない 
 
 
 
 
 
 
 
(裏面へ続きます) 
理由： 
ご感想： 
●教職員のためのトップセミナー 2014　アンケート
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教職員のためのトップセミナー 2014
グローバル経営とダイバーシティ推進
 
 
 
Ⅱ．男女共同参画に関する本学の取り組みについて 
  
 
1. 本学の男女共同参画推進室で支援する対象は、女性だけではなく、育児や介護などの
ライフイベント中にある教職員（非常勤も含む）が対象となっていることはご存知で
すか？ 
（文科省のプロジェクトでは女性研究者だけが対象ですが、本学独自の予算で、性別を問わず
ライフイベント中の教職員を支援しています） 
 
(  ) 知っていた          (  ) 知らなかった 
 
 
2. 研究支援員の配置は、妊娠中・育児中の研究者だけではなく、介護中の研究者も対象と
なっていることをご存知ですか？ 
 
(  ) 知っていた          (  ) 知らなかった 
 
 
3. 良い、よくやっていると感じた点についてご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 良くない、改善が必要だと感じた点についてご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. 来年度、トップセミナー2015 で取り上げて欲しいテーマ、講師の希望について記入し
てください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました 
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◦性　別
?
?
??
??
???
???
◦職
?
?
??
???
???
??
◦年　齢
?
?
?
?
?
?
?
???
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???
???
?? ?? ?
?? ?
?? ?
?? ?
?? ?
?? ?
???
??
◦職　種
?
?
?
?
?
?
?
?
???
???
??
???
??
????????????
????????
????????
?????????
???????????
?????????
???????????
???
???
??
◦セミナー開催時期について
?
?
?
?
?????
???????
?????? ??????? ??
?????????
???
???
??
???
??
◦セミナーの開催時間について
?
?
?
?
?????
??
??
??????
??
??
??
◦時間帯について
?
?
?
?
?
?????
?????
?????
???
???
???
???
??
??
??
◦セミナーの話題について
?
?
?
?
???????????
?????????
?????????
??????
??
??
??
◦本学の取組（1）　「ライフイベント中の教職員全員が対象」
?
?
?
?????
??????
???
???
???
???
◦本学の取組（2）「介護中も対象」
?
?
?
?????
??????
???
???
???
???
●アンケート結果
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教職員のためのトップセミナー 2014
グローバル経営とダイバーシティ推進
◦本セミナーについて
◦男女共同参画に関する本学の取り組みについて
1．セミナーの開催時期について
適切であるに○
・通常の学会等の開催時期を避ける意味でも 11 月
が適当と思われる
どちらとも言えないに○
・いつ行ったとしても、時間は限られているので
・ヒマな時期はありません
・仕事の負荷は毎年違うため
2．セミナーの話題について
関心を持つことができた
・短時間ながら密度の濃いものであり、勉強になっ
た
・「ダイバシティー」という考え方が良く分かって
面白かったです。大学は封建的だと思いました。
・インクルージョン　全員参加の話　数値目標を持
つこと　ISOL
・IBMはさすが世界企業である
関心を持てなかった
・もっと具体的な取り組みを聞きたかった。IBMの
紹介が主であった。
どちらとも言えない
・ダイバーシティを推進することで、IBM会社（の
売上）は成長したのか？　ダイバーシティを推進
すると、大学の業績が良くなることは確約される
のか？　無理に進めると、リスクもあるのでは？　
目標を最適に設定可能か？
・男女共同参画の三市（室蘭・登別・伊達）合同派
遣（ヌエック）に 2013 年に行った者です。
フォーラムで「ダイバーシティ」「ワークライフ
バランス」という言葉がたくさんでてきてその意
味を知りたくて参加しました。IBMのダイバーシ
ティの実例を具体的に知って、言葉の意味がわか
りスッキリしました。
3．良い、よくやっていると感じた点についてご記
入ください。
・活動は活発に行われていると感じている。今後も
継続してガンバってほしい。
・教職員の関心を切らさない様に、ダイバーシティ
通信をはじめ、いろいろな資料を絶え間なく発信
していること。
・定期的に活動案内をしているのは良いことだと感
じている。
・新聞記事、ニュース等を配布している。
・女性教員の増加
4．良くない、改善が必要だと感じた点についてご
記入ください。
・ニュースレター、ダイバーシティ通信等は自由に
とれるように、N棟ピロティ等に置いてはどう
か。（既にやっているなら、すいません、気が付
きませんでした。）
・保育園、認定こども園、幼稚園等、子どもを預け
ることのできる施設を大学が紹介できるような体
制を作るべきである。
・もう少しユニットが目立つようにした方がよい。
活動の公報を直接対象者へ届けるように考えてみ
てはどうか。
・女性教員、外国人教員は増えていますが、まだ要
支援者に対する取組みは不十分に思います。
・女性職員が情報を共有できる機会がない。
・人手不足→労働時間が長い→ワークライフバラン
スの問題
・逆差別が行われていると感じる
5．来年度、トップセミナー 2015 で取り上げて欲し
いテーマ、講師の希望について記入してくださ
い。
・介護
・介護について
・「女性研究者の住みやすい町づくり」→大学と地
域の共同
●ご意見・ご感想
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2―4―5	教職員のためのトップセミナー 2015・
	 女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム	
	 多様性を受け止められるキャパシティ
日　時：平成 27 年 11 月 13 日（金）　14：30〜16：00
場　所：室蘭工業大学　大学会館　多目的ホール
講　師：近藤　宣之　氏（株式会社日本レーザー代表取締役社長）
　2015 年度のトップセミナーは、3 年間の「平成 25 年度　文部科学省　科学技術人材育成費補助事業　女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」プロジェクト最終年度にあたることから、女性研究者研究活動支援事業成果
シンポジウムと併催で開催しました。約 50 名の参加がありました。このシンポジウムの様子は 14 日（土）の室
蘭民報朝刊で紹介されました。
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◎開　会
司会　時間になりましたので、教職員のためのトップ
セミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シ
ンポジウムを開催させていただきます。
　講義もいろいろございまして、先生方はまだ出足が
遅いのかもしれませんが、時間となりましたので、始
めさせていただきたいと思います。
　ご紹介が遅れましたが、私、本学の男女共同参画推
進室長を務めさせていただいています木幡と申しま
す。よろしくお願いいたします。今日の司会を務めさ
せていただきます。
◎開会挨拶
司会　それでは、早速ではございますが、開会挨拶と
いうことで、本学の空閑学長から、一言、お願いいた
します。
空閑室蘭工業大学学長　皆さん、こんにちは。よろし
くお願いします。
　学長の空閑でございます。
　今ご紹介がございましたように、教職員のための
トップセミナー 2015 ということで、女性研究者研究
支援事業の一環としてシンポジウムを開催させていた
だきたいと思います。
　このたびは、文部科学省からも学術政策局人材政策
課の課長である柿田様、係長の古島様にもご来賓とし
てお越しいただいております。東京から遠いところお
越しいただいているわけですが、本学の事業の成果と
本日のご講演をぜひ聞いていただきたいということで
ご参加いただいている次第でございます。
　プログラムにござ
いますように、若干
の 本 学 で の 成 果 報
告、実際の制度の活
用状況というお話の
後に本日のメーンと
いうことでご講演を
いただくことになっておりまして、「多様性を受け止
められるキャパシティ」というタイトルをつけさせて
いただいておりますけれども、株式会社日本レーザー
の代表取締役社長の近藤様にご講演をいただくことに
なっております。
　日本レーザーという会社については、近藤様からご
紹介があるので、私からはいたしませんけれども、非
常に先進的に女性が活躍できるような場所、そして、
女性に限らず、外国人も含めて、ダイバーシティとい
いますか、多様性のある人材活用をされており、その
トップとして長年リーダーシップを発揮されておりま
す。そういう環境をつくられて、今もどんどん進んで
いるということで、全国的にもいろいろなところで取
り上げられている会社でございますけれども、我が室
蘭工大のためにお越しいただいて、ご講演をいただく
ことになりました。本学の教職員、私も含めまして勉
強させていただきたいと思っております。
　おさらいということで、本学の状況でございます。
　文科省等の資料を調べてみますと、毎年様々な調査
が行われているわけですが、平成 17 年、第 3 回の女
性研究者の割合の調査のときに、本学は女性教員が 2
名という状況にございました。割合からいくと 1.2％
という記録が残っておりまして、その当時から国立大
学の中では大学の 86 番目という不名誉な数値でござ
いました。
　その後、今、文科省の支援事業にも提案させていた
だく段階では 4 名という状況になっていて、そこから
出発しております。当時は 2％ぐらいでしたが、現在
は 14 名ということで女性教員の数は二桁になりまし
た。分母を何でとるかということもございますが、
7％台に乗ってきているということで、最下位は無事
に脱しているわけですけれども、これまで少しずつ
我々の人事のやり方、採用の考え方は、前の佐藤学長
のときから進めて参りまして、女性教員の数が少しず
つ順調に増えてきている状況です。
　それから、外国人教員の割合につきましても、どこ
かの新聞の調査か忘れましたけれども、5％以上の割
合がある国立大学の中に本学も入っておりまして、そ
ちらについてもそこそこ頑張っているという状況だと
思います。
　本日の非常に進んだご講演等を伺いまして、単に数
を増やすだけではなく、中身の向上、それから、せっ
かく来ていただいた女性教員や外国人教員の方たちが
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活動しやすい、住みやすい、伸び伸びと教育、研究が
できる環境を我々執行部も含めて、あるいは、今日お
集まりの皆さんも含めて大学として取り組んでいく必
要があると思いますので、本日は勉強をさせていただ
ければと思っています。
　皆様、どうぞよろしくお願いいたします。（拍手）
司会　空閑学長、ありがとうございました。
　引き続きまして、来賓挨拶ということで、文部科学
省科学技術・学術政策局人材政策課の課長であられま
す柿田様に、一言よろしくお願いいたします。
柿田文部科学省科学技術・学術政策局人材政策課課長　
皆様こんにちは。
　文部科学省の柿田
と申します。
　本日のシンポジウ
ムにお招きいただき
まして、ありがとう
ございます。
　これは私ども文科省で実施させていただいておりま
す女性活躍促進のための補助金事業のシンポジウムと
いうことですが、室蘭工大におかれましては、私ども
がやっております女性研究者研究活動支援事業を平成
25 年度に採択させていただきまして、25 年、26 年、
27 年で今年が 3 年目の最終年度ということで、まと
めの意義を持ったシンポジウムであると理解しており
ます。
　先ほど、空閑先生からお話がございましたけれど
も、室蘭工業大学における女性研究者の登用はこの 3
年間でかなり進んだということで、私どもとしても大
変嬉しく思っております。
　文科省が支援しております補助金はごくわずかなも
のだと思いますけれども、それ以外の大学独自の取り
組みの成果であると思っております。
　科学技術に携わる女性の活躍促進は、科学技術の分
野だけではなく、全ての分野において、とりわけ日本
には求められていると思います。特に、我々が対象と
しております科学技術の分野につきましても、女性な
らではの発想、柔軟性、オリジナリティーが大変重要
になってきまして、実際、様々な研究機関におきまし
ても、第 3 期、第 4 期の科学技術基本計画を受けて女
性の活躍促進が進んできておりまして、日本全国で好
事例が出てきております。
　本日のようなシンポジウムもいろいろな大学で開催
していただいておりまして、本日、JST から山村プロ
グラムオフィサーにもお越しいただいております。山
村 PO とは今日で 3 回目でして、私が話している内容
がいつも同じだということがばれてしまいますので、
今日はちょっと変化させながら話しております。
　全国のシンポジウムなどでお話を伺っております
が、それぞれ特徴を出されながら成果を上げていただ
いておりまして、この事業の成果集といいますか、そ
れをしっかりまとめて、いずれ補助金は切れるわけで
すけれども、切れた後もそれぞれの研究機関において
さらに取り組みを発展させていただけるように、ま
た、補助金を受けていない研究機関が大多数ですか
ら、そういったところにも波及していくような成果
を、補助金を受けておられる室蘭工大を初めとして研
究機関におかれましては模範的な役割を果たしていた
だきたいと思っております。
　我々は、日々、いろいろな予算を財務省から獲得し
て、大学を初めとする研究機関におけるさまざまな事
業の推進のサポートをしているわけですが、私どもが
担当しております人材育成関係の新規の事業も始めよ
うとしておりますし、様々なメニューがございまし
て、現在、女性研究者を対象とする施策も、現在はダ
イバーシティ、研究環境の実現プログラムということ
で進めております。室蘭工大でやっていただいており
ます女性研究者研究活動支援事業の後継事業という形
でダイバーシティ促進という名目で事業をやっており
ますけれども、ご案内のとおり、安倍政権では女性の
活躍促進というところに物凄く力を入れております。
私がいる文部科学省でも女性のパワーが溢れていまし
て、そのうち、10 年後には女性職員のほうが多くな
る状況になるのではないかと危機感を覚えるぐらいで
す。
　ダイバーシティ実現プログラムは、我々財務省に対
しては、平成 28 年度に予算を増やして安倍政権の流
れに乗っていきたいと思っておりまして、予算を増や
す財産要求をしております。財務省からは、我々にた
くさんのメニューを要求しておりますが、厳しい指摘
をいただくのですが、ダイバーシティプログラムにつ
いては何も言われていないということで、もしかした
ら予算が増えるのかもしれないということで、ぜひ期
待をしていただきたいと思います。
　また、室蘭工業大学におかれましては、平成 27 年
度で今の事業が終わって、今度はダイバーシティプロ
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グラムにもさらに発展的に取り組みを進めていただけ
ればありがたいと思っております。
　本日は、この後も成果の報告や基調講演が予定され
ております。私自身はマルチの予定で室蘭工大にお邪
魔しておりまして、全部をお伺いすることができなく
て大変申しわけないのですけれども、本日のシンポジ
ウムが大成功となりまして、平成 27 年度の総仕上げ
に向けて意義深い会議になることをお祈りしておりま
す。
　本日は、どうぞよろしくお願いいたします。
　ありがとうございます。
司会　柿田課長、ありがとうございました。
◎女性研究者研究活動支援事業の成果報告
司会　それでは、シンポジウムに入る前に、今年度が
本学における女性研究者研究活動支援事業の最終年度
でございますので、UFR コーディネーターをお願い
している貞許特任教授から、女性研究者研究活動支援
事業の本学における成果報告をご説明いただきます。
よろしくお願いします。
貞許　それでは、室蘭工業大学の平成 25 年度から 27
年度にかけての女性研究者研究活動支援事業の成果報
告をさせていただきます。
　私は、女性研究者支援ユニットのコーディネーター
をしております貞許礼子です。よろしくお願いします。
　まず、本学の男女共同参画推進の取り組みの経緯に
ついてお話しします。
　平成 22 年に男女共同参画推進室が発足いたしまし
た。先ほどから少しお話が出ていますけれども、国立
大学協会のデータによりますと、当時から平成 26 年
まで、本学は大学別の女性教員比率が 86 位で、全国
で最下位だったわけです。そこで、より一層の男女共
同参画推進を図る必要があるということから、文部科
学省の事業に応募をいたしまして、平成 25 年 8 月末
に女性研究者研究活動支援事業（一般型）に採択され
ました。
　その年度の終わり
の 3 月に女性研究者
支援ユニットを開設
し、 コ ー デ ィ ネ ー
タ ー と し て 私 貞 許
が、特定専門職員と
して乙川が着任いた
しまして、本学における支援のニーズ調査から着手い
たしました。
　まず、女性研究者支援ユニットのロゴデザインをこ
のように決定いたしました。これについては、よその
大学のものもいろいろ見させていただいて、ピンク系
が多いから目立つように違う色合いにしようとか、い
ろいろと考えて決めさせていただきました。
　まず、3 月に、男女共同参画推進室のウェブページ
を新規に開設しました。それまでにも、この大学の男
女共同参画推進室の説明するページはあったのですけ
れども、独立して持つことによって、更新を頻繁して
支援内容を詳しく紹介したり、イベントの予告などを
やっていくということで新しく開設しました。
　また、特に工夫した特徴としましては、リンク集で
保育園の情報とか一般的に必要な情報ももちろん載せ
ているのですが、特に精選した情報、役立つ情報とし
て、「公的広報におけるジェンダー表現とメディア・
リテラシー」とか「男もつらいよ　男性を縛るジェン
ダー」「男女共同参画の男性にとってのメリット」な
どといった男性の読者にも役立つページへのリンクを
特に工夫しました。
　4 月になりまして、今度は女性研究者支援ユニット
として活動を進めていくための基盤となる部屋を
A331 という部屋に整備いたしました。ここでは、相
談を受け付けるほかに情報提供をします。支援の情報
とか、そのほか、いろいろな参考図書の貸し出しなど
をやっております。
　それから、妊娠中など体調不良時に作業したり、休
憩したり、子育て中に授乳しなければいけないといっ
たような場所としても使えるように、ここに室蘭民法
に紹介されたときの写真が載っておりますが、このよ
うにソファやつい立てを配置しまして、視線に気にす
ることなく使える場所も確保しております。実際に授
乳に使われたこともあります。
　それから、シッターの場所や子どもの緊急時の居場
所としても活用されています。この場合は、教職員の
子どものほかに、社会人で夜間主コースに通う男子学
生の子どもが利用した例もございます。
　それから、情報発信のための発行物として、ニュー
スレターを創刊いたしました。男女共同参画推進室の
ニュースレターなのですが、将来を見越してという
か、男女共同だけではなくてやっていきたいというこ
とで、名前を「ダイバーシティ通信」と決めさせてい
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ただきました。
　特に、女らしさ等の偏見にとらわれない紙面づくり
をしようということで、このようにロゴも室蘭在住の
有名な書家の人に揮毫していただいたものになってお
ります。
　創刊号が平成 26 年 8 月、2 号が 27 年 3 月、3 号が
8 月に出ておりまして、次の号は今度の 3 月の予定で
す。学内配布のほか、全国の大学、高校、室蘭市の関
係機関などに送付いたしました。ウェブページからも
ダウンロードできますので、ぜひご覧いただきたいと
思います。
　それから、室蘭工業大学ロールモデル集として、
「大学院を修了した先輩 11 名からあなたへ贈るメッ
セージ」を編集して発行しました。先輩 11 名という
のは、大学院を卒業して、今、社会で活躍している女
性を選びました。本学では、女子学生比率が昔はかな
り低かったので、モデルを探すのも大変だったのです
が、社会で活用されている方にいいことをいっぱい書
いていただいたので、良いものができたと思っており
ます。
　次に、教員を対象にした第 2 号も用意していきたい
と考えております。そのほか、大学概要、大学の情報
誌の「蘭岳」の平成 26 年春号、秋号、27 年の春号な
どへ活動内容を掲載して広報の充実を図っております。
　また、各種セミナーを開催しています。まず、
「キャリア形成のためのランチセミナー」です。これ
は、学生、院生が対象で、これまでに 5 回行っていま
すが、学生の講義時間と重ならないようにするために
昼休みに開催しています。3 回目からは生中継で北大
の会場でも見られるように、北大の女性研究者支援室
と協力して進めております。
　ランチセミナーに参加した学生で、この春に大学院
に進学した女性も複数出ております。「教職員のため
のトップセミナー」は、昨年は「グローバル経営とダ
イバーシティ推進」というタイトルで IBM の下野様
に講演をいただきました。今年は、この後すぐに「多
様性を受け止められるキャパシティ」ということで日
本レーザーの近藤様にお話しいただくことになってお
ります。
　それから、具体的な妊娠、育児、介護中の支援は、
この大学では大学の経費によりライフイベント期の支
援は性別を問わず構成員全てを対象に進めるという方
針でやっております。
　一つめは、研究者への研究支援員の配置です。現
在、配置を受けている教員は、女性が 2 名、男性が 1
名です。来週からは男性 1 名が追加予定です。
　受け付けは必要に応じて随時行っておりまして、小
規模な大学ならではの細やかな対応を目指していま
す。支援員候補者の人材バンクも開始しまして、ウェ
ブページや室蘭民報の記事などでお知らせしています。
　この後に支援を受けている清末准教授からの報告が
あります。そのほかには、ここに書いてあるベビー
シッター・シルバーシッター経費の助成、緊急時タク
シー経費の助成です。これは、子どもの急病時に病院
に連れていくようなときに、仕事に差し支えないため
にということで支援をしています。それから、自家用
車通勤の距離制限の緩和です。子連れ出張時の交通費
支援の試行は準備中です。これは、難しいことがあり
まして今はまだ準備中としか言えませんが、準備を進
めております。
　そのほかの活動としましては、学内の各長、関係者
に新聞・雑誌記事を配付しています。話題としては、
男女共同参画、ダイバーシティ＆インクルージョン、
LGBT、育児、介護など、世の中の動きというか話題
をお届けしています。
　今年 1 月からは、学内メールで教職員全員に配信を
開始しました。これは著作権の手続きが煩雑なので、
新聞の記事を紙媒体で配るよりは回数が少ないのです
けれども、非常に熱いリクエストがありましたので、
進めております。
　それから、学長と女性研究者の懇談会は、平成 26
年、27 年に 1 回ずつ行いました。現場の要望を大学
のトップと共有する場として非常に重要と考えており
ます。
　また、メンター制度の導入も進めていまして、現在
は試行段階ですが、女性 3 名がメンティとして外部の
メンターを指名しておりまして、うち 2 名は既にメン
タリングをしています。
　それから、英語の支援として、論文校閲、英語プレ
ゼンテーションセミナーなどを進めています。今、調
整段階で、女性 1 名は来週、男性 2 名もそのうちとい
う感じで、あと数名からお問い合わせが来ています。
　そのほか、毎週金曜日の定時退勤日や、会議は原則
9 時から 17 時ということがあります。これらは、以
前から大学として決まってはいたのですけれども知ら
ない人も多いので、情報を周知するということでウェ
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ブページに書いたり、ダイバーシティ通信に書いたり
しています。そのほか、学内施設の充実ということ
で、おむつ替え台やベビーキープの設置などです。現
在は 3 カ所ついておりまして、来週にもう 3 カ所増え
る予定です。このときに気をつけたのは、男性も使用
できるように、女性用トイレではなくて多目的トイレ
に設置することに気をつけました。なお、この大学会
館は室蘭市の「赤ちゃんの駅」に登録されております。
　最後のスライドですけれども、事業の目標達成状況
と今後の課題です。
　目標は、平成 27 年度末までに女性教員比率を
6.3％というものでした。27 年の 5 月 1 日の段階で
7.7％ということで、目標は達成できました。ただ
し、全国では 86 位と最下位だったものが 83 位と下か
ら 4 番目になったばかりです。
　また、最近の情報では、ほかの大学は、今、教員が
5％程度の複数の大学で目標値として 10％、あるい
は、それ以上の目標値が決まって、それを目指して動
いているという情報がありまして、本学がこのままで
はまた全国最下位になってしまうおそれがあるという
ことで、危機感を抱いております。
　参考としまして、平成 25 年から 27 年 11 月の女性
採用者数を示します。女性限定公募は 6 名でした。26
年度が 5 件、うち 1 件は結果的に内部の方の昇任でし
た。27 年度は 1 件で、女性限定ではない公募が 51 件
ありました。その中で結果的に女性になったのが 4 名
です。女性限定ではない公募へ女性からの応募がさら
に増えるように、引き続き、男女共同参画の取り組み
をより充実させていき、発信していくことが重要と考
えております。
　ご清聴をありがとうございました。（拍手）
司会　ありがとうございました。
◎ライフイベント期の研究支援制度を利用して
司会　引き続きまして、「ライフイベント期の研究支
援制度を利用して」ということで、本学の清末准教授
からお話をいただきたいと思います。
　清末先生も、男女共同参画推進室員を務めておられ
た等、いろいろご活躍をしていただいている先生でご
ざいます。よろしくお願いいたします。
清末　ひと文化領域の清末でございます。
　私からライフイベント期の研究支援制度を利用させ
ていただいた経験と、それから、私の研究室所属の大
学院生で公共システム工学コースの稲村君から、私の
研究支援をすることで、どういうメリットが私や彼自
身にあったのか、ということを報告させていただきた
いと思います。
　まず、研究支援制度が大学にできまして、私自身、
非常に役に立ったと思っております。こういう場だか
ら言っているわけではなく、性別に関係なくこういう
制度を利用できれば、これからさらに働きやすくなる
のではないかと思いますので、その一例として聞いて
いただければと思います。
　私は、母と 2 人で暮らしておりまして、今日の朝も
母の病院に行っておりました。母はその前まで東京で
ひとり暮らしをしていたのですが、記憶力が低下する
ようになったため、姉が何かおかしい、認知症なので
はないかと思い始めたのです。年的にはまだ若いので
すけれども、とりあえず病院に通うようになり、その
結果、ひとり暮らしは難しいと判断され、最終的に
2013 年の夏から室蘭で私と一緒に暮らすようになり
ました。
　認知症は治りませんので、母は私とともに記憶障害
と毎日闘っている状況です。こういう時に限ってさら
なる不運が重なるものです。母に大きな腫瘍が見つ
かったため入院して、手術を受けることになりまし
た。猛吹雪の時期のことです。最初の手術の後に出血
したため、急遽もう一度手術を受けることになりまし
た。今でも定期検査を受けています。
　母はその後、胃がんではないかと言われたため、今
日は母を胃の検査に連れて行きました。幸いにも胃が
んではありませんでしたが、どうやら肺がんはあるよ
うで、これから放射線治療を受けるということになり
ました。元気でやっているように見えても、母の病院
通いが続いており、そのためににっちもさっちもいか
ない時がありました。母のケアマネジャー、デイサー
ビスのスタッフ等とのやりとりを通して、大分支援を
していただいてきました。そういうときに貞許先生か
ら研究支援員制度のことを教えていただき、2014 年
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度から 2015 年度にかけて、週 2 回、トータル 6 時間
ほど稲村君に支援員を務めてもらうことになりまし
た。ただし、私のデータ処理に時間がかかるときは時
間を少し延長してもらうことがあります。
　私は、憲法学、家族法、それから平和学の研究をし
ております。ですから、それらに関連する資料を収集
できる支援員を室蘭で探すのは、なかなか難しいもの
があります。幸いにも稲村君は私が指導している学生
ですので、私の専門分野を理解しているところがあり
ます。ですので、関連書籍や最新のいろいろな論文の
リスト化、または自分が得た資料を整理してもらった
り、ということを主にやってもらっています。
　それ以外に一番やってもらいたいことはデータの記
録化です。これは非常に時間がかかることがありま
す。例えば、私がインタビュー調査に出かけたときの
テープ起こしをしてもらってから、その内容をパソコ
ンに保存するためにデータ化してもらったり、画像な
どをスキャンし、それを電子ファイルにしてもらう、
ということをやってもらってきました。テープ起こし
は稲村君にとってはかなり大変だったようですが、幸
いにも、それがある書籍に掲載されることになりまし
たので、私にとっては大変助かるものでした。
　では、週 6 時間分の研究支援員をつけていただいた
ことで、どういう研究成果があがったのか、というこ
とについてお話します。私自身の性格の問題かもしれ
ませんが、逆境に置かれると 3 倍ぐらい努力して、何
が何でもペースを落とさないようにするのです。実際
にライフイベント期ではいろいろ大変なことがあると
思います。私はまだ 40 歳ちょっとですから、今、一
番研究をしなければいけない時期にあるなかで、母の
介護というのは精神的に苦しいものです。子どもは大
きくなっていくけれど、認知症はどんどん悪くなって
いきますので、将来のことを考えるとかなり暗くなっ
ていた時期もあります。でも、非常に前向きな性格で
すので、絶対に研究ペースを落とさない、むしろ倍に
するという感覚でやっていきました。
　そして、稲村君をつけてもらうことによって、結果
的には研究支援員をつける以前よりもこの 2 年の研究
成果が一番出たと思っております。それは、彼をつけ
てもらったということの成果でもあるわけですが、も
う一つは自分自身が 1 分という時間をいかに活用する
かということを徐々に学んできましたので、限られた
時間を有効に活用することができるようになったのだ
と思います。例えば、今朝も病院に行きましたが、母
の検査が終わるまでにゲラ校正をする等、時間を無駄
にしないようにしました。それが成果につながったの
だと思います。
　調査に関しては、国内外で実施することができまし
た。もちろん、稲村君の支援だけでできたわけではあ
りません。女性教員間で互いに助け合いをしたところ
が調査の時間を作ることに結び付いたと思います。上
司の松本ますみ教授が、私がいないときに母に会いに
自宅に来てくれる等の助け合いをし、それによって時
間を作り、海外や国内での研究報告、採択されている
科研の研究テーマに基づくワークショップや講演会の
主催、外務省の委託研究をすることができました。科
研費という意味では、ことしの 11 月に、文部科学省
の科学研究費（基盤 C）の研究代表者として追加採択
されました。
　研究業績はこちらに示す通りです。この 2 年ぐらい
に、幾つか本の出版、論文の執筆を行いました。今日
もまた新しい論文が学会誌に掲載されました。また、
来週も 1 本投稿しようと思っております。頑張るとこ
ろを見せれば、どんなに苦しい状況に置かれていても
声はかかるものだと思っています。ですので、執筆の
依頼話が来たら、専門誌への連載などは全部引き受け
るということでやってきました。
　そういう形で来年度に文科省のプロジェクトが終
わっても、性別を問わず、支援制度を必要とする教職
員は多数いると思いますので、これが続いていくと皆
さんも助かるのではないかと私は思います。
　それでは、稲村君にかわりたいと思います。
稲村　「支援員の職務による利点」と題しまして、実
際に支援員をやった側からの報告をさせていただきま
す。
　4 点ほど述べさせていただきます。
　まず、研究資料の収集・整理方法を学んだことによ
り、自分の研究においても文献を収集・整理する際の
参考とすることができたと思っています。
　次に、研究資料を収集・整理する過程で、自分の専
門分野以外の学術分野を多く知ることになりますの
で、自分の見識を深めることにもつながったと考えて
います。
　さらに、データの記録化を行う過程で、より見やす
い資料をどうやったらつくることができるか、という
ことを数をこなすうちに身につけることができたと考
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えています。
　また、このような研究資料の整理、収集、記録化は
比較的単純な作業である一方、手間がかかると思いま
す。これを私が担当することにより、清末先生が研究
活動に専念できるようになったと感じております。
　短いですが、以上で発表を終わらせていただきます。
清末　ということで、2 人は本当に win-win の関係で
あります。一方だけが win ではなくて、両方が win-
win の関係であると支援制度は続いていくのかな、と
私は実感してまいりました。
　それでは、ここら辺で報告を終わらせていただきま
す。
　ご清聴、ありがとうございました。（拍手）
司会　清末先生、ありがとうございました。
◎講演「多様性を受け止められるキャパシティ」
司会　それでは、お待たせしましたが、本日のメーン
の講演でございます株式会社日本レーザー代表取締役
社長の近藤宣之様より、「多様性を受け止められる
キャパシティ」という内容でご講演をいただきたいと
思います。
　近藤様、よろしくお願いいたします。
近藤　皆さん、こんにちは。
　ご紹介をいただきました日本レーザーの近藤でござ
います。空閑学長を初め、皆様方のご配慮でここにお
招きをいただきまして、大変光栄でございます。皆様
方の活動については、今、初めてお伺いしましたが、
大変敬意を表しております。なぜかと申しますと、日
本は企業でも大学でも圧倒的な男性社会です。そうい
う中で女性が輝くような時代、それしか少子高齢化の
中で手はないのではないか。安倍さんの発想のもとに
もそういうことがあるのだと思います。私の会社で
は、そういう面では日本の企業の中でも中小企業では
あるのですけれども、非常に先進的な取り組みをさせ
ていただいてきていますので、きょうはその一端をご
紹介させていただければと思っております。
　まず、会社自体は
48 年 目 で す が、 年
商は 40 億円、従業
員は 60 名という典
型 的 な 中 小 企 業 で
す。しかも、ものづ
くりもしているので
すけれども、商社でございまして輸入の分があるため
に、女性の活用では安倍さんに敬意を表しますが、円
安政策はいかがなものかということで、私は親の仇は
安倍さんと黒田さんだなと思ったりしています（笑
い）。そういう中で会社が生き残れるにはどうするか
ということです。
　今ご紹介いただいたように、たくさんの賞をいただ
きました。例えば、4 年半前の「日本でいちばん大切
にしたい会社」大賞の受賞がきっかけですが、これは
通過点でございまして、その後、経産省からはダイ
バーシティ経営、おもてなし経営、あるいは、安倍さ
んも表彰式に出ていらした「がんばる中小企業 300
社」の表彰、また、厚労省からもたくさんいただいて
いますが、今月 30 日（2015 年 11 月 30 日）にキャリ
ア支援を経営の柱としている企業を表彰しようという
ことで、その 2015 年度の全国 9 社の中に選ばれまし
た。ありがたいことに、そうそうたるメンバーです。
三 菱 東 京 UFJ 銀 行、 東 京 海 上 日 動 火 災 保 険、 リ
コー、三越伊勢丹とずらずらとあります。中小企業は
2 社ありますが、その中でうちは従業員数が一番少な
いです。何百人、何千人、何万人という会社がほとん
どです。その表彰式の後の支援シンポジウムのトリで
「近藤さん講演して」と言うので、30 分ほど講演をさ
せていただくことになりました。今日は、そんな中小
企業がこのテーマでどうやっているのだろうというこ
とをお話ししたいと思います。
　例えば、ダイバーシティ経営というのは、そもそも
経営を向上させるのか。私は、人を大切にする経営学
会の副会長をやっています。会長は、「日本でいちば
ん大切にしたい会社」を主導されている法政大学の坂
本教授です。色々な議論がありまして、人を大切にす
るだけでは業績は良くならないのではないかという意
見が圧倒的に多いです。業績が良いから人を大切にで
きるのです。その手でいくと、業績が良いから女性を
活用できるということになるのです。業績が良くなけ
ればダイバーシティはできないと。私はこれを疑問に
思うのです。私の経験からは、「人を大切にする」あ
るいは「会社から大切にされている」という実感とダ
イバーシティがあって、業績は飛躍的に良くなるのだ
ろうと思います。それはこれからお話をしていきます。
　なぜうちがダイバーシティになったのかというの
は、そもそもバブルが崩壊して 3 年連続赤字が続き、
最後は債務超過になりました。当時私は、電子顕微鏡
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の世界のトップメーカーの日本電子のアメリカ法人で
支配人を 10 年近くやった後、戻ってきまして、国内
営業を担当していました。そのころに、日本電子の
100％小会社であった日本レーザーが破綻します。銀
行は日本電子が銀行保証をしても融資は一切しないと
いうことで、どうするのか。全員を解雇して会社をた
たみなさいと。こういうのが銀行ですから、ひどいも
のですね。今の主力銀行は違うのですが、当時はそう
いうことを言われました。
　仕方なく「お前は一番若いし、英語ができるのだか
ら行ってこい」ということで、本社の役員兼務のまま
日本レーザーの社長になり、銀行がお金を貸してくれ
ないので、日本電子から 1 億円を借りて持って行きま
した。幸いにして 2 年で復配まで持ってこられて再建
できました。借金も耳を揃えて利子を付けて返しまし
た。それは一つに、私が日本電子の取締役を辞める決
断をしてこの会社の社長に専念したことが良かったの
です。
　その後は私自身の思いで経営してきています。た
だ、会社が破綻する前後に人がどんどん辞めていきま
す。絶対に解雇はしないのですが、辞めていきます。
辞めていく人間を補充するにはお金がないからハロー
ワークに頼むわけです。そうすると、外国人留学生か
ら、日本の学歴のない人、リストラ、マタハラにあっ
た人等色々出てきます。
　今、写真に載っているのは、ご主人がショウさん
で、息子もショウさんです。左の女性が奥さんのホウ
さんです。中国は夫婦別姓ですのでホウと言います。
留学生同士で結婚して、彼女は独身でうちに入ってき
たのですけれども、後ほど彼女のことをロールモデル
としてお話をしますが、今は家族揃って 3 人とも日本
人になっています。尖閣問題が起こった後のつい 3 年
前に、猛烈な反対の中で敢えて日本人になってくれた
人たちです。結局、こういうような人たちがいること
で異質な能力や経験を持つ人材が入ってきます。そし
て、それはここにいる私を含めて皆さんもそうでしょ
う。同質的な日本人がそこそこ無難にやっているとこ
ろへ、インパクトが来るわけです。全然違う発想をし
ますからね。それで我が社は随分助かってきました。
　例えば、うちは多様な風土を経験した者が圧倒的に
多くて、今、60 名位のうちの 15％が新卒です。あと
の 85％は、日本電子から来ている私も含めて転職で
す。基本的に新卒一括採用は一切やりません。通年採
用です。ホームページで募集しています。そうすると
面白いことに内定を貰えない新卒が来るのです。うち
を見て 5 月に入ってくるという方が結構います。立命
館の方もいるし、立教大学の方もいるし、早稲田大学
の方もいます。一方、アメリカのサンフランシスコ大
学を出たというような方は、日本に帰ってくると 7 月
で他社に就職ができないので、うちのホームページを
見て入ってきます。結局、海外から来た新卒等、ほか
で働いたことがない人を含めて 15％しかいません。
こういうふうに非常に多様な人たちで基本的には構成
されています。さて、そうなってくると、その力をど
う発揮できるのか。
　安倍さんと日銀総裁が親の仇（笑い）と言ったの
は、それはそうですよね。2010 年に私どもが実際に
送金したレートは 1 ドル 80 円だったのです。我々の
規模では 2,000 万ドルを調達しますが、安倍さんが
2012 年末に総理大臣になり、2013 年に黒田さんが日
銀総裁になり、一気に円安が進み、80 円が 100 円に
なりました。左側はレーダー描画装置です。非常に優
れた機械ですが、全く同じものを同じ国から同じドル
建てで仕入れても円建てにしたら 4 億円ほど調達額が
上がってしまったのです。それはそうですね。100 円
掛ける 2,000 万ドルで 20 億円です。16 億円から 4 億
円上がると、その前の年に 3 億円位の経常利益ですか
ら赤字になってもしようがないとなりがちですが、そ
のせいにしたら社長は失格ですね。
　今年はもっと酷いのです。今、125 円、126 円位に
なっています。1 年を通して 25 億円です。そうする
と、つい 3 年前に 16 億円ということは 9 億円の差な
のです。中小企業の方もいらっしゃると思いますが、
たった 40 億円位の会社で 9 億円のコスト増だったら
ひっくり返りますね。我々の人件費は全部で 4 億円、
会社はオフィスから何から名古屋も大阪も全部賃借で
す。それが 4 億円です。あわせて 8 億円位の販売管理
費がありますが、それをゼロにしても 9 億円は埋まり
ません。これで赤字必至でしょう。ところがどっこ
い、ちゃんと黒字なのです。
　それは何故かといいますと、結局いざとなると火事
場の馬鹿力が出るのです。要するに、多様な社員が互
いに協力して、会社から大切にされているという実感
があるために、古い言葉ですが、忠誠心、ロイヤリ
ティー、献身、デディケーションです。こんなことを
社員に言ったら、その会社はアナクロ（時代錯誤）だ
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と言われるかもしれませんが、うちで働くのだったら
会社に献身してくれ。忠誠心を持ってくれ。それを皆
やるのです。何故ならば、会社に大切にされているか
らです。それで 22 年連続黒字経営で円安下でも増収
増益です。今年は（年商）40 億円を超えると思いま
すが、利益は、赤字になるはずの 2013 年が 7,000 万
円、去年の 2014 年が 1 億 3,000 万円で、今年は 1 億
6,000 円くらいかもしれませんが、円安でどうして輸
入企業が増収、増益になるのか不思議なのです。
　こういう状況があるので、私にはあらゆるところか
ら講演依頼が来るので、本業が疎かにならないように
気をつけています。うちの秘書から「社長、いいかげ
んに断る勇気を持ってください」なんて言われるので
すが、貞許さんから頼まれたから断れなかったのです。
　こういうふうに馬鹿力が出てきます。何故かという
と、あの写真を見てお分かりのように、17 時半に終
わって会社の中で皆が飲んでいるのです。男が飲むの
は分かるのですが、あの中に女性が 6 人入っているの
です。普通の会社で、仕事が終わって女性と男性が職
場で缶ビールを飲んでいるなんて会社は余りないで
しょう。
　これを見ていただくとお分かりのように、ここでバ
ブルが崩壊して 3 年連続赤字です。私は 1993 年に日
本に帰ってきて 1 年間だけ国内営業担当をやったので
すが、翌年から「お前が行け」ということになって、
94 年にやっと黒字が出ましたがまだ無配です。利益
を出してここから 10％です。そして、今まで 22 年間
全部黒字なのです。酷いもので、儲かってきたら、本
社が 5 割配当しろと言ってきます。円高の時代はさす
がに 3 億円位の利益が出ました。お陰で無借金経営で
やっているのですが、円安でも出ているので、結論と
して、円安でも円高でもグローバル化でも中国でも
TPP でも、どんな環境になっても利益を出すのは社
長の責任だということを痛感しました。これが社長の
責任と言いながら、結局、全社員が鍛えられてきて、
全社員が当事者意識を持って戦うということなので
す。そのためにどうするか。
　ささやかな写真ですが見てください。中小企業で
60 人で 40 億円位の社長が社長室を持たないで、会社
の大部屋の中にいるわけです。ここは 130 坪位あって
46 人位います。1 階は 90 坪で展示場、3 階に会議室
や相談室があり、全部で 350 坪の東京本社です。
Walking around ということで、男性社員、女性社員
もいますね。大事なことは上司は笑顔で話すことで
す。私は昔はこんな顔をしていなかったのです。おっ
かない社長だったと思いますが、だんだん変わってき
たのです。
　要するにダイバーシティをやるためには、社長自体
がにこやかにしなければ駄目なのです。ダイバーシ
ティということは、女性だけではありません。働き盛
りの 69 歳の管理部長は、僕より老けて見えます。僕
は年が明けると 72 歳ですが、就業規則上 70 歳までは
健康で貢献し続ける限り誰でも働けます。二人が
2017 年 70 歳になるので、さらに 75 歳までの雇用延
長も検討しています。定年は 60 歳なのですが、再雇
用、65 歳で年金も出ますが、再々雇用です。そし
て、今、60 歳以上が何と 25％もいるような高齢会社
ですが、新人も入ってくるから、人員は再建を引き受
けた時の 30 名が、今は 60 名で倍になりました。でも
売り上げが 40 億円ですから 4 倍ということでいいか
と思います。
　結果的には、誰もが生涯雇用になるし、パートから
フルタイムになってもいい、定年後も働けますよと。
面白いのは、常務の役職定年は 64 歳です。普通の会
社は 64 歳で常務を辞めると顧問ということで名前だ
けになりますが、うちはもう一回社員に戻ってこられ
ます。嘱託雇用契約にしてフルタイムで。去年、筆頭
常務を辞めたのは今は開発部長です。東大の法学部を
出て、現在、筆頭常務で業務部長をやっているのは来
年は引き続き業務部長をやります。ただし嘱託雇用契
約ですから給料は半分になります。それでも頑張るの
です。要は雇用が大事なのです。雇用さえあれば食べ
ていけます。200 万円とか 300 万円では食べられませ
んね。でも、うちは定年再雇用でも年収 420 万〜540
万円位を制度化しています。65 歳で年金が平均 200
万円出ます。そうすると、会社は 220 万円から 340 万
円支給すると 65 歳までと同じ年収 420 万〜540 万円
位になります。60 歳代の 10 年間十分生活できるので
す。そういう雇用制度で利益が出るように工夫するに
は、これは中々大変なのです。
　その中で、特に能力主義が色々あります。一つ言え
ば TOEIC です。TOEIC は英語の試験ではありませ
ん。私も 63 歳で初めて受けました。この中で受けた
方はいらっしゃいますか。受けてみたらおわかりのよ
うに、あれはタイムマネジメントで、情報処理能力と
集中力と持続力です。ちょっと「腹が減ったな」とか
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「きれいな女性がいるな」と思った途端に、8 秒間に 1
問ずつ問題が流れてきますから、全滅するわけです。
アメリカ人にも聞いたのですが、「今日の夕飯を何に
しようか」と思った途端に全滅になったと言っていま
した。だからこれは集中力です。990 点が満点で、こ
の社員は 985 点です。これは男性です。しかし女性の
平均は 770 点で、男性は 700 点で、圧倒的に女性のほ
うが出来ます。TOEIC を 500 点取ると、月 5,000、年
間 6 万円、900 点いったら月に 2 万 5,000 円、年間で
30 万円、たかが TOEIC だけですよ。それはみんな頑
張ってやりますよね。
　要するに、社員が成長するようにすれば、男も女も
同じ基準で戦えるわけです。モチベーションについて
は、評価制度もあります。しかし、外国人でも中国人
でも在日三世も採用したのですが、透明性の高い人事
制度にして納得できる結果にすれば、みんな納得しま
す。いま在宅勤務をしている女性で今度は正社員にな
りますが、評価については本人に 30 分、40 分の面接
をしてフィードバックします。これは東大の法学部を
出た常務の業務部長です。女性の方は販促を担当して
いて、在宅で仕事をしています。結局、好きな仕事を
自主的に出来るということが一番のモチベーションで
す。そういう面では大学の先生というのは好きな仕事
ですね。それを楽しみにやっています。だから本来な
らばダイバーシティが成り立つはずなのです。問題は
大学の先生方の評価について男も女も一緒のはずなの
です。企業よりもです。そういう面では進められるの
ではないかと思います。
　ただ、教員の方々の人事評価は透明性が高くて納得
ができる結果なのかが分からないのです。そこが問題
になってくると思います。
　それから、社員教育が非常に大事です。これは両方
とも私ですが、うちでは毎月、全社会議、毎週、社長
塾をやっています。社長自身が教育するのが一番良い
のです。この会社をどうしたい、我が社はこういう歴
史と伝統があって、こういう位置づけにある。しか
し、それだけでは無理なので、1 年間の経営者大学と
か自己革新とか宿泊研修などもやります。相当お金を
かけます。最大の投資です。はっきり言って設備投資
とか研究開発投資よりもはるかに人材投資に何百万
円、何千万円かけるのですが、その結果、社員のレベ
ルが上がってきます。
　例えば、この女性社員は一般事務員です。しかし、
今年の 6 月にミュン
ヘンに 1 週間出しま
した。我々のパート
ナーです。ベルリン
の会社です。この女
性社員はまだ入った
ばかりですが来年に
海外に出そうと思っています。独身の男性社員の場合
には 2 カ月位海外メーカーで研修させることもありま
す。今もドイツの山の中の会社にたった 1 人で行って
いて、TOEIC を 600 点超えたので出したのですけれ
ども、相当鍛えられています。
　ちなみに言うと、2 月のサンフランシスコとか 6 月
のミュンヘンにふつう同業者は四、五人出しているの
です。うちは 10 名以上出します。従業員の 2 割もで
す。それは何の為かというと、全て教育です。そうす
るとチャンスを与えればどんどん成長していきます。
ですからキャリアアップは本人の希望を優先すること
です。何故ならば好きな仕事を自主的にできるという
ことが一番モチベーションが上がります。ただしそれ
で儲からなかったら困るのです。それを儲かるように
するのが社長の仕事です。そういう面では自分の希望
や意見が通りやすい経営風土です。
　もともと企業というのはどう定義するかによるので
す。私は、企業は成長の舞台、自己実現の舞台です。
そうすると、当然、就業規則以外にきちんとした決ま
りが必要です。これがクレドと言います。要するに就
業規則は労働条件の契約です。一方クレドは働き方の
契約です。すなわち私は社長として上場する気はあり
ません。あるいは社員満足が顧客満足より先にあるの
だと。あるいは、この会社の経営は皆さんを雇用し、
成長する為にあるのだと。全部、私の約束です。それ
に対して、社員はどうだということを書いています。
　そういうふうにやる結果、聞いた事ないかもしれま
せんが、自己効力感が高い社員になります。自己効力
感というのは、自分の能力が高いことを実感し、その
能力を生かして、学校のために、会社のために、社会
のために働いた結果、非常に大きな貢献ができる、そ
して、自分が満足しているという感覚が自己効力感と
言っています。専門用語です。何故知ったかという
と、東京工大のドクターの先生は、今、日本レーザー
の経営を自分のドクター論文にするのだと言って、
しょっちゅう来て研究しています。凄い人です。アメ
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リカのヘイグループのコンサルタント、日本のマッキ
ンゼーのコンサルタントを経験して、もちろん MBA
を持っています。PhD がないから東工大に入って、
揺らぎ系の複雑系の理論をやって、企業がどこで成り
立つかを GE から IBM からソニーからみんな調べた
ら、どこもなくて、光産業創成大学院大学で私が授業
した時のレジュメを見て、この会社だということで、
そこの学長の加藤さんは私の知り合いですから、来た
のです。その人が言っています。日本レーザーは自己
効力感が高い社員が多いと。
　そうすると今度は女性の話もします。彼女は営業で
すけれども元々は事務員です。出産して小学校 1 年生
を育てていますが、産休、育休の間に 1 年空白になる
と能力もバタっと落ちてしまいます。そのために男の
人とペアを組んでダブル・アサイメントをやります。
しかし、その男の人も彼女も別の仕事もやるからマル
チ・タスクです。IT がありますから情報共有をしま
す。要は、女性がライフイベントがあって仕事を一旦
ストップしたとしても、会社としては継続できる工
夫、これは研究者でもあると思います。我々の場合は
そこで収入がなくなりますから、そういう面で色々工
夫しております。
　いま申し上げたように、女性が働くことによって会
社の業績は間違いなくプラスになります。B to C が
女性の感性というもので企画開発担当にしたのです。
我々は B to B です。取引先とか顧客の支援が得られ
るということです。もう一つは、社内的には女性がい
ることで組織が活性化します。これは皆さんもよくお
分かりだと思いますが、我々のようなところで女性の
営業員、技術サポート員がお客様の支援が得られま
す。特に海外メーカーの支援が得られやすいので非常
にプラスになっています。
　こういう中で現在、既に私のところでは管理職の 3
割は女性になっています。ありがたいことに社長の代
弁をしてくれる女性の幹部がいるのです。経理課長、
総務課長、社長秘書。あるいは大阪の支店長代理で大
阪の業務課長等々。彼女が今、産休中です。この女性
社員も産休中で、こちらが営業業務グループ長。こち
らが購買グループ長ですが、その間こちらがグループ
長をやっています。多分この 2 人が来年 3 月、4 月に
戻ってくると短時間勤務になると思いますので、引き
続き若い社員がグループ長、要するに管理職をやるで
しょう。こちらが凄い中国人で、ホウさんです。将来
の役員に間違いないという人です。
　この人たちをざっとご紹介します。例えば、この人
は函館の高校を出てアメリカに行きました。何故かと
いうと、東京に行って私学に入るよりはアメリカのコ
ミュニティスクールに入ったほうが安いということで
す。アメリカに行って英語を勉強しました。しかし、
お金がなくなった。家族に都合があったということ
で、夢が破れてコミュニティスクールすら卒業できな
いまま日本に帰ってきました。でも日本で一生懸命勉
強して TOEIC850 点をとりました。そこで空いたポ
ストに募集をかけたら 300 人位応募してきました。超
有名な一流大学ばかりです。その中で、何で函館の高
校しか出ていない子を選んだのか。これはどういうも
のかといいますと、面接と作文ではっきり分かれまし
た。常に感謝をして、異質な人に対する配慮をしてい
ます。その後、うちの色々なロールモデルとして彼女
に登場してもらった時にもびっくりさせられました。
もう一つ感心したのは、決して他人とか周りのせいに
しません。例えば彼女は「家にもっとお金があれば東
京に行けたのに」あるいは「自分がコミュニティス
クールで一生懸命やっているさなかに何で函館に戻っ
てこなければならないのだ」と親の事情とか恨みつら
みがあるはずだけれども、一言もそれを言いません。
「それも私の運命」で周りのせいにはしません。これ
はうちの理念にぴったりです。他責にするのが圧倒的
に多いですが、自分で責任を持とうというのがうちの
理念の一番の柱です。彼女はそういう考え方なのです。
　もう一つは入社面接した時に「私は 5 年で辞めま
す」「日本レーザーで英語だけ覚えたら、あとは家庭
の主婦をやりながら観光ツアーガイドやります」と
言っていた人です。それが先ほど言ったホウさんが事
務員から営業になって成功したように、事務員を 7 年
やって営業を希望しました。今も子育てをしながら仕
事をしています。はじめは成果が上がりませんでし
た。そうしたら、時間はかかっても伸びてきました。
やっぱり人には成長のスピードがあって、今年 1 年間
で、あるドイツのレーザーを 1,000 台売ったのです。
5 万円位ですから、5,000 万円位ですが、ドイツの
イェーナにあるパートナーは、アキさんアキさんと絶
賛していまして、産休後初めてですね、営業で年間売
上 1 億円を達成したのは。まさに幾ら遅く始まったと
しても成功するという意味ではよく頑張っていると思
います。
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　それからこの方は女性で初ですが、35 歳で課長に
なりました。これはドイツのパートナーです。とにか
く英語ができます。TOEIC は 965 点です。ずっと 8
年前からやって、一回も 900 点を割ったことがありま
せんから、手当だけで 240 万円です。凄いですね。
ボーナスとか普通の給料のほかに英語手当みたいなも
のでしょう。1 年間、経営者大学を出て、ここに書い
てある修了証書です。彼女に 1 年間で 120 万円をかけ
て修了しました。彼女の修了証書です。このように、
我々は女性に対しても非常に教育しています。
　さらに、この女性社員はパソナの派遣だったので
す。パソナのほうがいい会社だと思うからしばらく派
遣だったのですが、来ないかと言ったら「日本レー
ザーは一生を託せる企業だと分かった」ということ
で、3 年位前に正社員になりました。TOEIC は 600
点だったので副課長で採用したのですが、去年に 715
点まで行きました。課長のレベルは 700 点なので、い
ま課長です。課長になったら凄いのです。派遣時代に
は淡々と事務をするだけだったのが、今や私に代わっ
て全社会議で毎月の月次決算を説明し、その問題点に
ついては社員に厳しく指導します。大したものです。
経理課長は 1 人ですが、全社員が部下みたいなもので
す。もちろん彼女も株主なので、50 万円を出資して
います。
　この方は三菱銀行を寿退社して、32 歳位でうちへ
来てもう 20 年います。17 年たった時に子どもが大学
生になったので嘱託になりました。その後、私のこう
いう仕事がふえたので、社長秘書をやって 1 日 8 時間
の嘱託雇用契約社員です。今は 500 点を目指して頑
張っています。彼女には「500 点を取ったら正社員に
する」「課長は 700 点だけれども、係長でも副課長で
もやってもらえる」と。今 53 歳です。
　要するにパートとか嘱託とか派遣で来た人が皆正社
員になれるのです。こちらは先ほど言った在宅勤務で
広報やっている女性です。週 2 日間だけ午前 2 時間と
午後 2 時間は会社にいます。この方は茅ヶ崎ですか
ら、通勤で往復四、五時間かかるのです。しかし子ど
もが来年に高校と中学に入ります。そうすると「私は
通勤時間 2 時間でも会社来ますから」と言ったので、
それでは「正社員で採るよ」ということです。この人
は、東北大の修士を出ているので 500 点はあるので
す。だから正社員で採るのですが、最近 725 点をとっ
たので、4 月から販促課長になります。
　これが先ほどの方ホウさんです。この人がすごいの
です。営業事務員から 1 年半で「営業事務はつまらな
いから私に営業をやらせてくれ、絶対もっと売れるか
ら」と。担当を持たせたらどんどん売るようになりま
した。その発想が日本人に無いのです。例えば、経営
者大学を先程の彼女も出たのですが、その中に自己革
新があるのですけれども、そこで自分のテーマを見つ
けるのです。自己革新でのテーマは、「私はこの自己
革新研修を通じてこういうテーマを見つけました。そ
れは経営陣に入る準備を始める」と書いてあるので
す。日本人がこんな事を言ったら袋叩きに遭うか、足
を引っ張られるか、馬鹿ではないかと言われます。と
ころが、中国人で、今は帰化して日本人です。でも、
こういう人が会社に居ることで、ああいうことを言っ
てもいいのだと思うわけです。有言実行ですね。日本
人は不言実行が良いなどと言うけれども、有言実行で
す。そうすると社員が変わってきます。
　実際に彼女は元中国人ですから、中国の取引先に
我々が誤送金したお金を返さないというトラブルが
あった時に解決に尽力してくれました。電話でがんが
んやって、「そんなことをやっていて中国は世界から
尊敬なんかされるか」「私は中国人だったけれども、
日本人になって日本を尊敬している」というようなこ
とをバンバン言うのです。中国語でやるから私は分か
りませんが、後で聞いたらそう言ったと言っていまし
た。
　また、この大きな装置を納めたのですが、お客さん
が理不尽なことを言って、お金を払わないのです。実
際にはそれを使って稼いでいます。そうしたら彼女は
独断で「分かりました。私の責任で装置を引き揚げさ
せてくれ」「1 億 5,000 万円、これだけ使ってお金払
わないような会社とはお付き合いしたくありません」
と言ったら、びっくりして、社長のところに飛んで
いって、結局、払ってくれました。普通は、日本人の
営業でも、多分、常務クラスだって検収が上がらない
限り 1 億 5,000 万円の装置のお金を払わないと言った
客に向かって引き揚げるなんて言えないです。彼女は
計算づくなのです。相手も困るだろうと。そういうこ
とを言います。要するに発想が違うのです。これは、
まさにダイバーシティのおかげです。
　このように今は 7 名程ご紹介しました。1 人 10 分
ずつお話ししたいのですが、70 分になります。
　結局のところ、多様性を受けとめられる能力です。
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先生にこういうタイトルをつけていただいたのです
が、私が書いた「ビジネスマンの君へ伝えたい 40 の
こと」の 96 ページに多様性を受けとめられるキャパ
を持てと書いたので、ここから来たのだと思います。
ですから、そういう面で多様性を受けとめるキャパは
何なのだというと、「グローバル人材」の条件は、英
語ができるとか、交渉力とか、自己主張があればいい
のですが、「これからのグローバル人材」とつけた理
由は、それだけではだめなのです。要するに先生方も
世界中に出て学会発表をする事もあると思うし、企業
との協力関係もあると思います。その中に色々な摩擦
が起こると思うのですが、とにかく異質なものを受け
入れるということがなければいけないのです。
　もっと難しいものは、先生方も学長も面と向かって
批判されたら、それは違うのではないかと異論を言わ
れた時に、やっぱりむっとしますね。私だって、むっ
としていたのです。ところが、ありがとうと言うと相
手が拍子抜けします。そうすると、そこから話し合い
が進んできて、結局、良い結論が出たりします。まず
感謝をすることが大事です。
　もう一つは身の回りで起こってしまったことは必然
として受け入れるということです。これが一番難しい
です。皆さんはどう思いますか。身の回りで色々なこ
とが起こるでしょう。後悔しますね。ああ言わなけれ
ばよかった、こうしなければよかったとね。僕が一番
感心したのは、3.11 で津波でやられた 10 日後に、気
仙沼の中学校の卒業式がありました。その時の 15 歳
の女子学生が、自分は家族も友達も家も流された。し
かし、こうして自分は生き残って卒業できるという立
場から、私はこういう目に遭ったけれども、天を恨み
ませんと言ったのです。すごい言葉ですね。天という
のは、日本で言えば自然です。日本で言えば、天とか
自然というのは神です。God という言葉を使わない
だけで。ということは、こんな目に遭っても神様を恨
まないということを 15 歳の子がよく言うなと思いま
す。よく聞いてみれば、恨んだところで友達や肉親は
戻ってくるわけがない。天の配慮で自分は生かされ
た。だから感謝をして亡くなった人の分まで卒業して
頑張るのだという挨拶です。余りに感動的で、NHK
は何度も再放送しました。ご覧になった人もいるかも
しれません。まさに、身の回りのことを必然として受
け入れられるかどうか、それがグローバル人材のこれ
からの人間の条件ではないでしょうか。
　そういう人たちが来れば、ダイバーシティ人材によ
る新しい組織風土が出来るのです。すなわち、会社だ
と社長と社員の上下関係で、取引先でも大企業と下請
でやるのは上下関係、しかし上下関係ということ自体
おかしいのではないかということです。例えば社長と
社員との関係で見れば、組織だからお互いに信頼関係
が必要です。そして、信頼、魅力、共感と言うのです
けれども、コンフィデンス、アトラクティブ、シンパ
シーと訳したら意味はありません。お互いに信頼す
る。しかし、お互いに社長は絶対に赤字にしない、ア
ベノミクスがどうだろうと黒字経営をするぞと。社員
は、この仕事で、この営業で、このサービスで会社に
貢献するのだとアピールします。そうすると「うちの
社長はよくやるよな」「おまえこそよく頑張ってくれ
ているではないか」。会社が苦しい時にみんなが結束
してお互いに大切に思い「おぬしやるな」という状況
がリスペクトです。まさに対等の関係なのです。です
から私たちの会社では、社長と社員の関係もそうです。
　ということは、海外メーカーとの関係もそうです。
普通は海外メーカーが上にいて、我々が代理店で下に
扱われますが、対等な関係になります。これがダイ
バーシティの企業風土で、我々がこういうふうにしよ
うと思っていると、彼らも納得してくれて、そうなっ
てきています。こうした組織風土で、結果的にはこの
10 年間で実質的に離職率がゼロです。
　これは送別会の様子ですが、産休をとっていた女性
の間にこの子に派遣で 1 年いてもらったのですが、社
員が戻ってきたのでさよならということで、みんなで
丁寧に送別会をしています。ちなみに今年の 1 月か 3
月に、ある仕事で中国人から日本人に帰化したタナカ
さんという人を派遣で採ったのです。たまたま 3 月が
誕生日だったのです。うちは誕生日には社長のサイン
入りのカードと、5,800 円のギフトブックを贈るので
す。彼女にも贈ったら、びっくりしていました。「私
は今月末で辞めるたかが派遣なのに、何でそこまで
やってくれるの」「こんな会社見たことない」と言わ
れました。そのように、こんな会社は見たことがない
と言って辞めていきます。それを聞いた社員は、うち
は良い会社だと思うわけです。そのように社員が会社
から大切にされているという気持ちがあると、成長し
て自己効力が高くなります。
　ですから会社ができて以来、第 1 子の妊娠・出産で
辞めた人は一人もいません。2 度目の出産をしていま
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す。現在この子も産休です。要するに、今でも、何処
の会社も平均すれば 60％以上は第 1 子妊娠で、マタ
ハラです。今日また新聞に出ていましたね。非正規は
マタハラが半分位ある。正社員も 25％位あるという
ことです。うちはゼロです。もちろん新卒の退職もあ
りません。97 年から新卒を十何人採っていますが、
一人も辞めていないという奇跡のような会社です。
　それはダイバーシティ経営をやっているからです。
ロールモデルの活躍のお蔭です。要するに社長が言っ
たって言うこと聞かないです。「お前ら勉強しろ」と
言うよりも、「私はこれだけ手当をもらって良い思い
をしている」となると頑張るかと。あるいは、この女
性社員は今年の 6 月にミュンヘンに行っていたので
す。そうすると、この女性社員が「私も行きたい」と
言うのです。こういう相乗効果です。だから海外パー
トナーとも共存です。頑張れば報われて、閉塞感があ
りません。要するに女性といえども天井がありませ
ん。ガラスの天井って言うじゃないですか。それから
学歴が低い人ですね。この前までの筆頭常務は、高校
を出て、日本電子専門学校という専門学校を出ただけ
で役員になっています。学歴は関係なく実力主義で
す。だから今、ストレスと言っていますけれども、メ
ンタルヘルスの問題の人がうちは一人もいないです。
　見てください。若い女性が輝いているでしょう。端
的に言うと、グローバルに通ずる進化した日本的経営
と私が言っているのは、生涯雇用です。そして進化し
たというのは、男性とか日本人中心ではなく多様にあ
ります。だから、外国人です。これはみんなドイツ人
です。そして今度は学歴とか年齢別とか性別というこ
とではない能力、貢献度、理念に基づいて納得のある
ようにという形でみんなが働いています。
　ですから、在日三世で北京の人民文化大学を出た女
性も 1 名いましたし、中国人は 5 人正社員を採ってい
ますし、そのうちの 3 人は日本人に帰化して、1 人は
先ほど言ったホウさんです。1 人はアメリカに行って
ハヤシさんとなって頑張っています。それは一言で言
うとや
・
ま
・
と
・
教の世界だと思います。や
・
さしい日本の会
社、ま
・
こと、正直、誠意を尽くす、と
・
もいき、共生で
すね今で言えば。まさにこれが神道以前あるいは仏教
が入ってくる以前のやまと教、民衆の基本的な原始宗
教観だったと思います。それは今でも続いています。
すなわち、我々はご縁に感謝して、そして周りの人の
為にと。今回、空閑学長や先生にもご招待をいただき
ましたが、ご縁ですね。こういうご縁に感謝をしてい
くことで、連鎖反応で良い事になっていくわけです。
　これこそが、いま行き詰った資本主義が破綻して次
の社会が見えない。間違いなくアメリカの FRB の利
上げに伴って来年は大混乱になっていく中で、日本も
色々な経済的苦境に陥ります。その後にどうなってい
くか。私は長いスパンで見れば、こういう世界になっ
ていくと思います。その時に、我々の経営がグローバ
ルモデルになる。あるいは、日本がグローバルなモデ
ルになっていく国になっていってほしいと思います。
　誰もが幸せになりたいといいますが、このような考
え方があります。すなわち幸せになりたいけれども、
幸せになるための手段が No Way、方策もない、条件
もない、幸せになろうと思って日々頑張って生きてい
く、誠意を持って生きていく、The Way、その中に幸
せがあるのだということです。これはアメリカの牧師
に聞いた言葉です。
　皆さんの中に、この中にはおそらく、生計を立てる
ために苦労されている方もいます。先ほどの研究のご
発表もそうだったのです。make a living、生計を立て
るためには、by what we get、これは、文科省からも
らうか JST からもらうかわかりませんけれども、何
かもらわなければ生計が立たないではないか。しか
し、私のように 70 歳を過ぎた人間にとってみれば、
人生を全うする we make a life には by what we give、
私は、ボランティアで日本中の学校に行ったり、うち
へ来てもらったり、大学の人に話をしているのは、私
が与えることで喜びを感じるからです。これは、若い
人でも、老人ホームでアルバイトをする、ボランティ
アに行く。それは what we give のほうだと思いま
す。これは年を取った人だけのことでもないと思いま
す。
　最後に、若い人に言いたいのは、先ほどのように、
癌とか病気とか認知症の家族を抱えながら、こんなは
ずではなかったと思いながら、でも、2 点間の最短距
離は直線ではない。目の前で起こってしまったことを
恨んでもしようがない。それを受け入れるという気持
ちで、「今やらなくていつやるのだ、ここでやらなく
てどこでやるのだ、自分がやらなくて誰がやるのだ」
実はこれは私がさんざん左遷と島流しに遭って得た結
論です。でも、これは禅の教えと全く同じです。仏教
はすごいですね。林先生は「今でしょ」と言っていま
すね。あの前から言っているのです。「今でしょ」は
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二つ足りません。「今でしょ、ここでしょ、自分で
しょ」です。
　今日は、こういうことを限られた時間でご紹介させ
ていただきました。
　最後に、この二つの本はいい本です。アマゾンで買
えます。私の本です。こちらは、中国人が何故帰化し
たかということも含めて書いてあります。それから、
お金を払うのは嫌だというのであれば、こちらにアク
セスしてください。ここに「日本でいちばん大切にし
たい会社」をいただいてから 4 年半位の間に、160 本
位、新聞から雑誌まで、日経新聞から公明党の新聞ま
でを含めて載っています。
　ささやかな中小企業ではありますけれども、多分、
皆さん、驚いたと思うのです。しかも、円安の中で経
営破綻するかもしれないというような経営環境の中
で、やり方次第で、すなわち、社員が大切にされてい
るという実感があって、ダイバーシティ経営で色々な
発想があって、それがいざとなれば必ず火事場の馬鹿
力が出て、生き延びられるわけです。
　そういうことを、私から皆さん方への応援として受
けとめていただければありがたいです。
　ご清聴、まことにありがとうございました。（拍手）
司会　近藤社長、ありがとうございました。
　5 分ばかり質疑応答の時間をとりたいと思いますの
で、ぜひよろしくお願いいたします。
山村　非常に多様な経歴を持つ方から高い能力を持っ
た方を大抜擢されているのですけれども、評価システ
ムはどうなっているのですか。
近藤　基本的には、従来の評価制度に代わるものとし
て、能力主義と貢献度業績主義と理念主義の三つで決
めています。能力主義の中には基礎的な能力と実務的
な能力がありまして、基礎的な能力の中では、先ほど
あったように TOEIC で決まるようなタイムマネジメ
ント能力、それから PC・IT つまり現代の読み・書
き・そろばんを活用し、運用できるような能力です。
　大体みんなワード、エクセル、パワーポイントはで
きるのですが、我が社に来ると、基幹業務は、例え
ば、OBIC7 があって、データベースがあって、それ
を覚えるには時間がかかりますので、最低の 4,000 円
のランクから上がってくるのです。最終的には、S ラ
ンクの最高額の 2 万円を取る社員もいます。
　それから、もうユニークなのが、対人対応能力で
す。これを説明すると、「近藤さん、それは性格では
ないか」と言うのですが、そうではないのです。要す
るに、ビジネスをする上で一番大事なのは、あいつと
一緒に仕事をして嬉しい、楽しいということです。例
えば、あいつは、いつもちゃんと挨拶をしてくれる
し、にこやかに言ってくれるし、何かやってくれと頼
んだ時に喜んでやってくれて、嫌なことをしないとい
うのは対人対応能力です。いつも感謝をする。お陰様
で。そして、周りに配慮をします。うちは色々な項目
があって、それを評価できるようになっています。例
えば、ある社員が、対人対応能力が低かったのです。
B 位だったのです。僕のところに来て「私の対人対応
能力は何でこんなに低いのですか！」と言ってきたの
です。だから、僕は、にやっとして「君のその態度が
問題なのだよ」と言いました。「じゃあ、どういうの
が良いのですか！」と聞いてきたので、会社の評価は
色々あるのだから「私も自分で思っている気持ちと会
社の言うこととギャップがあるから、どういう点を改
めていったら自分の対人対応能力が上がるのでしょう
か教えてくれませんか？」とこういう風に言ったらい
いよと教えました。「これは性格ではないか」「性格に
4,000 円、8,000 円、1 万円をつけるのはおかしい」と
言うけれども、性格だったらランクはできない。能力
とするから評価ができるのです。
　うちは一般社員用に 20 項目ありますけれども、そ
れに 10 点、6 点、2 点、0 点があるのですが、そうい
う総合評価がちゃんと出来ています。基本は、まず本
人が付けます。そしてグループ長、上司が付けます。
会社役員は全役員が全員を付けますから、50 人いる
と 250 人、20 項 目 あ る か ら 5,000 項 目 で す。 そ の
5,000 項目を昔は徹夜で合宿して全部評価して、それ
で決まるのです。2 対 2、1 対 4 と分かれた時には徹
底的に議論します。そして決まったら、担当役員はそ
れを持って自分の部下のところに行って、30 分、40
分の面接をして会社の評価となります。
　昔は、評価制度を変える前の日本電子が作っている
評価制度でやると、自分の評価がうんと高いのです。
個人の評価は 7 掛けです。ところが、この総合評価表
でやるようになってから、個人の評価が低くて会社の
評価が高くなることが多くあります。それはどうして
かというと、会社の中にクレドというものがありま
す。これを毎日、会議のたびに司会進行役のファシリ
テーターが「今日はクレドの 1 番をやり、最後にはク
レドの 3 番をやります」と、みんな英語を唱和しま
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す。一生懸命何回も読んでいます。なおかつこれに基
づいて、「I will do……」と書いてありますが、そこの
ところは評価項目として抜き出して、総合評価表にま
とめています。これを年に 2 回、自分で評価して、上
司や会社が評価して、その上でフィードバックしま
す。自分がどのようなことで評価されていて、自分は
どこができていないかをみんな分かってしまっていま
す。
　例えば「健康に注意します」というのがあるので
す。A、B、C とあって、D があるのです。たばこを
吸っていたので自動的に 0 点です。だから、たばこを
吸っている人は自分で 0 点と付けます。それから、自
己革新しているか、成長しているかという項目があり
ます。TOEIC で 500 点行かない人は自動的に 0 点で
す。自分が付けても、グループ長が付けても 0 点で
す。そういうのが一杯あるのです。そうすると高く付
けようがないのです。中には「私は対人対応能力が高
い」と自分で評価しても、きちんと挨拶できないのが
います。私が「おはよう」と言っても、パソコンに向
かって E メールをチェックしながら顔を上げずに
「おはようございます」という社員もいます。
　それから、うちの一番良く出来ているのは、成果賞
与という形で、目に見える成果を目に見えない貢献度
で山分けするというやり方です。例えば、粗利の 3％
は目に見えます。1 人ずつ全部分かってきます。例え
ば、ある人が 1 億円稼いだとします。3％というと
300 万円、しかし、そうはいきません。誰にどれだけ
協力してもらったかということで山分けしていきます。
　例えば、デモをやってもらって受注で来たらデモの
担当技術者に 3 分の 1 です。さらにアフターのサービ
スもやってもらったら、技術と営業で折半です。この
仕事は東京のプロダクトラインマネジャーに応援して
もらったから彼に 3 割を付けよう。これは設置した調
査を技術の人がやってくれたから 10％と。みんな自
分で決められるのです。要するに、月に 600 件、年間
で七千数百件の案件を、全部誰がどれをやっていたの
かは誰も分からないです。本人だけが知っています。
本人が月に何十件か受注している。それを本人が自分
で決めます。
　ですから若い女性営業員でも自分より年上の技術社
員に、「貴方にこれだけ付けますよ」と言えます。そ
れをネットで全部公開しているし、決まったものをプ
リントアウトして配布しているし、最後に月に 600 件
のうち 1 件あるかないかを僕のところで決めます。そ
れは「誰々ちゃんの協力を得たのだけれども、何％か
分かりません」というのだけです。そこで、「君は何
をやったのか？」と。協力度合いがわかると「4 分の
1 付けておけ」「こちらは 3 分の 1 だ」と。本人は納
得しますね。これはすごい仕組みです。要するに、皆
が納得する仕組みです。だからデジタル的な成果主義
は全部やめた方が良いです。前年比で伸びた、計画の
何％、受注売り上げの 1％、0.1％、粗利の 3％、それ
だけで単純に決めるようなデジタル成果主義は全部失
敗しています。うちのように、そこに人が入って皆が
お互い様で、利他の気持ちがある会社でなければ難し
いかもしれませんが、でも今のような分配をする時
に、一生懸命手伝ってやった人を外したら二度と手
伝ってくれなくなりますから、皆それが怖いから気を
使いますね。要するに成果賞与という人事上の対応も
含めて皆がお互いに気を使うような仕組みをつくる必
要があります。
　だからクレドにしても、実物はこんなものなのです
けれども、ダウンロードしてみてください。
　時間が過ぎてしまって申しわけないですが、そうい
うことをすることによって、何と言いましょうか、
色々と新しい気付きが生まれてくるのです。実物があ
りました。クレドが欲しい人、3 人にあげます。
司会　ありがとうございました。
　簡単な質問であればお受けします。
近藤　どんなことでもいいです。次に室蘭に来るのは
大分先になってしまいますからね。
司会　私から一つ、今の社長のお話で、評価のシステ
ムの人数の規模はどれ位まで可能ですか。
近藤　今うちは 50 人でやっているのですが、50 人単
位でやっていけば 500 人でも出来ます。
司会　1 万人でもですか。
近藤　1 万人はどうか分かりませんが、京セラのア
メーバ方式はご案内のとおりですけれども、50 人位
でどんどん小さいグループがやっています。うちは、
私が役員をやっていた日本電子の規模は正社員が
3,000 名位のところで、全部合わせて 4,000 人位です
が、そこは出来ます。というのは、労働組合の委員長
をやっていた時に、2,000 名の組合員の顔と名前が全
部一致していました。全国 12 の支店、アメリカ、
ヨーロッパから北欧、東欧ようするに東ヨーロッパで
150 人が常駐していた時代がありますが、こんな小さ
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い会社でこの数は驚異的です。それを全部分かってい
ました。そこまでは努力すれば出来ます。1 万人は
やったことがないので分かりません。
司会　かりました。50 人のクラスターにして……。
近藤　そうです。クラスターのボスになるのが仮に部
長だとすれば、その部長のレベルに合わせていくこと
もできるのです。ぜひ、そういうことにチャレンジし
てみたいと思います。
司会　学生の管理にも応用して使えるかなと思いまし
た。
近藤　そのあたりは本に書いていないのですが、出せ
と言われているのでそのうち書きます。これは自己啓
発の本ですから、経営の手法については色々言われて
いますので、何とか書きたいと思っています。全部公
開します。
　先生と後で名刺交換しますけれども、先ほどのうち
の評価表も添付ファイルで送れます。うちは全部公開
していますし、MEBO のノウハウで何百万円も使っ
て作った資料や規定もある会社に全部ただであげたり
しています。それは何故かというと、こういう考え方
を広めれば会社は必ず良くなるし、いい会社が増える
という確信があるからです。
司会　どうもありがとうございました。
　それでは、これで講演を終わりたいと思います。
　最後に、盛大な拍手をお願いいたします。
　どうもありがとうございました。（拍手）
近藤　ありがとうございました。
◎ JST山村康子プログラム主管より挨拶
司会　それでは、引き続き、今日は JST から我々の
女性研究者研究活動支援事業について、ご担当という
か、我々はいつも評価していただいているのですけれ
ども、山村プログラム主管から、一言、ご挨拶をよろ
しくお願いいたします。
山村　ご紹介にあずかりました JST の山村でござい
ます。
　ただいま、近藤社長の日本レーザーの素晴らしいお
話を伺ったのですけれども、室蘭工業大学も非常に素
晴らしい成果を上げていただきました。私どもは、当
初、課題採択になりましたときに、女性研究者の在籍
率が 1.2％ということで、正直、どうしようかなと
思ったのですけれども、1 年目に伺ったときに既に最
下位は脱したというお話を伺いまして、その後も順調
に女性教員の採用を
進めていただきまし
た。
　一方、環境整備、
意識改革、次世代育
成と非常にバランス
よく進めていただき
まして、私どもは 3 年間で非常によい成果を上げてい
ただいたと思っています。
　これもひとえに学長の強いリーダーシップ、そし
て、部局の先生方のご尽力のたまものだと考えていま
す。
　また、コーディネーターの先生に非常に活躍してい
ただきまして、よく取りまとめていただいたと思って
おります。
　この事業は 3 年間の事業ですけれども、事業の終了
後は機関で自主的に取り組みを継続、さらに発展させ
ていただくことになっておりますので、補助金が切れ
ましたときが縁の切れ目ということではございません
で、この素晴らしい取り組みを今後も継続、発展させ
ていただきたいと思います。
　それから、先ほど柿田課長からお話がありましたよ
うに、ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブと
いう非常に長い名前でございますけれども、引き続
き、女性研究者の活躍を促進する後継事業が今年度か
らスタートしております。室蘭工業大学も、前の女性
研究者研究活動支援事業を卒業いたしますと次の事業
にも申請ができますので、ぜひ申請をご検討いただき
たいと思います。
　私からは以上でございます。
　本日は、どうもありがとうございました。（拍手）
司会　ありがとうございました。
　申請せよというのが既に来ていますので、応募の情
報を素早く仕入れるようにしたいと思います。よろし
くお願いいたします。
◎閉会挨拶
司会　それでは、最後になりますが、閉会挨拶という
ことで、男女共同参画の本学の事業を進めるに当たっ
て準備室からいろいろ始めましたが、一番のリーダー
として頑張ってきていただいている伊藤理事、よろし
くお願いいたします。
伊藤理事　今、紹介にあずかりました伊藤でございま
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す。
　立ち上げのときからいるというだけでございまし
て、皆様のお力をいただきながらここまで来たのかな
と思います。
　スタートのときには 1％台ということで、初めは
ブービー賞だったのですけれども、最下位に落ちて、
これは立ち上げなければいけないということで立ち上
げて、これからが勝負だったのですけれども、なかな
かうまい具合いにいきませんでした。この度 JST か
ら支援をいただきまして、いろいろな行事に前学長の
時から、ダイバーシティという言葉がキーワードにな
るだろうと。教員の方々、職員の方々のダイバーシ
ティ、学生諸君のダイバーシティといったところで工
業大学ということで、モノトーンのような状態から脱
することが徐々にできていると思います。
　ただ、心配なことがありまして、先ほど貞許さんか
らありましたように、確かに下から 4 番目になりまし
た。このまま放っておくと、また下に下がってしまう
可能性があります。そこのところを注意しながらとい
うことで、室長からありましたとおり、ミッションと
して次を狙うぞとい
うことです。狙うば
かりではなくて、文
化を変えなければい
けないだろうと思い
ます。この前、国大
協の主催の男女共同
参画にかかわる大学マネジメントセミナーがありまし
た。ほかの大学の成功例を一つ一つ聞いていますと、
私たちはまだやれることがたくさんあると考えている
ところでございます。
　今日聞いて、日本レーザーの会社の素晴らしさは良
くわかりました。その中を支えているのはダイバーシ
ティであることもわかりました。私たちができること
も中にはあるのではないかというヒントをいただいた
ような気がします。教職員の皆様と、これからダイ
バーシティの大学として成功するように努めたいと思
います。
　今日のような会がこれからもっといろいろな形で展
開できるようにできればと思います。
　今日、基調講演をしていただきました近藤社長、非
常に勉強になりました。ありがとうございました。
　それから、今日参加していただきました皆様、あり
がとうございました。皆様と一緒に学長のリーダー
シップのもとで男女共同参画に恥じないような学校に
してもらいましょうということで私の挨拶とさせてい
ただきます。
　今日は、ありがとうございました。（拍手）
司会　ありがとうございました。
◎閉　会
司会　これにて、教職員のためのトップセミナー
2015・成果シンポジウムを終わりたいと思います。
　どうもありがとうございました。
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●女性研究者研究活動支援事業の成果報告　資料
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●ライフイベント期の研究支援制度を利用して　資料
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●近藤宣之氏　講演資料
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●教職員のためのトップセミナー 2015
　女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム　アンケート
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◦性　別
◦年　齢
◦職
◦職　種
◦セミナー開催時期について
◦セミナーの開催時間について
◦時間帯について
◦セミナーの話題について
◦本学の取組（1）「ライフイベント中の教職員全員が対象」
◦本学の取組（2）「介護中も対象」
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●アンケート結果
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●ご意見・ご感想
◦トップセミナーについて
◦男女共同参画に関する本学の取り組みについて
1．セミナーの開催時期について
適切であるに○
・ 早めに日時を決めて頂ければ、調整できるのでい
つでもよい
どちらとも言えないに○
・ いつが良いという時期はない
4．セミナーの話題について
関心を持つことができた
・ 大変興味深いお話でした
・ ダイバシティの効果について実例に基づいた説明
を聞き、大変感銘しました
どちらとも言えない
・なかなかむつかしい
3．良い、よくやっていると感じた点についてご記
入ください。
・ 応答、反応の少ないところで良くやっている
・ 女性教員が増えた点
・ 着々と事業を実施している印象、招聘する外部講
師の人選
4．良くない、改善が必要だと感じた点についてご
記入ください。
・ 特定の女性教員だけが、目につくように思う
・ 参加人数が少なすぎる。早くに予定が決まってい
たのにこの程度（50 人くらい？）の参加数であ
ることを改善すべき
5．来年度、トップセミナー 2015 で取り上げて欲し
いテーマ、講師の希望について記入してくださ
い。
・ 介護の支援についての情報
・ 室蘭市、登別市のサービス一覧が Web にまとめ
られていると良いと思った
・ 別居している人にも、希望すればテレワークや研
究支援員制度を拡大してはどうか
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　本学の男女共同参画推進室および本プロジェクト開始に伴い設置された女性研究者支援ユニットにつ
いての情報提供として、平成 26 年 3 月に学長メッセージやスタッフ紹介を掲載したチラシ「室蘭工業大
学の女性研究者支援について」を作成し、時期により改定を加えつつ様々な機会を利用して学内外に配
布した。平成 27 年 8 月にはニュースレター「ダイバーシティ通信」を創刊、以降は 3 月と 8 月の年 2 回
発行を継続し、配布資料として活用するほか、全教職員へ学内メールで配信した。また、これまで男女
共同参画推進室について記載されていなかった「室蘭工業大学概要」に、平成 26 年度版から推進室およ
び女性研究者支援ユニットの情報が掲載されるように調整を行った。そのほか、「大学案内」英語版 Mu-
roran Institute of Technology Guide Book に情報を掲載した。学内誌「蘭岳」には、131 号（平成 26 年
9 月発行）と 132 号（平成 27 年 4 月発行）に男女共同参画推進室の情報を掲載したほか、132 号の特集
では、「新入生の皆さんへ」と題して、学生向け「キャリア形成のためのランチセミナー」開催などの活
動を紹介する記事を掲載した。また、Letters From Muroran IT での情報提供のほか、室蘭工業大学同
窓会誌「モ・ルラン」58 号（平成 27 年 4 月発行）では、［大学は今・母校だより］に「本学の男女共同
参画推進と女性研究者支援ユニットの活動」と題した 2 ページの記事が掲載された（資料編 3-3．チラ
シ・ポスター等、3-4．学内誌への掲載）。
　教職員の意識改革が大きな課題であることから、国内外の関連情報として新聞や雑誌の関連記事を選
び、そのコピーを（紙媒体で）本学教職員のうち特に責任ある立場にある者および男女共同参画推進関
係者に学内便により届ける取組みを平成 26 年度から開始した。不定期に実施しており、回数としては平
成 26 年度 16 回、27 年度は 12 回となった。著作権に関しての使用許可を得る手続き等、各媒体の指示に
従って取り扱った。また、これを受け取った複数の教員から「重要な内容なので、全教職員に学内メー
ルで配信してほしい」というリクエストがあり、学内メールでの配信を平成 26 年度に 2 回行った。学内
メール配信では、著作権の手続きが煩雑となり、紙媒体での配布より使用料が高額となるほか、メール
配信では許可されない記事もいくつかあったが、全教職員に届けられることによる効果は大きかった。
　また、学内メールでの配信では、研究支援員配置やシッター代援助等の支援内容についての案内のほ
か、本学でのセミナー等関連イベント案内、北海道大学女性研究者支援室からの北大主催セミナーの案
内等を行った。
2―4―6	学内への情報提供
82
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
日　時：平成 25 年 10 月 31 日（木）　14：35〜15：35
場　所：教育・研究 3号館　N101 室
講　師：上妻　馨梨　氏（広島大学大学院理学研究科付属植物遺伝子保管実験施設　特任助教）
　このセミナーは、本学の男女共同参画推進の年間事業計画に従い、男女共同参画に対する本学学生の意識改革
のための啓発活動として、女性研究者によるロールモデル情報の提供を目的に、広島大学大学院理学研究科　講
師　上妻馨梨氏をお招きし、12 名の学生が参加しました。本学男女共同参画推進室の関室員から、挨拶及び本学
生セミナーの主旨が説明された後、上妻氏から「楽しく生きる方法」と題して、本学での学生時代から現在に至
るまでの経緯や現在の仕事、海外生活の楽しさや結婚後の家庭生活との両立などについて講演されました。
　参加者の学生は熱心に聴講し、積極的な質疑・応答も出るなど、充実したセミナーとなりました。
2―5―1	学生向けセミナー
男女共同参画推進のための学生セミナー 
楽しく生きる方法 ─いち女性研究者の例─
男女共同参画推進のための学生セミナー 
 
楽しく生きる方法 
ー いち女性研究者の例 ー 
 
講師：上妻 馨梨 特任助教 
   （広島大学大学院理学研究科 
    付属植物遺伝子保管実験施設） 
 
日時：平成 25年 10月 31日（木） 
14：３5〜15：35 
場所：教育・研究 3号館 N101室 
 
本学応用化学科を卒業の後、海外での研究員を経て、広島大学で若手
研究者として活躍しておられる先輩に、研究者を目指したきっかけや、
海外での経験、大学や研究所における研究の環境などについてお話をし
ていただきます。 
 みなさんの将来を考えるきっかけづくりのために、 
 ぜひご参加ください。 
 
連絡先：男女共同参画推進室 
    くらし環境系領域（応用理化学） 
    関 千草（0143－46－5751） 
         10 月 31日まで掲示 
2―5 ◦女子学生の博士課程進学者を増加させる取組
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学生向けセミナー
・面白かったです。
●ご意見・ご感想
◦学　科
◦年　次
◦性　別
◦進路希望
◦セミナーへの参加回数
◦セミナーを聴講する時期
◦セミナーの内容で興味があるもの
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●アンケート結果
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日　時：平成 26 年 6 月 ４ 日（水）　12：00〜12：４5
場　所：室蘭工業大学　Ａ ３1７ 室
講　師：長堀　紀子　氏（経済産業省北海道経済産業局地域経済部バイオ産業課課長補佐）
　キャリア形成のためのランチセミナー第 1回「大学院で身につけたことは仕事と子育てにどう生かされている
か？」開催しました。学生向けのキャリア形成セミナーは、今年度からは講義時間と重ならないようにランチセ
ミナーにしました（今回のお弁当はアスコットのハンバーグ弁当でした）。第 1回として、北海道経済産業局地
域経済部バイオ産業課課長補佐の長堀紀子博士に講演していただきました。宣伝の甲斐もあり受講者は倍増し、
35 セミナーの様子は翌日の北海道新聞朝刊 27 面のほか、6月 22 日の室蘭民報でも紹介されました。
キャリア形成のためのランチセミナー第1回
大学院で身につけたことは仕事と子育てにどう生かされているか？
86
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
学生向けセミナー
87
活動内容
◦学科・専攻
◦年　次
◦性　別
◦セミナーを知った理由（全回答に対する％）
◦進路希望
◦開催時間
◦開催回数（年）
◦開催希望月
◦参加の感想
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●アンケート結果
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◦今後開催してほしいセミナー（呼んでほしい講師など）や気付いた点、改善すべき点、ご意見ご感想な
ど、是非ご記入ください。
・女性建築士（学部 2年）
・ランチセミナーということで時間的にも参加しや
すかったです。参考になるお話しをしていただい
てとても良かったです。ありがとうございまし
た。（学部 2年）
・科学的態度が子育てに役立っているという考え方
がとても面白いと思った。研究職にも興味がある
が、将来はゼネコンや設計事務所で働きたいと考
えているので、そういったところで働いている方
の話も聞きたい。（できれば女性の）（学部 2年）
・ランチセミナーということで参加しやすかったで
す。子育てのことについて深く考えたことがな
かったので、イメージがわきました。具体的な例
をあげて結論だてていて分かりやすく興味を持て
た。ハンバーグおいしかったです。（学部 2年）
・子育てに科学的な考え方が生かせるということが
わかってとても勉強になった。大学院に進んで勉
強しようという気持ちが高まった。またこのよう
なセミナーがあったらまた参加したい。（学部 2
年）
・家庭と仕事、自分のことについて、うまくやって
いく方法を、とてもわかりやすく教えてもらって
よかったです。これからも「女性と理系」につい
て知る機会を設けてもらえると嬉しいです。（学
部 2年）
・これまで、大学院への進学について考えるとき
に、自分の仕事のことだけではなく、これからの
人生についても考えなければならない、という不
安もあり、あと 2年後までにどうしようか、と悩
んでいました。そこにこのようなセミナーが開か
れるとうかがい喜んで申し込みさせて頂きまし
た。セミナーでは、長堀さんの大学院で身に付け
られたことと仕事との関係、また、それ以外の仕
事に必要だと思われることなどを聴くことができ
て進学を考える新たな材料になったと思います。
また、子育てとの関連という女性ならではのテー
マが興味深く、勉強になりました。お弁当も美味
しく、有意義な時間になりました。ありがとうご
ざいました。（学部 2年）
・子育てと仕事を両立するコツや考え方を教えてい
ただけて、とても参考になりました。機会があれ
ばまた参加したいです。（学部 3年）
・室工大のHPでの広報をしても良いと思います。
HPを見てもメールアドレスなど書いてなかった
ので、家でメールしようと思っていたので少し困
りました。（学部 3年）
・お弁当とてもおいしかったです。リラックスして
お話を聞くことができた点が良かったと思いま
す。（学部 3年）
・おべんとうのサラダのマヨネーズが脂っこい気が
した。あまり、夏場にたべたくないと思いまし
た。「育児休暇と仕事について」気になります。
（学部 3年）
・どうせ結婚して、子供産んだら仕事やめることに
なるんだから適当に就職しようと考えていたが、
実際に子育てと仕事を両立している方の話を聞け
て、自分の考えを見直してみようと思った。（学
部 3年）
・子育てと科学的思考の関連のお話は、男性ではな
かなかない女性ならではの視点であったので、大
変興味をもてました。今後のご活躍を大変期待し
ております。（学部 4年）
●ご意見・ご感想
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活動内容
日　時：平成 26 年 10 月 30 日（木）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A250 室
講　師：佐藤　京子　氏（株式会社日建設計プロジェクト開発部門）
　第 1回のアンケートで建築系の講師希望が複数よせられたことを受けて、企画をすすめました。「仕事に活か
されている大学院時代の経験」と題して、日建設計プロジェクト開発部門ファシリティソリューション部佐藤京
子氏に講演していただきました。会場はA250 室で、学生参加者 34 名（うち 10 名が男子学生）、教職員 11 名の
合計 45 名の参加があり、講演後も熱心な質問が続き、その後も何人もの学生がUFR（A331 室）に資料を見に訪
れました。セミナーの様子は翌日の室蘭民報朝刊 15 面で紹介されました（今回のお弁当はアスコットのタンド
リーチキン弁当でした）。
キャリア形成のためのランチセミナー第 2回
仕事に活かされている大学院時代の経験
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活動内容
◦学科・専攻
◦年　次
◦性　別
◦セミナーを知った理由（全回答に対する％）
◦進路希望
◦開催時間
◦時間帯
◦開催回数（年）
◦開催希望月
◦参加の感想
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●アンケート結果
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◦今後開催してほしいセミナー（呼んでほしい講師など）や気付いた点、改善すべき点、ご意見ご感想な
ど、是非ご記入ください。
・公務員の女性技術者の方（学部 1年）
・大学院にいくことの大切さを改めて知りました。
（学部 1年）
・自分で考える力をつけることの大切さとか、色々
と人生のおしえとなるようなことを学べました。
（学部 1年）
・（意匠）設計で活躍されている方。室工出身で建
築分野で活躍されている方。（学部 2年）
・建築の方でこれからの道の参考になりました。
（学部 2年）
・印象に残ったのが、大学院の経験が社会人になっ
て生かされているということです。これから社会
に出る時に大学院は重要なつながりなのだと思い
ました。（学部 2年）
・これからの私の将来を見つめ直すことができまし
た。進路の選択肢も増え、見方が変わりました。
お弁当も美味しかったです。またこのような機会
があったら参加したいです。（学部 2年）
・同じ女性として、仕事と家庭の両立をされてる方
のお話しを聞けたのはとてもためになりました。
また院での活動、研究が活かされているという話
を聞いて、自分の進路についても少し考えさせら
れました。お弁当おいしかったです !!（学部 2年）
・前回のランチセミナーを参加して、また参加した
いと思ったのと今回、建築の方がいらっしゃると
きき、参加しました。貴重なお話しありがとうご
ざいました。特に育休のお話しはとても興味深
かったです。次回もあれば参加したいです。（学
部 2年）
・2 年後、大学院に進むかどうか迷っていたのです
が、本日の講義で大学院では学部の INPUT を
OUTPUT するための期間であり、また、その経
験・スキルが社会人新人時代に生かされたとおっ
しゃっていて、学部では出来ない経験になるのか
な、と感じ、これからの選択に生かしていきたい
と思いました。女性としてワークライフ・バラン
スの話も不安な部分があったので、参考になりま
した。ありがとうございました。（学部 2年）
・もう少し長い時間聞きたいです。（学部 3年）
・今回、建築学科の方の講演会であり、お伺いしま
した。（学部 3年）
・学部 3年なので、今後の進路を考える良い機会と
なった。（学部 3年）
・自分に関連する学問だったので良かったです。こ
れからの進路について考えることができました。
（学部 3年）
・1 回目のランチセミナーでは聞けなかった育休・
産休についての詳細を知れてよかった。（学部 3
年）
・育産休をとる人が増えているのは事実ですが働く
時間が短くなったことに対しての陰口、産・育休
することによって、同僚に肩身のせまい思いをす
るというようなことをテレビやニュースで話題に
なってたりしますが、それを実感するようなこと
はありますか？（学部 3年）
・今後、化学系やバイオ系、食品系の講師の方も呼
んでいただきたいなと思います。男性の育休取得
も増えていると生の声がきけてよかったです。お弁
当もいただけてありがたかったです。（学部 3年）
・他学科ですが、とても社会人になったときのマネ
ジメント（自分）が役に立つと思いました。普段
生活していると、女性用トイレが少ないところや
身体測定が女子だけお昼のみというところが気に
なり、他大学と比べてまだまだだという印象を受
けます。タンドリーチキンが生焼けのものもあっ
たので、ちょっと不快でした。（学部 3年）
・女性は大変だなぁと思いました。がんばってくだ
さい。（学部 4年）
・化学系の社会人、民間で働く室工出身研究者以外
の人。室工から研究者になる人は少ないので、そ
れ以外の人の話を聞いた方が参考になると思いま
す。講演の半分が他大学の研究室の話でした。
もっと当時のキャリア設計、就職に対する考えま
た、それに準備していたことなどを聞きたかっ
た。大企業と中小企業でも女性に対する考え方は
違うと思う。（修士 2年）
●ご意見・ご感想
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活動内容
日　時：平成 27 年 4 月 24 日（金）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A317 室
講　師：福井　素子　氏（日本アイビーエム・ソリューション・サービス株式会社　代表取締役社長）
　平成 26 年度は 2回開催したランチセミナーは、27 年度は 3回開催となり、その第一弾が 4月に開催されまし
た。今回からは、北海道大学女性研究者支援室のご協力により北海道大学でも生中継で視聴できることになりま
した。北大会場は学術国流会館会議室でした。室工大会場の参加者は 33 名でした（今回のお弁当はアスコット
のハンバーグ弁当でした）。セミナーの様子は 28 日の室蘭民報朝刊で紹介されました。
キャリア形成のためのランチセミナー第 3回
プロフェッショナルとして自分らしく生きる
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活動内容
◦学科・専攻
◦年　次
◦性　別
◦セミナーを知った理由（全回答に対する％）
◦進路希望
◦開催時間
◦時間帯
◦開催回数（年）
◦開催希望月
◦参加の感想
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◦今後開催してほしいセミナー（呼んでほしい講師など）や気付いた点、改善すべき点、ご意見ご感想な
ど、是非ご記入ください。
・女性の社長さんはすごいなと思った。今の社会で
女性が活躍しているのは素晴しい。（学部 2年）
・福井さんの人生についてききたかったです。（学
部 2年）
・電電系の講師さん。（学部 2年）
・専業主婦の話。（学部 3年）
・前回に引き続き、とても参考になるお話でした。
お弁当もとてもおいしかったです。（学部 3年）
・技術者としてのキャリアとは何であるか、仕事を
通じて学んだことをなどを分かりやすく、図で話
して頂き、とても分かりやすく勉強になりまし
た。また、時間と場所のフレキシビリティが重要
だという話も、納得しました。建築分野に携わっ
ている方にお話を聞いてみたいです。（学部 3年）
・キャリアとは技術や専門性をみがくことだけでな
く、ふるまいや行動をみがくことでもあると改め
てわかった。私は建築コースに所属しており、設
計士の仕事に興味があるので設計士の方の話もき
きたいです。（学部 3年）
・後半のためになる話が聞けて、非常によかったで
す。今、進路に悩んでいるため、今回の話を参考
に、進路について真剣に考えていきたい。教育職
の方の話も聞いてみたいです。（学部 3年）
・工大卒業生の方のメッセージはとても心に残りま
した。基礎知識はもちろん、人間性、メンタルが
大事ということを知りました。次回も参加したい
です。建築分野のセミナーを希望します。（学部
3年）
・室蘭工業大学のOG。（学部 4年）
・参加した経験のある人にメールでお知らせいただ
き、ありがたかったです。次回以降もよろしくお
願いいたします。（学部 4年）
・ゼネコンの現場監督（女性の方の目線でのお
話）。海外で活躍されている方。都市計画や町お
こしなどのプロジェクトに携わっている方。震災
などのボランティア、支援、カウンセリングなど
をしている方。芸術的な分野で活躍されている
方。IT 企業のマネジメントを法学部出身の方が
行っていることが興味深かったです。キャリア形
成のために、「技術」（Expertise）だけでなく、
「コミュニケーション能力」（Capabilities）「問題
解決能力」が大切であるというのは案外盲点でし
た。（学部 4年）
・化学系の仕事をしている講師の方を呼んでほしい
です。（大学院 1年）
・化学系の講師の方を呼んでほしいです。（大学院
1年）
●ご意見・ご感想
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活動内容
日　時：平成 27 年 6 月 29 日（月）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A317 室
講　師：永松　愛子　氏
　　　　（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構　有人宇宙技術部門有人宇宙技術センター　主任開発員）
　キャリア形成セミナー第 4回「ママと宇宙エンジニアと大学院生」が 6月 29 日（月）A317 室で開催され、学
生・院生・研究員・教員など 39 名が参加しました（今回のお弁当はアスコットのエスカロップ弁当でした）。今
回もセミナーの様子は北海道大学で生中継されました。当日の様子は 6月 30 日室蘭民報で紹介されました。
キャリア形成のためのランチセミナー第 4回
ママと宇宙エンジニアと大学院生
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活動内容
◦学科・専攻
◦年　次
◦性　別
◦セミナーを知った理由（全回答に対する％）
◦進路希望
◦開催時間
◦時間帯
◦開催回数（年）
◦開催希望月
◦参加の感想
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学生向けセミナー
◦今後開催してほしいセミナー（呼んでほしい講師など）や気付いた点、
改善すべき点、ご意見ご感想など、是非ご記入ください。
・液体ロケットの研究室の大学の先生を呼んで欲し
い。（学部 1年）
・1 つ 1 つ話がとても丁寧で聞きやすく、分かりや
すかったです。（学部 2年）
・CERNの関係者を呼んでほしい。NASAの関係者
を呼んでほしい。（学部 2年）
・同じ女性で、理系の世界で活やくしてる方から直
接はなしを聞いてとても良い刺激になった。また
大学院に行く気持ちが高まった。（学部 2年）
・今回の内容と、自分が好きな映画の話が似ていた
ので、とても興味がわいた。（学部 2年）
・働きながら、育児や家事をこなしていて、すごい
と思いました。尊敬します。仕事につくときには、
その会社が女性にどういった対応をしてくれるの
か、きちんと調べようと思いました。とても参考に
なりました。ありがとうございます。（学部 2年）
・とても貴重なお話を聞かせていただいてありがと
うございました。働きながら家事、子育て、大学
院にまで行くなんてすごいなと本当に思いまし
た。私もやりたいこと全てができるように全てを頑
張れるようになりたいと思いました。（学部 2年）
・①宇宙・情報・機械系のお話ききたいです。②あ
と、人事や新卒採用担当者の方の就活についての
話ききたいです。（学部 2年）
・バイオ系の方を呼んでもらえるとうれしいです。
（学部 3年）
・食品系やバイオ系の方を呼んでもらえると、うれ
しいです。（学部 3年）
・技術者の先輩でしかも女性の方のお話をきく良い
機会で毎回勉強になります。（学部 3年）
・毎回おいしいお弁当ありがとうございます。今回
のランチセミナーは分野的にあまり関わりのない
分野でしたが、女性として、ママとしてのお話は
とても参考になりました。私も「自分が納得でき
て、周りも幸せになる」選択ができるよう、今か
ら今後の自分の働き方や人生について考えていき
たいと思いました。（学部 3年）
・宇宙ときいて、自分の分野とは関係あるのか不安
だったが、遺伝子工学や放射線の人体への影響な
どの専門であったり、学科問わず得られること
（国際協力、両立の工夫、大学院のこと）など知
られてよかったです。社会人になるにあたっての
必要なことやためになることをきけてとても良
かったです。（学部 3年）
・「社会人になってから大学院に行く」という考え
があるということを、今回の講義で初めて知っ
た。29 歳から入社となると、結婚、出産、育児
がキャリアアップに重なるという問題は不安であ
るので、今回の話で新たな視点に気付かせて頂
き、参考になった。ライフステージ設計の話や
「自分が納得できて周りも幸せになる選択」をす
る、という考え方は女性ならではの話もたくさん
聴けて、とても勉強になった。（学部 3年）
・本日は貴重なお話ありがとうございました。小さ
い頃から宇宙が好きだったとのことで、好きで積
み重ねた知識が役立ったということが心に残って
います。ありがとうございました。（学部 4年）
・今回も、メールをいただいて開催を知り、参加い
たしました。ありがとうございました。今回の講師
の方は宇宙でしたが、僕の学んでいる生物工学の
内容も出てきて、今まで宇宙系へ進むことは全く
考えていませんでしたが、宇宙系へも視野を広げ
てみようと思いました。また男性の話も少し聞け
て、よかったです。今度は主旨に沿うのか分かり
ませんが、男性の講師の方からの男女共同参画の
お話もきいてみたいと思いました。お弁当もおいし
かったです。ありがとうございました。（学部 4年）
●ご意見・ご感想
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日　時：平成 27 年 10 月 20 日（火）　12：00〜12：45
場　所：室蘭工業大学　A317 室
講　師：桑原　順子　氏（福岡工業大学　工学部　生命環境科学科　准教授）
　第 5回のランチセミナーは、九州工業大学出身で福岡工業大学准教授の桑原先生を講師に迎え 46 名が参加し
て開催されました（今回のお弁当はアスコットのハンバーグ弁当でした）。今回も北海道大学女性研究者支援室
のご協力で北大でも生中継されました。セミナーの様子は 2015 年 10 月 22 日の室蘭民報で紹介されました。
キャリア形成のためのランチセミナー第 5回
工業大学出身ならではの経験と仕事とは？
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活動内容
◦学科・専攻
◦年　次
◦性　別
◦セミナーを知った理由（全回答に対する％）
◦進路希望
◦開催時間
◦時間帯
◦開催回数（年）
◦開催希望月
◦参加の感想
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学生向けセミナー
◦今後開催してほしいセミナー（呼んでほしい講師など）や気付いた点、改善すべき点、ご意見ご感想な
ど、是非ご記入ください。
・ハンバーグデリシャス（学部 1年・男）
・でんじろう先生、医者、深い（学部 1年・男）
・まだ 1年生だけど、これから先を考える上で貴重
な話をきけたと思いました。特に、研究職に就き
ながら育児をしたりと女性として大切にしていき
たいことも両立なさっていて素晴らしいなと感じ
ました。ありがとうございました。お弁当もおい
しかったです。（学部 1年・女）
・授業で押したり、質問をしていて時間がまにあわ
ない。もう少し遅くしてほしい。途中からでも入
りやすい空気がいい。（学部 2年・男）
・女性の見方で研究をすることで新たな発見が得ら
れると思いました。（学部 2年・男）
・なんか申し訳ないですが、キャリア形成のための
セミナーが少なく感じ、自分の聞きたかった話が
あんまり無かった気がする。（学部 2年・女）
・最初の方の話がきけなかったのでどんな話をして
たんだろうと思いました。話してる前で食事する
のは話してる人に対して少しもうしわけない気持
ちでした。（学部 2年・女）
・建設会社で活やくされてる女性の方のお話しをき
いてみたい。個人的には大工系や施工系の方。へ
やがすごくさむかったです。（学部 2年・女）
・企業に就職した方の話もきいてみたいと思いまし
た。（学部 3年・女）
・福岡工業大学は、室蘭工業大学と同じくらいの女
子の数なので、とても身近に感じた。（学部 3
年・女）
・私もバイオシステム系を専攻しているので今回の
話は、とてもためになりました。「誰かのために」
を実現できるのが工学の魅力だと再確認できまし
た。またこのようなセミナーは行ってくれると嬉
しいです。（学部 3年・女）
・工学部出身の女性の方のお話をきける機会はほと
んどないのでとても参考になります。働きなが
ら、子育てなど貴重なお話しありがとうございま
した。（学部 3年・女）
・女性の設計士の方のお話をききたい。身近なサー
ビスをうまく利用していくことは子育てと働くこ
との両立にとても重要なのだと思った。室工でも
FIT のようなものがあればいいなと思った。（学
部 3年・女）
・自分の分野とは異なる分野の方でしたが、同じ女
性として仕事と家庭との両立についてのお話な
ど、とても参考になりました。（学部 3年・女）
・ランチセミナーはとてもよい。またやってほし
い。（学部 4年・女）
・事前に質問募集（紙などで）はどうでしょうか。
（学部 4年・女）
・誰かのために研究するというモチベーションがあ
ると、頑張れるということを再認識しました。あ
りがとうございました。（学部 4年・男）
●ご意見・ご感想
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　本学大学院を修了して社会で活躍している女性からのメッセージを集めたロールモデル集「室蘭工業
大学ロールモデル集：大学院を修了した先輩 11 名からあなたへ贈るメッセージ」を平成 26 年度に編集
し、27 年 4 月 1 日に発行した。4月 6日の室蘭民報朝刊で紹介された。5000 部を発行し、学内での配
布、特に女子学生への送付のほか、全国の大学、高等学校、関連機関等に発送した。「進学で得たものや
仕事の魅力…後輩たちにアドバイス」として 4月 10 日の室蘭民報で紹介された。（ロールモデル集の詳
細は 3資料編 3-2）
2―5―2	ロールモデル集
???????
???????
??????????
??????????
????? ????
????????????? ?
??????????????????????????
学内広報用ポスター
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2―6 ◦女性研究者の能力を引き出すための取組
　女性教員にメンター制度についての要望を聞き、女性教員がこれまで特に少なかったという本学の特
性も考慮して、外部有識者をメンターとするメンター制度を平成 27 年度に試行的に導入した。着任 3 年
以内の女性教員 3 名に対し、本人からの要望により選ばれた外部有識者をメンターとして委嘱した。メ
ンタリングは女性教員（メンティ）がメンターを訪問する形で行い、メンティには必要な旅費、メン
ターには原則として指導・助言に対する謝金を支給した。メンタリング件数は 2 名が 2 回ずつであっ
た。他 1 名は、メンター委嘱を行ったが謝金は辞退、メンタリングのみが目的のメンティの訪問がな
かったため、旅費も発生していない。ダイバーシティ通信第 4 号に利用者の感想を掲載した（資料 3-1
ダイバーシティ通信）。
2―6―1	メンター制度試行
　英語発表支援として、女性教員に対するマンツーマンの英語セミナーおよび英語論文校閲費用の支援
を行った。英語セミナーは、プレゼンテーションの実践に即した素材で、札幌からネイティブ講師に来
学してもらう対面形式と、Skype 形式で行った。論文校閲は、女性教員のほかに、大学自主経費により
ライフイベント期の共働き男性教員に対しても行った。ダイバーシティ通信第 4 号に利用者の感想を掲
載した（資料 3-1 ダイバーシティ通信）。
　また、本学だけでは企画できない英語セミナーということで、北海道大学主催の「Leading With Con-
fidence」に本学女性教員 1 名が参加する旅費を支給した（他 1 名は大学自主経費により支給）。
2―6―2	英語発表支援
　本学の男女共同参画推進に関して女性教員の生の声を大学トップに届ける貴重な機会として、「学長と
女性研究者の懇談会」を平成 26 年 11 月 19 日と平成 27 年 6 月 18 日に開催した。開催時間は、多くの女
性研究者が参加できるように昼休み時間帯を選んで企画した。第 1 回（平成 26 年度開催）では本学から
他大学に転出して間もない教員 1 名にも参加していただいたことで、より率直な意見交換ができた。ま
た、第 2 回（平成 27 年度開催）では女性教員の人数増加に伴い参加人数が増えたほか、教員以外の研究
者（学術研究員等）の参加もあり、より多様な意見を新学長に届けることができた。第 2 回については
ダイバーシティ通信第 3 号に掲載した（資料 3-1 ダイバーシティ通信）。両回とも翌日の室蘭民報（夕
刊）で紹介された。
2―6―3	学長と女性研究者の懇談会
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メンター制度試行
1 ．経緯と目的
　本学では平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業
（一般型）に採択されたことを受けて、女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出
産・子育て等のライフイベントと研究を両立するための環境整備を行う取り組みを加速させる
ために、その一環として、メンター制度を試行することとなりました。これにより女性研究者
のキャリア形成に役立てることを目的とします。
2 ．メンティとしてメンター制度を利用できる資格者
　メンティ資格者は、原則として本学の女性教員及び女性博士研究員で、妊娠・育児（小学校
6 年生以下）又は介護等のライフイベント期にある者、あるいは、本学に着任して 3 年以内の
者とします（原則として女性研究者が対象ですが、男性のうち、着任 3 年以内又はライフイベ
ント期の教員及び博士研究員でメンタリングを希望の方は UFR までご相談ください）。
3 ．メンターについて
　原則として、メンティからの指名があった方がメンターとなります。
　学内・学外・性別を問いませんが、本学の男女共同参画推進室により不適格と判断した場合
はメンターにはなれません。学内の教員については、メンター就任にあたり事前研修を受けて
いただきます。メンターに任命された者には、学長名の委嘱状を発行します。また、学外メン
ターには「助言・指導」としての謝金の支払いを予定していますので、経歴書等、謝金の手続
き書類を提出いただきます。
4 ．メンタリングについて
　メンタリング（メンティとメンターの面談）は、「1 回 1 時間を年間 4 回」程度で計画してく
ださい。原則として、メンティがメンターを訪ねる旅費を支給予定ですが、海外など訪問が難
しい場合は、スカイプ等による面談で対応いただく場合があります。
5 ．申請手続き
　メンター制度を利用したい方は、「メンター制度利用申請書」に希望するメンターの氏名・
所属・職名等を記入して UFR まで提出ください。利用認定を受けた後、希望するメンタリン
グ（面談）日の 2 週間以上前に「メンタリング申請書」を UFR まで提出ください。メンタリ
ング終了時には「メンタリング報告書」に記入・署名し、後日 UFR まで提出ください。メン
タリング申請書とメンタリング報告書は、メンタリングごとに毎回、作成・提出が必要です。
6．問い合わせ先
　室蘭工業大学男女共同参画推進室
　女性研究者支援ユニット（UFR）内線 5194
　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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メンタリングに係る謝金・旅費について（メンター用）
1 ．謝金について
　メンタリング時間について、本学謝金基準「指導・助言等 1 時間当たり 4,500 円」により、
学外のメンターへ謝金をお支払いさせていただきます（ただし、実際に振り込まれる際には、
所得税として 10.21％が源泉徴収されます）。
2 ．旅費について
　原則として、メンティがメンターのもとを訪れてメンタリングを受けるので、メンターに旅
費は発生しません。ただし、メンティのライフイベント（育児・介護等）の都合により、メン
ターに来学してもらう必要がある場合には、本学旅費規程により往復旅費をお支払いさせてい
ただきます（旅費額は、謝金支給額に合算され所得税が源泉徴収されます）。
3 ．手続き書類について
　本学規則により、謝金（旅費が支給される場合は旅費を含む）は事後清算払いとさせていた
だきますので、ご理解、ご協力願います。
　メンタリングの手続きとしましては、毎回メンタリング終了時に別紙様式の報告書に署名
（署名年月日も含む）していただき、メンタリングを受けたメンティ経由で本学女性研究者支
援ユニット（UFR）に提出していただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　【本件問い合わせ先】
　　　　　　　　　　　　　　　〒 050-8585 北海道室蘭市水元町 27-1
　　　　　　　　　　　　　　　室蘭工業大学　男女共同参画推進室　女性研究者支援ユニット
　　　　　　　　　　　　　　　Phone：0143-46-5194
　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
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　大学自主経費により、学内設備の拡充を行った。本学ではこれまでベビーキープ、ベビーシート（お
むつ替え台）の設置が一箇所もなかったが、平成 25 年度末から平成 27 年度にかけて学内 6箇所に設置
した。女性だけではなく男性も利用できるよう考慮し、多目的トイレに整備した。このうち、食堂や多
目的ホールがあり市民の利用も多い学生会館は、室蘭市「赤ちゃんの駅」に登録された。
　女性研究者支援ユニットでは、授乳や休憩時に安心して過ごせるよう、ソファや視界を遮るついたて
を置き、スペースを確保した。妊娠時など楽な姿勢で作業を行うためのノート PC等も用意した。このほ
か、A棟 3階の女子トイレに授乳用の個室を整備した（写真）。
　また、学内の女子トイレが少ないなどの要望をもとに、学内や学外施設のトイレを点検・視察し、関
係部署と改善にむけて努力している。一部の「身障者便所」標示を「多目的トイレ」に変更した。
　子連れ研究者等の安全を考慮して、学内の危険な階段手すり等に転落防止措置をする必要性を訴え、
アクリル板が設置された。
　平成 23 年に新設された女子寮に行き、入居者や管理人からの意見を直接集め、関係部署や上位職へ今
後の改善に関する要望を上げた。平成 28 年 4 月には二つめの女子寮が完成し入居が始まった。
2―7 ◦学内設備の拡充
ベビーキープ ベビーシート
授乳用個室 授乳用個室内部
113
活動内容
　女性教員が極めて少数であったことをうけて、大学として計画的に女性限定公募を行った。また、多
くの優秀な女性からの応募が増えるように、平成 26 年 3 月から開設した本学男女共同参画推進ホーム
ページのアドレスを公募情報に明記し、本学の男女共同参画推進の取組みや室蘭市の子育て情報等につ
いての具体的な情報にアクセスできるようにした。これらの取組の効果もあり、女性限定公募による女
性教員増加のほか、性別を問わない公募において結果的に選ばれた候補者が女性であったという件数の
増加にもつながった。
　上位職女性研究者を増加させる取組については、上記による人数の増加および 2で記載した女性研究
者の能力を引き出すための取組のほかに、学内の女性教員が本学上位職への昇任を目指す割合を増やす
ことが必要である。このためには、性別にとらわれずに能力を発揮できる場を大学として整えていく必
要がある。平成 28 年 3 月 4 日には「『学内メンター制度』導入に関する説明会」を教授会直後に同会場
で開催し、平成 27 年度に開始した女性教員対象の学外メンター制度試行（2-6-1）に加えて平成 28 年度
からの学内メンター制度の導入を目指している。そのほか、2-4 に記載した「本学教職員を対象とした意
識啓発のための活動」も今後の上位職女性研究者の増加に貢献していくことが期待され、引き続き取り
組んでいく必要がある。
2―8 ◦女性研究者の採用人数及び上位職女性研究者を増加させる取組
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　年 1 回の「学長と女性研究者の懇談会」で学内の女性研究者に情報交換の場を提供したほか、平成 28
年 2 月 19 日には第一回の女性教職員交流会を開催した。他部局の女性教職員間で情報を交換する貴重な
機会となった。
2―9 ◦女性研究者ネットワークへの参画と活用
2―9―1	学内ネットワーク
　北海道大学が中心となって推進している全北海道女性科学者研究活動推進協議会（Full participation of 
Hokkaido Women in Scinece）、略称 Full-HoWS（フルハウス）の連携協議会等に参加し情報交換を行う
ことにより、北海道の女性研究者とのネットワーク構築を進めた。北海道大学でのセミナーへの学教員
の参加、北大主催セミナーの室工大でのウェブ中継、室工大主催セミナーの北大でのウェブ中継などを
通じて研究者同士の交流を深めることができた。
2―9―2	北海道大学中心の女性研究者ネットワークへの参画
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　平成 22 年から大学ホームページ内で情報を発信していたが（http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/
about/genderequality.html）、よりタイムリーでわかりやすい情報発信を目指して男女共同参画推進室の
独自のウェブページを新たに開設した（http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/）。さらに、平成 28 年に
は、大学のトップページから「センター等」のページ経由でアクセスできるように、「支援」の項に追加
表示されるようになった（http://www.muroran-it.ac.jp/academic/research.html）。
　トピックスやイベント情報、支援内容などのわかりやすい記述に努めるとともに、リンク集のページ
では地域（室蘭市、登別市等）の子育て情報へのリンクのほか、特に「男性にとっての男女共同参画の
意義」「職場とジェンダー」「広報とジェンダー」等に関連した情報へアクセスしやすいように工夫した。
2―10 ◦本学男女共同参画推進の取組に関する広報の充実
2―10―1 ウェブページ
　室蘭工業大学男女共同参画推進室のニュースレター創刊号を平成 26 年 8 月に発行した。学内外に本学
の男女共同参画推進および女性研究者支援の取組みを発信する重要なツールとして企画した。ニュース
レター名「ダイバーシティ通信」には、本学における多様性のさらなる推進への願いが込められてい
る。ニュースレターの印象に重要な意味を持つ題字については、室蘭で活躍する著名な書家の駒澤靜秀
氏（第 45 回記念国際現代書道展で最高賞となる文部科学大臣賞受賞）に揮毫していただいた。
　編集やレイアウトにあったっては、「女らしさ」「男らしさ」等の思い込みにとらわれないように心掛
け、男女共同参画推進さらにはダイバーシティ・インクルージョンを目指した本学の取組みの現状をわ
かりやすく紹介することに努めている。創刊号に引き続き、平成 27 年 3 月に第 2 号を発行し、平成 27
年度にも 2 回発行（8 月・3 月）した。
　大学関係者への配布については、関係教職員への配布、新入生や保護者への配布資料への同封、学内
の数カ所の資料コーナーに持ち帰り自由な資料として常備しているほか、全教職員に学内メールで案内
した。学外への配布については、室蘭市役所等の関連施設のほか、全国の大学、高等学校、関連機関な
どへメール便で送付した。平成 26 年 8 月については予備校等にも送付した。また、男女共同参画推進室
のウェブページからも閲覧・ダウンロード可能とした（バックナンバーを含む）。
　3-1 に紙面を掲載。
2―10―2 ニュースレター「ダイバーシティ通信」
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2―11 ◦男女共同参画推進に関するアンケート
　プロジェクトの最終にあたり、本学の男女共同参画に関する理解度や要望を調査するため、平成 28 年
1 月下旬から 2月上旬にかけて、ほぼ 5年ぶりとなる「男女共同参画推進に関するアンケート」を無記名
のマークシート方式で実施（常勤・非常勤を含む本学教職員全員を対象）した。371 名に配布し 168 名か
ら回答を得た。
　アンケートの設問前半は、平成 22 年度と同様の質問とし、教員や職員の女性比率について適切と感じ
ているかどうかを調査した。また、男女比の偏りの原因と思われることは何かという質問については、
なるべく誘導を避けるために自由記述として尋ねた。
　次に、本学のライフイベント期の休暇制度について内容の理解度を測るとともに、この機会を利用し
た情報提供の効果も期待できる設問とした。子の看護休暇については、本学では現在のところ未就学児
童までが対象であるが、他大学では小学校 3年生まで等に対象を広げている例があることから、その必
要性について尋ねる設問を入れた。
　後半では、本学男女共同参画推進室ニュースレターの認知度や、ダイバーシティ・インクルージョン
や LGBTなどの用語がどの程度知られているか等の調査とともに、女子学生の学ぶ環境や女性が働きや
すい環境が整っているか、取り組みは十分努力されているかという点に関しての評価を尋ねる設問とし
た。さらに、本学の男女共同参画への意見の自由記述欄を設けた。
　アンケートの詳細な結果は、次ページ以降に掲載しているが、特筆すべき点としては、子の看護休暇
が小学校 3年生まで必要という意見が約 70％あり、そのうちの約 70％がさらに小学校 6年生まで必要と
いう回答であったことが挙げられる。これに関しては自由記述欄に「6年生というより、一人で病院に行
く子供は少ないです」という記載が一件あったほか、米国などでは 12 歳以下をひとりで家に居させるの
は虐待とみなされたりする例があることも考え合わせると、「子の看護休暇」の小学生への対象拡大が望
まれる。また、「女性の働きやすさへの大学の努力が十分である」との回答は約 26％しかなく、「男性が
働きやすいと感じる環境は整っていると思いますかとの問はなぜないのでしょうか？」という意見も
あったことから、性別に関わらず働きやすい環境がまだ十分ではないことがわかった。個人としての業
務の効率化に頼るだけではなく、大学としての人員配置の改善も必要であろう。
　「ダイバーシティ通信」の認知度は約 53％で、創刊 2年目としては健闘したと言えるが、配布・広報の
方法を改善するとともに、より身近なニュースレターとなるよう努めていく。
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 平成 28 年 1 月
教職員各位
「平成 27 年度　男女共同参画推進に関するアンケート」ご協力のお願い
 男女共同参画推進室
 室長　木幡　行宏
　教職員の皆さまにおかれましては、日頃から、男女共同参画推進へのご理解、ご協力を頂き
まして、誠にありがとうございます。
　さて本学では、平成 22 年度に「男女共同参画推進に関するアンケート」を実施いたしまし
た。その後このようなアンケートを実施しておりませんでしたが、前回のアンケート結果をふ
まえて男女共同参画推進に取り組み、平成 25 年度に「文部科学省　科学技術人材育成費補助
事業　女性研究者研究活動支援事業（一般型）」を申請し採択されました。本事業期間は 3年
間で平成 27 年度が最終年度にあたり、現在、本事業の仕上げ時期を迎えております。そこ
で、今回「男女共同参画推進に関するアンケート」を実施し、最近の状況を分析するととも
に、本学の今後の取り組みに役立てていきたいと考えております。
　年度末のお忙しい時期に誠に恐縮ではございますが、裏面のアンケートへのご協力を頂きた
く、よろしくお願い申し上げます。
対　象：教員および職員（常勤・非常勤を問わず、研究員等も含みます）
締切り：平成 28 年 2 月 4 日（木）
提出先：学内便で男女共同参画推進室女性研究者支援ユニット宛に送付、もしくは、平日
8：30-17：15 に A331 室までお持ち頂ければ幸いです。
　なお、アンケート用紙が足りない場合は、女性研究者支援ユニット（内線 5194）までご連
絡ください。
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◦職　種 ◦この点について大学の取り組
みとして十分な努力が行われ
ていると思いますか
◦本学の教員の女性比率が、全
国立大学の中で下位にあるこ
とを知っていますか（国立大
学協会調べでは、86 校中、平
成 25 年まで 86 位、平成 26
年は 83 位）
◦育児休業・子の看護休暇・介
護休業・介護休暇は男性も利
用できることを知っています
か
◦本学の教員について、新規採
用の女性比率（21％）は妥当
だと思いますか
◦育児休業制度について大学の
取り組みとして十分な努力が
行われていると思いますか
◦この点について大学の取り組
みとして十分な努力が行われ
ていると思いますか
◦子の看護休暇（未就学児一人
の場合は年 5日、二人以上の
場合は年 10 日）が本学では
常勤・非常勤とも有給である
ことを知っていますか
◦本学の事務職員について、新
規採用の女性比率（40％）は
妥当だと思いますか（平成 27
年度の技術職員は新規採用者
がありませんでした）
◦子の看護休暇は、子の定期健
診や予防接種のためにも使え
ることを知っていますか
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◦子の看護休暇の対象につい
て、小学 3年生まで必要と思
いますか
◦本学男女共同参画推進室
ニュースレター「ダイバーシ
ティ通信」を知っていますか
◦上で「はい」と答えた方にお
尋ねします。小学 6年生まで
必要と思いますか
◦「ダイバーシティ通信」を読
んだことがありますか
◦介護休業制度について大学の
取り組みとして十分な努力が
行われていると思いますか
◦ダイバーシティ＆インクルー
ジョンの意味を知っています
か
◦介護休暇（介護を必要とする
家族が一人の場合は年 5日、
二人以上の場合は年 10 日）
が本学では常勤・非常勤とも
有給であることを知っていま
すか
◦ LGBT を知っていますか
◦「介護休業」「介護休暇」は、
「介護保険制度上の要介護認
定」を受けていなくても「（2
週間以上）常時介護を必要と
する状態」であれば対象とな
ることを知っていますか
◦大学として LGBT（性的少数
者）への配慮は十分だと思い
ますか
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◦年　齢
◦あなたの性別（性自認）
◦デートDVを知っていますか
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◦女子学生が学びやすいと感じ
る環境が整っていると思いま
すか
◦この点について大学の取り組
みとして十分な努力が行われ
ていると思いますか
◦女性が働きやすいと感じる環
境が整っていると思いますか
◦この点について大学の取り組
みとして十分な努力が行われ
ていると思いますか
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・① Therearenotenoughwomeninseniorpositions
(gakkacho,Riji) intheuniversity.② Therearenot
enoughfemalestudents，bothattheundergraduate
andpost-graduatelevels（教員・40 代・男性）
・理学・工学の分野で教員や研究者を志ざす人の男女
比に偏りが生じている。（教員・40 代・男性）
・女性は、結婚、出産により、仕事だけに集中できな
い時期があると考えられるため。（事務職員・40
代・女性）
・女性の管理職が少ないため、色々なことに理解が足
りない。（30 代・女性）
・採用する人間に偏見があったのでは。（技術職員・
40 代・男性）
・業務を遂行する為の人材が男性が多かっただけで、
有能な人なら男女問わず採用すれば良い。男女に差
が無ければ 50％、50％に近づくのではないか。（事
務職員・60 代以上・男性）
・良い人を採用するために十分な努力をしていない。
（教員）
・教員の偏りの原因としては、工学系大学のため研究
分野自体の裾野拡大の自助努力が必要と考えます。
職員については、事務サービスが主の業務となるた
め、採用時のアピールを工夫するだけでよいと考え
ます。（事務職員・40 代・男性）
・教員や事務職員の採用について合計何人応募があ
り、うち女何人男何人、採用も女何人、男何人とい
う採用の詳細を知らず、結果の比率だけを見て意見
を求められても答えられない。（事務職員・50 代・
女性）
・教員については、工学を専攻している方（教員の候
補になりうる人）の男女比がそもそも偏っているの
で、致し方ないと思います。（事務職員・30代・女性）
・工学の大学と大学院の卒業生の‘大学教員’と‘科
研者’への就職状況は男女それぞれの比率がちがう
し、工科系の女性の絶対数が少ないという問題は大
学や研究機関において女性研究者が少ない理由かも
しれないです。（技術職員・30 代・男性）
・理系の大学でも男性ですら博士課程に進学するのは
一握りで、教員になるのはさらに限定されるという
現実で女性が少ないのは当然である。それなのに
21％というのは比率をあげるために不公平な採用を
したと疑います。技術職員も同様で母体数が少ない
のが原因。また、女性が積極的に採用される状況で
あれば、地方国立よりも都会や力のある大学に就職
するのでは。事務職員の場合、女性支援をしてもリ
スク管理として 6：4が妥当ではないでしょうか。
財源があれば全く違うでしょうが。（教員・30 代・
男性）
・教職員の男女比の理想とか目標かといったものが存
在するのかどうかがわからない。（教員・40 代・男
性）
・女性の採用が少なかった期間が長かったためで、最
近は女性の採用も増えていると感じる。（事務職
員・30 代・女性）
・工学系の女性教員が少ないのは、学生の男女比率を
見れば当然。採用 21％は、むしろ高いくらいだと思
われる。（事務職員・30 代・男性）
・工学部へ進学する学生に男女比に偏りがあるため。
進学者の男女比も合わせた目標設定が必要。（教
員・40 代・男性）
・工業大学なので仕方がない。そもそも理系に進む女
性が少ないので、教職員に偏りが生じるのは当然で
ある。（教員・20 代以下・女性）
・工学部中心であるため。（含、女子学生が少なく大
学に残る人数も少ない）（教員・50 代・男性）
・女性の応募者が少ないのかもしれない。採用するに
足る人材が現れないのかもしれない。（事務職員・
40 代・女性）
・これまでの習慣によることが大きいと思います。
（60 代以上・男性）
・高校の理系志望女性の低いこと。（教員・30 代・男
性）
・研究者の男女比の偏り。（教員・50 代・男性）
・研究者　特に工学では女性が少ないため。（教員・
50 代・男性）
・教員では、希望する研究分野に所属する女性研究者
◦教職員の男女比に偏りが生じている原因と思われることを記入してください
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が著しく少ない場合が多々あり、候補適任者を得る
ことが困難である。（教員・50 代・男性）
・工学系のDC進学女子学生が少ない。採用試験（統
一試験）を受ける、合格する女性比率が少ない。
（事務職員・30 代・男性）
・まだ「工学＝男性」のイメージが強く、研究者を目
指す女性が少ないと思われる。（事務職員・40 代・
男性）
・工業系という分野の特性。（教員・50 代・男性）
・工学系の大学に進学し、研究者（教育者）となる女
性は今まで圧倒的に少なかったためと考えます。
（技術職員・40 代・男性）
・学生の男女比が遠因にあると思われます。（教員・
50 代・男性）
・工業系の大学だから。（技術職員・40 代・女性）
・女性博士の供給不足。需要はある。（教員・60 代以
上・男性）
・取組みは十分な努力が行われていると思うが、急に
は変えられないから。（事務職員・30 代・男性）
・新規採用女性比率（40％）は正規・非正規を含んだ
数字でしょうか？　正規・非正規を分けて個々に女
性比率を検討していかないと課題解決にならないと
思う。（事務職員・女性）
・応募者が少ないから。（事務職員・50 代・男性）
・そもそも当該分野において女性研究者が少ない。
（教員・40 代・男性）
・教員に関しては、理工系女性研究者（根本的には理
系を志す女子学生）の総数が少なく、パイの奪い合
いになっているのが原因か。（教員・30 代・男性）
・学問・研究の専門性が高いため。（教員・30 代・男
性）
・本学に入学してくる女子学生の割合をみてみると 1
割程度である。教員に限っては、そもそも工学系研
究者中の女性の割合が少ないことが女性比率が低い
最大の理由であると考える。（教員・40 代・男性）
・女性教員については、そもそも女性教員になる人が
少ないのではないかと思うが、現状がよくわからな
い。（事務職員・30 代・女性）
・女性には就職するというキャリアパス以外にも多彩
なキャリアパスがあるからではないか。（教員・40
代・男性）
・工学系の研究者は男性が多いため（教員）。（事務職
員・30 代・女性）
・工学系の単科大学であるため。（事務職員・40 代・
男性）
・全国的に考えても女性の働きやすい環境が整ってい
ない気がする。
・女性の応募が少ないためと思う。（事務職員・60 代
以上・男性）
・理系大学であること（女性研究者が少ない分野）。
ジェンダー意識が低かったため。工業大学というイ
メージ。（教員・40 代・女性）
・工学部という学問分野やイメージから男女比に偏り
が生じていると思う。（事務職員・30 代・女性）
・性別を理由に採用を決めることがあまりないため。
（事務職員・40 代・男性）
・工学を専門とする女性研究者が男性より少ない。女
性の応募者が少ない（本学に魅力がない？）。女性
が働きやすい環境にない。地理的な問題。（教員・
50 代・男性）
・上記 5について、40％は多すぎる。サボっている女
性職員が目立つ。無理に 50％にもっていく必要は全
くない。偏りは生じて当然。（事務職員・30 代・女
性）
・教員はそもそも女性が少ない分野だから仕方がない
と思います。（工学系）こんなものだと思います。
職員については、女性も十分いると思います。（事
務職員・30 代・女性）
・単に大学名から予想されるのは“男子系”となると
思われるので、よほど本学が女性の働きやすい職場
をアピールしなければならない。しかも単に教職員
の環境だけではなく、学生の環境を含める。さらに
地域の環境など総合的な視点が必要だが、やれると
ころからやっていくことが望ましい。（技術職員・
60 代以上・男性）
・応募者の属する分野において女性研究者が少ないこ
とが多い。（教員・40 代・女性）
・一概に言えないのですが、教職員の応募者の中から
能力があってたまたま選ばれたのが男の人が多かっ
ただけでなのでは？　でも、技術職員の新規採用が
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無かったのは残念でした。受けたいと思っていた。
（事務職員・30 代・女性）
・工学系はそもそも女性が少ない。北海道の札幌でな
い地方都市という点では全国的にみても女性の労働
力が極めて悪い。既婚者であるからには夫の職場は
どこになるのか？（教員・40 代・男性）
・結果として比率が低いのか？　わざと低くなるよう
な採用（選抜）方法なのか？というと前者なのでは
ないでしょうか？（技術職員・40 代・男性）
・教職員となるべき人材層を増やさない限り、受入れ
側だけで努力しても努力につながらない。（教員・
50 代・男性）
・教員に求められる能力を有した女性が、室蘭で生活
している又は生活のベースを置ける状態に無いと考
えられる。
・室蘭に女性受けしそうな店や施設が少ない。大学の
周辺も少ない。採用したくても、教員公募への応募
が（女性の）少ない。今いらっしゃる女性教員の活
躍ぶりを目にする機会がない。（事務職員・30 代・
女性）
・女性が進んで来てみたいと思える要素が少ないよう
に感じる。大学周辺に女性受けしそうなお店などが
あればもう少し変わるかな…？　街造り自体を見直
さなければならないのかも…（事務職員・30 代・女
性）
・男性に較べて女性の応募者が少ないのではないか。
職場環境等を改善して、女性が仕事に就きたいと思
うような職場とする必要がある。（教員・60 代以
上・男性）
・女性教員を増やすための移行中のため。（教員・60
代以上・男性）
・工学専門みたいな大学行くと女性は少ないです。
（技術職員・30 代・男性）
・これまでの惰性。工学研究そのものが内包する軍隊
的雰囲気に女性を加えることへの戸惑い・敬遠・反
発など。まあ慣れの問題だとは思う。（技術職員・
40 代・男性）
・工学部なのだから仕方がない部分もある。（教員・
30 代・男性）
・教員と職員では原因が異なると思う。
教員：工学系の女性研究者の比率が低く、採用した
くても人材そのものが少ないことが原因。女
性研究者を増す必要がある。
職員：課長クラスは転勤がある。大学独自で雇用で
きれば女性比率を課長以上で上げることがで
きるのでは？（教員・40 代・男性）
・新しい人材を採用するときに、女性を雇うしか方法
がないので、偏りはしかたないと思います。（教
員・40 代・男性）
・教員については、過去は特に目指す女性が少なかっ
たためと考える。（技術職員・30 代・女性）
・質問の内容では正しいかどうかわからない。応募者
の男女比も明らかにしたうえでの結果が示されてい
れば判断できるが、結果だけを示すのは偏った回答
を意図的に誘導しているともとらえることができ
る。私は本学はかなり努力をしていると考えるが、
当初よりも改善していることを考えると現状の男女
比ではなく、推移を見る方が正しい判断だと考え
る。（教員・40 代・男性）
・女性だから採用するのではなく、能力の有無を判断
し、採用すべき。無能・協調性の無い人は、男女に
かかわらず、めいわくです。（教員）
・工学系単科大学であることから、採用希望者（女
性）が少ない。（採用希望者に対する採用率も示す
べきではないでしょうか）（事務職員・30 代・男性）
・そもそも工学部教員に女性は少ないと思います。
（教員・40 代・男性）
・教員については、教授、准教授になる年齢層の女性
教員（研究者）が少ない。職員については、よくわ
からないが、応募者の比率が、反映されているので
はないかと思っています。（教員・50 代・男性）
・教員については、それぞれの専門分野における男女
比に偏りがあることが原因である。理工系分野の学
生の男女比を見ても、偏りがあり、それも原因と思
われる。（教員・40 代・男性）
・そもそも女性を必要としていないように思います。
（技術職員）
・女性比率向上の取組みを開始して数年しか経過して
いないため。（事務職員・30 代・男性）
・工学単科のため。（教員・50 代・男性）
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・✓の 20 は 6 年生というより、一人で病院に行く子
供は少ないです。✓の 31 は環境は必要最低限、
整っていれば大学には勉強しに来ているので問題な
いと思う。なんでもかんでも意見を取り入れてばか
りではダメだと思う。
・真の男女平等環境を目指す中で、特に女性の不利益
について注視されているが、逆セクハラが起こらぬ
様配慮もお願いしたい。当事者たる女性の生の声を
十分に集める努力をされたい。先入観で動かれ、実
態とそごが生じているケースを聞くことが少ない。
（教員・60 代以上・男性）
・非常勤職員の多くは女性です。彼女たちの待遇を改
善することが早急に求められていると強く思いま
す。こういう所にこそ大学の視点がどこにあるの
か、どの程度の意識を持っているのかが表れると思
います。（教員・40 代・女性）
・教職員それぞれが各種休暇制度について権利の主張
ばかりするのではなく、いつでも申請しやすく、受
け入れやすい職場環境を作ることが大切だと思う。
（事務職員・30 代・女性）
・制度や組の前にどのくらいニーズを把握されている
のかが重要だと思います。（事務職員・40 代・男性）
・役職員に女性がなっても良いのではないでしょう
か。（教員・50 代・男性）
・上記 16〜24 について、もっと改善してほしい。こ
こが充実していないと、結局は母、娘である女ばか
りが年休を使用して休まないといけない。（事務職
員・30 代・女性）
・育児休業とかもっととりやすい雰囲気を作って欲し
いです。（非常勤職員でも）（事務職員・30 代・女
性）
・いつもご苦労様です。単に流行だからやっている
（置いている）という大学の姿勢しかないような中
で情報発信等に奮闘されていると敬意を表します。
教職員個々人がもっと関わっていくような小さな取
組でもいいので始めると意識が向上していくと思い
ます。（技術職員・60 代以上・男性）
・女性事務、技術職員の労働環境についても考えるべ
きだと思います。（教員・40 代・女性）
・看護休暇や介護休暇はあるのですが、その年齢に該
当しない年齢の子供、親で障害・持病・ケガ・病気
等などで休暇が必要な場合のために休暇を作ってい
ただければと思います。追伸：今の世の中は一人親
世帯や一人子世帯（母子・父子家庭）があるので宜
しくお願いします。（事務職員・30 代・女性）
・どうしても性差別の問題が常に関係すると思います
が、女性差別だけでなく世の中には男性差別、マイ
ノリティー差別もあると思いますので、バランスの
取れた活動が必要だと思います。（技術職員・40
代・男性）
・大学教員は忙しすぎて男女問わず休める自由はある
かもしれないが休めない。ましてや育児・介護など
で休みをとると他の教職員にしわ寄せがいって白い
目で見られる。大学の業務全体のあり方が共同参画
のために不可欠と思われる。（教員・50 代・男性）
・本学の現状に適した対策や改革をしていただきたい
です。一部の方の私利、私欲の為に使われるのはい
かがかと思います。
・学内保育園の設置を希望します。病気回復期（熱が
下がった日）にも休まなくてはいけないことも多
く、年 5日では足りません。（看護休暇）今後、子
供がいても学びたいという人も託児施設があれば、
増えるのでは？　非常勤の契約期間撤廃も希望しま
す。（事務職員・30 代・女性）
・活動内容を地域にも積極的に発信して下さい。（教
員・60 代以上・男性）
・女性教職員の増加、幹部職員への女性採用が必要と
考える。大学に併設の保育所を設置すべき。女性教
職員の採用につながると考える。（教員・60 代以
上・男性）
・男女平等や相互理解の PR。（技術職員・30 代・男
性）
・女子トイレが増えたのは良いと思う。（技術職員・
40 代・男性）
・引き続き、継続して取り組む必要がある。（教員・
30 代・男性）
◦本学の男女共同参画についてご意見をお寄せください
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・男性主体で考えられている職場と思いますので、女
性教職員の皆様の意見が非常に重要と思われます。
それに対して男性がどのように対応し、協働できる
かを共に考えるべきと思います。（教員・40 代・男
性）
・教室が男子学生ばかりで、女子が居づらいのではな
いかと思うときがある。（教員・40 代・男性）
・性差や性別の違いを尊重し、性別による得意負得意
分野を考慮し、互いがより長所を輝かすことができ
る職場作りが理想では。性別の違いに関する表現に
敏感になりすぎたり、同じように振るまえる環境に
こだわりすぎてもいけないと思う。（技術職員・30
代。女性）
・ともすると女性が優遇される傾向にある昨今です。
これから数年はバランスを正常にするために必要だ
とは思いますが、その後はどうなるのでしょうか？　
現状は優秀な女子学生にきっかけを与えるという意
見では活動を応援したいと思います。（教員・40
代・男性）
・今後報告があると思いますが、補助金による事業は
成果を挙げていると思います。（事務職員・30 代・
男性）
・がんばってください。（教員・40 代・男性）
・現実的な目標を設定し、そこへ向かう行動計画を作
成して、実行していくことしかないように思いま
す。（教員・50 代・男性）
・特に意見はないが、地道に取りくんで行く必要があ
ると思う。（教員・40 代・男性）
・悪い点を改めることや、少数の考えも尊重すること
は良いことだと思います。ただ、それがすぎると、
従来の文化に愛着のある人が責められているようで
辛いです。従来の風習にも、良い点、問題のない点
はあるはずなのに。（技術職員）
・新規採用ベースでは、男女比は公平であると考え
る。（事務職員・30 代・男性）
・法人として正しいことをしていると思います。（教
員・50 代・男性）
・着任後間がなく、本学の状況について把握できてい
ませんが、いいかえればもっと男女共同参画につい
ての情報が入手しやすくてもよいと思います。（教
員・30 代・男性）
・ニーズ有無の調査を適正に行って、施設整備すべ
き。昔の施設だから今風にするのではなく、使いや
すさも考えて。（事務職員・40 代・男性）
・貴推進室の取り組みは教員対象と認識しているが、
育児中の事務職員も多数おり、事務職員も対象とす
る予定はないか？（事務職員・30 代・男性）
・あまり紙を使わずにweb でやる等工夫して下さ
い。（教員・60 代以上・男性）
・女性が安心して産休に入れるよう産休中の代替要因
は必要です。（事務職員）
・男性が働きやすいと感じる環境は整っていると思い
ますか　との問はなぜないのでしょうか？　差別な
く問うべきではないでしょうか？（事務職員・50
代・男性）
・web でのアンケートにして下さい！（教員・50
代・男性）
・学校自体に託児施設があればもう少し母親となった
人でも働きやすい環境になるのでは？と考えます。
非常勤の期限もあるとなると尚働きにくい。なれて
きたころに辞めなければならない…一体得をする人
は誰なのだろう…もう少し、子どもがいる人にとっ
ても働きやすい環境を求めます。（事務職員・30
代・女性）
・本学の目標とする女性比率をHP上に示すべきだ。
どこにも記されていない。工学系、地方などの条件
を加味した目標値を示すべきで「全国平均」「全国
最下位」などの言葉を慎重に用いる。（教員・40
代・男性）
127
活動内容
2―12 ◦時系列活動内容
年月日 活動内容
2013.8.29 女性研究者支援事業プレシンポジウム開催
2013.8.30 女性研究者研究活動支援事業に選定される
2013.9.18 平成 25 年度第 3 回男女共同参画推進室会議開催
2013.10.31 男女共同参画推進のための学生セミナー開催
2014.1.1〜 女性研究者支援ユニット立上げ、事務補佐員着任
2014.1.27 平成 25 年度男女共同参画トップセミナー開催
2014.2.19 女性研究者研究活動支援事業キックオフシンポジウム開催
2014.3.1 コーディネーター着任
2014.3.10〜 看板デザイン打合わせ
2014.3.10〜 ウェブデザイン打合わせ
2014.3.16 第 13 回室蘭工業大学テクノカフェ（室蘭工業大学ものづくり基盤センター・北海道新聞室蘭支社主催、紀
伊國屋書店札幌本店 1 階インナーガーデン）で「室蘭工業大学の女性研究者支援について」のチラシ配布
2014.3.17 特定専門職員着任
2014.3.25 平成 25 年度第 4 回男女共同参画推進室会議開催
2014.3.31 男女共同参画推進室としての新たなウェブページを開設
2014.4 初旬 「女性研究者支援ユニット」を Q105 室から A331 室へ移転・整備〔6 月 5 日北海道新聞掲載・6 月 22 日室蘭
民報掲載〕
2014.4 初旬 学内正門と近隣の郵便局にポスター掲示
2014.4.7 新入学生全員にチラシ・リーフレット配布（1015 枚）
2014.4.8 女子寮を視察し入寮している学生の意見を聞く
2014.4.11 平成 26 年度第 1 回男女共同参画推進室会議開催
2014.4.22 「シッター代・緊急時タクシー代の補助開始のご案内」を全教職員に配信
2014.4.23〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各長等（52 部）に配布
2014.4.25 「女性研究者の就業を支える施設整備について」施設課へ報告書提出
2014.5.1 介護休暇の必要性について総務へ資料等提出
2014.5.1 室蘭市へユニット紹介のチラシ発送（13 施設分 390 枚）
2014.5.2 女性教員（実母の介護中）にライフイベント期の支援員配置（週 6 時間）
2014.5.8 ベビーキープ・ベビーシート各 2 箇所設置〔6 月 3 日室蘭民報掲載〕
2014.5.8 妊娠中の大学院生（博士後期課程）への学術支援開始
2014.5.13〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各長等（52 部）に配布
2014.5.26 女子寮の増設に関わる資料を作成し総務へ提出
2014.6.2 室蘭市「赤ちゃんの駅」登録〔6 月 3 日室蘭民報掲載〕
2014.6.4 「キャリア形成のためのランチセミナー第 1 回」開催（タイトル「大学院で身につけたことは子育てと仕事
にどう生かされているか？」講師：北海道経済産業局地域経済部バイオ産業課課長補佐　長堀　紀子氏）〔6
月 5 日北海道新聞掲載〕
2014.6.5〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各長等（52 部）に配布
2014.6.12 「発達障害等を持つ学生への対応と支援」を受講
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2014.6.18 「入学試験時の保育・介護の支援についてご案内」を全教職員に配信
2014.6.25 「自殺予防ゲートキーパー研修会」受講
2014.6.25 講習会「アクセプトされる英語論文を正しく書こう」および講習会「即効！英語論文を上手に探そう」受講
2014.6.26 女性教員（夫の介護中）へ事務補佐員の候補者を紹介
2014.6 末 大学概要にユニット紹介掲載
2014.7.1 執行部への働きかけにより非常勤職員の「子の看護休暇」及び「介護休暇」が有給化
2014.7.2 男女共同参画推進室ポスター作成
2014.7.3〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）
2014.7.3〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2014.7.4 参考図書購入（ニュースレター作成用インデザイン）
2014.7.5 インフォメーションキャラバン in Sapporo（紀伊国屋書店札幌本店）にてパネル展示
2014.7.6 インフォメーションキャラバン in Sapporo（紀伊国屋書店札幌本店）にてパネル展示
2014.7.7 土木学会よりランチセミナー等での配布資料取り寄せ
2014.7.9 平成 26 年度　まちづくり協議会　第 1 回子育て応援ワークショップ（室蘭市開催）参加
2014.7.11 事務補佐員の雇用手続き開始（雇用申請書の提出）
2014.7.14 大学トップページのお知らせへ「トップセミナー 2014」「ランチセミナー第 2 回」の案内掲載
2014.7.15 ニュースレター「ダイバーシティ通信」題字依頼（室蘭市在住書家　駒澤静秀氏）
2014.7.16 こども未来財団へ「ベビーシッター割引券」の申込
2014.7.22 広報誌「蘭岳 131 号」への新規掲載原稿作成
2014.7.22 大学トップページのお知らせへ「トップセミナー 2014」「ランチセミナー第 2 回」の追加情報掲載
2014.7.23〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）
2014.7.24 ウェブページの更新
2014.7.25 事務補佐員の求人申込書提出（大学、ハローワーク）
2014.7.31 参考図書購入（継続は力なり─女性土木技術者のためのキャリアガイド）
2014.8.2 オープンキャンパスにてポスターパネル展示
2014.8.4 女性教員の研究支援員の現況確認
2014.8.4 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」チラシ作成・配布
2014.8.5 大学生協へ事務補佐員の求人掲示
2014.8.6〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）
2014.8.6 大学トップページのお知らせへ「トップセミナー 2014」「ランチセミナー第 2 回」の追加情報掲載
2014.8.7 ウェブページの更新
2014.8.19 こども未来財団より「ベビーシッター割引券」受領
2014.8.19 ニュースレター「ダイバーシティ通信　創刊号」発行
2014.8.19〜 「ダイバーシティ通信　創刊号」発送 5216 箇所（大学、高校、予備校、関係機関等）・学内配布 60 箇所、合
計 12,861 枚
2014.8.20〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）
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2014.8.21 「学生へのアンケート」（学生ユニット）項目追加依頼
2014.8.26 国立大学協会　男女共同参画の推進状況に関する調査の回答
2014.8.26〜 「トップセミナー 2014」講師（秘書）との打ち合わせ（メール、電話）
2014.8.27 大学トップページのお知らせへニュースレター「ダイバーシティ通信　創刊号」掲載
2014.8.27 「大学案内」新規掲載原稿作成
2014.9.1 事務補佐員の書類選考
2014.9.2 ロールモデルブック作成のためのアンケート発送（121 名）
2014.9.3 衆議院議員　堀井学氏　視察時の昼食懇談会へ出席
2014.9.5 Letters From Muroran IT の新規掲載原稿チェック
2014.9.10 事務補佐員の面接選考
2014.9.10〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（54 部）
2014.9.11 「アカデミックハラスメント防止講演会」受講（職員ユニット主催）
2014.9.17 ウェブページの更新
2014.9.19〜 Full-HoWS（全北海道女性科学者研究活動推進協議会）の打ち合わせのための北海道大学と日程調整（メール）
2014.9.22 「大学の地域貢献度に関する全国調査」へ回答
2014.9.22 ウェブページの更新
2014.9.24 ウェブページの更新
2014.10.1〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2014.10.15 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」三角ポップ設置（学生食堂、教育・研究 1 号館 1F〜3F ピ
ロティー）、ポスター設置（図書館、生協）
2014.10.15 北海道大学女性研究者支援室　望月室長、深谷特任助教が Full-HoWS 打ち合わせのため来学
2014.10.16 学生室へ父母懇談会配布用のニュースレター「ダイバーシティ通信創刊号」を送付（450 枚）
2014.10.22〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2014.10.24 豊橋科学技術大学へ出張する先生のリクエストによりニュースレター「ダイバーシティ通信　創刊号」（100
枚）とユニット掲載新聞記事の一覧を提供
2014.10.24 在学生セミナーで「ダイバーシティ通信創刊号」を配布（230 枚）
2014.10.27 日経グローカル「大学の地域貢献度に関する全国調査 2014」調査協力
2014.10.30 「キャリア形成のためのランチセミナー第 2 回」開催（タイトル「仕事に活かされている大学院時代の経験」
講師：株式会社　日建設計ファシリティソリューション部　佐藤　京子氏）〔10 月 31 日室蘭民報掲載〕
2014.10.30 室蘭市 2014 年度まちづくり協議会主催の、室蘭市独自の子育てフリーペーパー「こらん」作成のための
「子育て応援ワークショップ」に参加（貞許）
2014.10.31 在学生セミナーで「ダイバーシティ通信創刊号」を配布（230 枚）
2014.11.10 高校生対象の大学案内掲載の原稿作成
2014.11.12〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2014.11.13 大学院広報用のパンフレットの追加として、ロールモデル集の予告編を全教職員へ送信
2014.11.14 女子トイレ不足の声があり、男女トイレ数・これまでの増設経緯・今後の予定について報告依頼（施設グ
ループ）
2014.11.14 在学生セミナーで「ダイバーシティ通信創刊号」を配布（230 枚）
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2014.11.19 学長と女性研究者の懇談会開催（学外からの協力者：国立大学法人　鳴門教育大学准教授　Elizabeth Yo-
shikawa 氏）〔11 月 20 日室蘭民報掲載〕
2014.11.20 妊娠中の教員への駐車証発行依頼（財務グループ）
2014.11.21 教職員のためのトップセミナー 2014 開催（タイトル「グローバル経営とダイバーシティ推進」講師：日本
IBM 取締役副社長執行役員　下野　雅承氏）〔11 月 22 日室蘭民報掲載〕
2014.11.26 「2014 年女性研究者支援事業シンポジウム」（東京）参加（貞許・乙川）
2014.11.28〜 Full-HoWS 連携機関連絡協議会の日程・協議事項を北海道大学と打ち合せ（メール）
2014.12.2 男女共同参画関連の学内配布記事とユニット掲載新聞記事を文科省片岡氏、JST 林氏、JST 山村氏、JST 園
田氏へ送付
2014.12.3 育児休業取得予定教員の要望について学長・理事へ相談
2014.12.4〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2014.12.8〜 ウェブページのリニューアルのための打ち合わせ
2014.12.11 ウェブページの更新
2014.12.12 男女共同参画関連記事の全教職員へ配信するためのイントラネット公開の許諾申請（朝日新聞、読売新聞、
毎日新聞）
2014.12.16 北海道大学で開催された Full-HoWS 連携機関連絡協議会出席（貞許・乙川）
2014.12.17 ロールモデル集作成のための打ち合わせ（メール）
2014.12.19 女性トイレ増設の要望の追加をうけて、学長・理事・施設課へ相談
2014.12.19 育児休業取得予定博士研究員の要望について学長・理事へ相談
2014.12.25 妊娠中の教員へ依頼されていた参考図書発送（学内便）
2014.12.25 東京でロールモデル集作成のための打ち合わせ（貞許）
2014.12.25〜 ロールモデル集作成のための打ち合わせ・資料提供・編集（メール・電話）
2015.1.5 ロールモデル集作成協力者へ写真提供依頼（メール）
2015.1.5 ウェブページのリニューアルのためのデザイン案の修正依頼（メール）
2015.1.5 室蘭市 2014 年度まちづくり協議会主催の、室蘭市独自の「イクメン」「子育てライフ」の特集ページ用の資
料作成
2015.1.6 男女共同参画に関する参考記事を全教職員へイントラネット配信
2015.1.6 室蘭市 2014 年度まちづくり協議会主催の、室蘭市独自の「イクメン」「子育てライフ」の特集ページ用の資
料作成・送付
2015.1.6〜 ウェブページのリニューアルのための打ち合わせ（電話）
2015.1.9 ロールモデル集デザイン発注書をヴィスプロへ送信（契約室）
2015.1.14〜 新聞から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（76 部）
2015.1.20 平成 26 年度課題管理報告書提出（職員ユニット）
2015.1.22 北海道大学 Full-HoWS と連携の英語ワークショップ受講者受付案内を全教員へ送信
2015.1.26 Y 棟女子トイレ増設とテクノアゴラ女子トイレ改修について要望を上げる
2015.1.26 平成 26 年度第 2 回男女共同参画推進室会議開催
2015.1.26 ロールモデル集校正（紙）届く
2015.1.27 大学会館 2 階手摺に転落防止のための、アクリル板設置の要望を上げる
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2015.1.28 平成 27 年度男女共同参画推進室予算案提出（職員ユニット）
2015.1.28 ロールモデル集校正（紙）届く
2015.2.2 平成 27 年度事業計画書提出（職員ユニット）
2015.2.2〜 新聞から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（76 部）
2015.2.9 男女共同参画関連記事の全教職員へ配信するためのイントラネット公開の許諾申請（朝日新聞、読売新聞）
2015.2.9 男性教員からの育児休暇取得についての問い合わせに対応
2015.2.9 ロールモデル集校正（紙）届く
2015.2.10 同窓会誌「モ・ルラン 58 号」掲載原稿提出
2015.2.12 ロールモデル集用の写真データの使用申請書を広報室へ提出
2015.2.13 女子トイレ改修の要望があがっていたテクノアゴラを見学
2015.2.13 テクノアゴラ担当部署と使用している教員から聞き取り調査
2015.2.13 テクノアゴラの環境整備について要望を上げる（地域連携ユニット）
2015.2.17 新年度施設アメニティー委員会委員へ女性研究者を推薦
2015.2.18 「学長の退任に伴う御礼の会」時の託児受付案内配信
2015.2.20 メンター制度導入とメンター指名受付開始のご案内を全教員へ送信
2015.2.20〜 北海道大学 Full-HoWS と連携の英語指導の打ち合わせ
2015.2.23 ウェブページリニューアル
2015.2.23 ウェブページリニューアルで男性用育児休暇等の資料へのリンク掲載
2015.2.23〜 新聞から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（76 部）
2015.2.23 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.2.25 大学トップページのお知らせへ「ホームページリニューアル」の案内掲載
2015.2.26 男女共同参画に関する参考記事を全教職員へイントラネット配信
2015.3.2 女性教員よりメンター指名 1 件受付
2015.3.3〜 ニュースレター「ダイバーシティー通信第 2 号」作成・編集
2015.3.5 女性教員よりメンター指名 1 件受付
2015.3.12 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.3.12〜 平成 27 年度 4 月開催キャリア形成のための「ランチセミナー第 3 回」講師と打ち合わせ（メール・電話）
2015.3.13 「蘭岳 132 号」掲載原稿提出、校正
2015.3.18 北海道大学 Full-HoWS 英語ワークショップに本学教員が参加
2015.3.19 「退職教職員送別会」の託児実施
2015.3.19〜 新聞から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（76 部）
2015.3.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシ作成
2015.3.23 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシ配布
2015.3.24 「学長の退任に伴う御礼の会」の託児実施
2015.3.24 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」のチラシをウェブページへ掲載
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2015.3.26 ウェブページに「育児休業取得時の代替非常勤講師等にかかる経費については、部局ではなく大学として予
算措置される」事を掲載
2015.4.3 ロールモデル集学内用ポスター（A2）作成
2015.4.3〜 ロールモデル集・ニュースレター「ダイバーシティ通信第 2 号」を関係各位へ発送（5,920 件）
2015.4.6 新入学生へニュースレター「ダイバーシティ通信」とデート DV についてのチラシ配布（1,100 枚）
2015.4.8 第三次中期目標・中期計画策定に係る学内説明会に参加し、男女共同参画に関する状況を把握
2015.4.9 全教員に対し、大学院案内リーフレットに関連して「大学院修了のロールモデル集のご案内」送信
2015.4.9 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」三角柱ポップ設置（教育・研究 1 号館 1F〜3F ピロ
ティー、N 棟ピロティー）、ポスター設置（図書館・女子寮）
2015.4.9〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2015.4.14 メンター制と第三次中期目標・中期計画について、担当理事・室長・コーディネーター・事務担当者の四者
で打ち合わせ
2015.4.15 大学トップページのお知らせへ「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」の案内掲載
2015.4.15 全教員に対し、「4 月 24 日（金）学生向けキャリア形成のためのランチセミナー第 3 回のご案内」送信
2015.4.20 大学概要掲載原稿チェック
2015.4.21 全教員および研究員に「Kakenhi Q&A English version」送信
2015.4.24 「キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回」開催（タイトル「プロフェッショナルとして自分らしく生
きる」講師：日本アイビーエム・ソリューション・サービス株式会社　代表取締役社長　福井　素子氏）〔6
月 28 日室蘭民報掲載〕
2015.4.30 平成 27 年度第 1 回男女共同参画推進室会議開催
2015.5.11 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」JST 山村氏の日程
確認
2015.5.11 ウェブページの更新
2015.5.13 ウェブページの更新
2015.5.14〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2015.5.14 国際交流センターより、交換留学生（妊娠初期）の対応について相談、本人への対応 18 日、21 日、25 日、
6 月 1 日、関係者対応 5 月 28 日等
2015.5.19 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」文部科学省科学技
術・学術政策局人材政策課長片岡氏へ出席依頼
2015.5.20 総務（広報）から学内広報誌「Letters from Muroran IT」の特集に関する対応（電話）
2015.5.27 ウェブページの更新
2015.5.27 室蘭市役所より「子育て応援団」への登録依頼に関して担当者の訪問に対応
2015.5.28 関係者（職員ユニット、ものづくり基盤センター長、ロボットアリーナ事業推進室長、地域連携推進グルー
プ）に「室蘭市子育て応援団登録に関してのお願い」送信
2015.6.3 男女共同参画推進室ポスター（A1）作成
2015.6.5 「国立大学フェスタ 2015」活動計画書提出
2015.6.9 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」講演の講師依頼
2015.6.15 「北海道大学主催：女性研究者のリーダーシップ研修及び英語プレゼンセミナー」を学内女性研究者へ案内
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2015.6.17 FD ワークショップ（宿泊研修）への育児・介護を抱える教員の参加支援について意見提案（メールおよび
電話）
2015.6.18 学長と女性研究者の懇談会開催〔6 月 19 日室蘭民報掲載〕
2015.6.18 大学トップページのお知らせへ「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」の案内掲載
2015.6.19 ウェブページの更新
2015.6.22〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（75 部）
2015.6.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」三角柱ポップ設置（学生食堂、教育・研究 1 号館 1F〜3F
ピロティー、N 棟ピロティー）、ポスター設置（図書館）
2015.6.22 全教員に「6 月 29 日ランチセミナー（学生・院生対象）のご案内」
2015.6.22 広報室会議への意見・提案（メール会議送信）
2015.6.24 ウェブページの更新
2015.6.25 男女共同参画関連の学内配布記事とユニット掲載新聞記事を文科省柿田氏、JST 林氏、JST 山村氏、JST 園
田氏へ送付
2015.6.27 インフォメーションキャラバンのパネルと資料提供
2015.6.29 「キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回」開催（タイトル「ママと宇宙エンジニアと大学院生」講
師：国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）有人宇宙技術部門有人宇宙技術センター　主任開発
員　永松　愛子氏）〔6 月 30 日室蘭民報掲載〕
2015.6.30 平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係る平成
26 年度分予算の額の確定調査
2015.7.1 ウェブページの更新
2015.7.1〜 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」の講師等、各種準
備打ち合わせ
2015.7.3 ウェブページの更新
2015.7.8〜 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 3 号」作成
2015.7.9 ウェブページの更新
2015.7.9 全教職員へ「公的広報におけるジェンダー表現とメディアリテラシー」、「教職員のためのトップセミナー
2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」の開催案内、「会議は 9 時から 17 時の間での開催を
原則とすること」、「毎週金曜日は定時一斉退勤日」の周知について配信
2015.7.14〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（79 部）
2015.7.14 平成 26 年度の女性研究者支援ユニット居室の利用状況等を職員ユニットへ報告
2015.7.14〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」の講師と打ち合わせ（メール）
2015.7.22 女性研究者へ支援員配置の必要性の有無の確認
2015.7.22 新規支援員配置希望の女性教員が来室し今後について相談
2015.7.22 ウェブページの更新
2015.7.22〜 ライフイベント期の研究者支援による支援員新規配置のための各種手続きと打ち合わせ
2015.7.23 女性教員（夫の介護中）へ事務補佐員の支援員申請受付
2015.7.23 オープンキャンパス用ニュースレターを入試ユニットへ提出
2015.7.28 ウェブページの更新
2015.7.29 Y 棟女子トイレ増設について施設グループのコーディネーターと現場確認
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2015.7.29 新規支援員配置希望者が来室し今後について相談
2015.7.29 ウェブページの更新
2015.7.29 平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に係る平成
26 年度分予算の額の確定調査の資料修正
2015.7.30 Y 棟女子トイレ増設までの対応として 1 階多目的トイレ使用を促す案内を掲示
2015.7.31 ウェブページの更新
2015.8.3〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（79 部）
2015.8.3〜 平成 27 年度ベビーシート・ベビーキープ設置の打ち合わせ（3 箇所）
2015.8.4 ウェブページの更新
2015.8.5 ウェブページの更新
2015.8.7 新規支援員配置希望者が来室し申請書提出
2015.8.7 新規支援員配置希望者から問い合わせの連絡
2015.8.7 ウェブページの更新
2015.8.17 北海道大学女性研究者支援室で 8 月 31 日に拠点型事業として開催する「第 2 回英語で研究発表会」を学内
メールで女性研究者に案内
2015.8.17〜 メンター制試行のための打ち合わせと利用申請受付
2015.8.24 メンター制試行について伊藤理事、木幡室長、貞許コーディネーター、職員ユニット宮下ユニットリー
ダー、職員ユニット田嶋スタッフと確認
2015.8.27 男女共同参画推進室員へ「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポ
ジウム」のポスター配布
2015.8.31〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（79 部）
2015.8.31 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」のチラシを大学内
の各所属長等に配布（79 部）
2015.9.1 ウェブページの更新
2015.9.2 メンター制試行の体制が整ったため、希望者へ案内メールを送信
2015.9.2 平成 26 年度実績報告書の修正内容を職員ユニットへ提出
2015.9.4 「ダイバーシティ通信第 3 号」「ロールモデル集」「トップセミナー 2015」のチラシ・ポスターを発送 1848
箇所（大学、高校、関係機関）
2015.9.10 「ダイバーシティ通信第 3 号」を発送 3447 箇所（高校）
2015.9.11 授乳室整備のための打ち合わせ（総合事務機）と改修工事（鍵設置）
2015.9.14〜 国際交流センターと交換留学生（妊娠中）に関する対応
2015.9.18 第三次中期目標・中期計画、年度計画、実績一覧（H25〜H27）の平成 27 年度進歩状況欄を職員ユニットへ
報告
2015.9.18 「大学の地域貢献度に関する全国調査」について男女共同参画推進室女性研究者支援ユニットによる取り組
みを地域連携ユニットへ報告
2015.9.24 授乳室整備のため打ち合わせ（総合事務機）
2015.9.24 ウェブページの更新
2015.9.25 ウェブページの更新
2015.9.28 ウェブページの更新
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2015.9.28 大学トップページのお知らせへ「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」の案内掲載
2015.9.29 豊橋技術科学大学男女共同参画推進室の中野学長補佐、上田人事労務室長、山口職員係長が来学し情報交換
2015.10.1〜 研究支援員配置に関する手続き等学内調整
2015.10.1〜 妊娠中の研究員に関して国際交流センターと協力して支援および報告書作成
2015.10.2〜 女子トイレ改修希望の再提案
2015.10.2〜 メンタリングの日程調整と事後手続き
2015.10.2〜 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」の講師と日程調整等打ち合わせ（メール、電話）
2015.10.5 ベビーシート・ベビーキープ設置の学内調整
2015.10.5 メンター制導入の事務調整
2015.10.5 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」三角柱ポップ設置（学生食堂、教育・研究 1 号館 1F〜3F
ピロティー、N 棟ピロティー）、ポスター設置
2015.10.6 ウェブページの更新
2015.10.7〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2015.10.7 学生室へ父母懇談会配布用のニュースレター「ダイバーシティ通信第 3 号」を送付（400 枚）
2015.10.7 北大主催セミナーのネット中継の学内周知と視聴
2015.10.13〜 「トップセミナー 2015」講師（担当者）との打ち合わせ（メール、電話）
2015.10.15〜 成果シンポジウムの会場設営などの各種打ち合わせ
2015.10.16 ベビーシート・ベビーキープ設置の学内調整
2015.10.16 大学ブログへの情報提供調整
2015.10.19 ベビーシート・ベビーキープ設置の学内調整
2015.10.19 北大主催セミナーのネット中継の学内周知と視聴
2015.10.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回」開催（タイトル「工業大学出身ならではの経験と仕事と
は？」講師：福岡工業大学　工学部　生命環境科学科　准教授　桑原　順子氏）〔10 月 22 日室蘭民報掲載〕
2015.10.20 名古屋工業大学男女共同参画推進センター乙部コーディネータと電話で情報交換
2015.10.21 女性教員の子の託児支援実施
2015.10.21〜 子育て中の男子学生のためのシッター代支援等の相談に対応
2015.10.22 子育て中の女性研究者からの相談に対応
2015.10.22 ウェブページの更新
2015.10.27 北海道大学で開催された Full-Hows 連絡協議会とシンポジウムに出席（貞許、乙川）、貞許はパネリストと
して本学の取組みを紹介
2015.10.30 男子学生の子の託児支援実施
2015.11.2 授乳スペース利用者来室
2015.11.4〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2015.11.6 北大主催の英語セミナーの学内周知
2015.11.6 北大主催のダイバーシティ研修の学内周知
2015.11.10 英語セミナー日程調整、実施
2015.11.11 大学図書館へ関連図書推薦の情報提供
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2015.11.12 「トップセミナー 2015」講師および学長とコーディネーターで情報交換会
2015.11.12 国立大学協会　男女共同参画の推進状況に関する調査の協力
2015.11.12〜 教授会忘年会時の託児調整と周知
2015.11.13 女性教員の子の託児支援実施
2015.11.13 「教職員のためのトップセミナー 2015・女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム」開催（講演「多様
性を受け止められるキャパシティ」講師：㈱日本レーザー代表取締役社長　近藤　宣之氏）〔11 月 14 日室
蘭民報掲載〕
2015.11.14 男子学生の子の託児支援実施
2015.11.16 英語セミナー日程調整、実施
2015.11.19 ウェブページの更新
2015.11.20 ウェブページの更新
2015.11.25〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2015.11.26 ウェブページの更新
2015.11.27 ウェブページの更新
2015.12.6〜 広報との打ち合わせ（大学の室蘭民報への大学広告等について）
2015.12.7 ウェブページの更新
2015.12.10 平成 27 年度　第 2 回男女共同参画推進室会議開催
2015.12.11 室蘭民報掲載の大学広告の原稿修正に協力
2015.12.14 科学技術人材育成費補助事業合同シンポジウム出席（貞許、乙川）
2015.12.17 室蘭民報掲載の大学広告の原稿修正に協力
2015.12.17 女性教員の子の託児支援実施
2015.12.18 メンター制導入の事務調整
2015.12.21 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」（3 月発行予定）の原稿依頼
2016.1.8 ウェブページの更新
2016.1.5〜 「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」作成
2016.1.6〜 プロジェクト報告書作成
2016.1.6〜 平成 28 年度支援員配置の継続の必要性について調査・確認
2016.1.7〜 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」の原稿作成
2016.1.12〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2016.1.14 教員よりサポート内容についての問い合わせ
2016.1.18 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼
2016.1.18 「トップセミナー 2016」学内日程調整等
2016.1.18 全教職員にイントラネットで男女共同参画推進に関するアンケート協力のお願い送信
2016.1.19 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ
2016.1.19 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」学内日程調整等
2016.1.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼
2016.1.20 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」学内日程調整等
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2016.1.20 本学 WEB ページ「センター等」から男女共同参画推進室へのリンク掲載依頼
2016.1.20 全教職員へ「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」配布
2016.1.21 室長と事業計画について打ち合わせ
2016.1.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」講師依頼
2016.1.22 「キャリア形成のためのランチセミナー第 7 回」学内日程調整等
2016.1.22〜 平成 28 年度予算案作成
2016.1.26 平成 28 年度メンターセミナー講師との打ち合わせ
2016.1.27 平成 28 年度メンターセミナー講師との打ち合わせ
2016.1.27 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ
2016.1.28 「キャリア形成のためのランチセミナー第 6 回」講師との打ち合わせ
2016.1.28 平成 28 年度メンターセミナー講師との打ち合わせ
2016.1.29 女性教育会館女性教育情報センターからの送付依頼で「ロールモデル集」と「ダイバーシティ通信」を発送
2016.2.1〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2016.2.2 ウェブページの更新
2016.2.3 ウェブページの更新
2016.2.3 北海道胆振振興局開催の「デート DV・性暴力防止に関する研修会」出席
2016.2.4 広報からの学内誌の女子寮関係の記事チェック依頼に対応
2016.2.4 北海道大学開催の「タイムマネジメントセミナー」を全教職員へ案内
2016.2.4 女性教職員交流会の案内送信
2016.2.5 「トップセミナー 2016」講師依頼
2016.2.9 JST 実施課題の調査分析のためのアンケート　回答
2016.2.10 室長・担当理事と新年度の予算について打ち合わせ
2016.2.12 「平成 27 年度男女共同参画推進に関するアンケート」集計
2016.2.16 北海道大学「Leadership Seminar for female researchers “LEADING WITH CONFIDENCE”」に 2 名参加
2016.2.18 科学技術振興機構の業務運営に関する満足度調査　回答
2016.2.19 女性教職員交流会開催
2016.2.23〜 新聞・雑誌等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2016.2.23 室蘭市「子育て応援団」の登録
2016.2.29 ウェブページの更新
2016.3.4 教授会終了直後に「学内メンター制度」導入に関する説明会　開催
2016.3.18 JST 現地訪問調査
2016.3.22〜 新聞・雑紙等から男女共同参画の関連記事を大学内の各所属長等に配布（80 部）
2016.3.22 ニュースレター「ダイバーシティ通信第 4 号」発行、ウェブページの更新
2016.3.30 平成 27 年度第 3 回男女共同参画推進室会議開催
2016.3.31 「平成 25 年度 ― 27 年度活動報告書」発行
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　当日は、男女共同参画推進室長木幡教授の司会により空閑学長の開会挨拶、来
賓挨拶で始まりました。まず女性研究者支援ユニットコーディネーター貞許特任
教授からのプロジェクト成果報告、本プロジェクトで研究支援員の配置をうけた
清末准教授からの報告、次に日本レーザー社長の近藤氏から「多様性を受け止め
られるキャパシティ」というタイトルで講演がありました。日本レーザーは2013
年 3 月に経済産業省「ダイバーシティ経営企業100選」全国43社に入選その他
数々の受賞があり、多様性を生かしていく近藤社長の手法が注目されています。
講演後は、科学技術振興機構(JST)の山村プログラムオフィサーの挨拶に引き続
き、伊藤理事の閉会挨拶で締めくくられました。
JST山村プログラムオフィサー挨拶
「ただいま、近藤社長の日本レーザーのすばらしいお話を
伺ったのですけれども、室蘭工業大学も非常にすばらしい成
果を上げていただきました。私どもは、当初、課題採択にな
りましたときに、女性研究者の在籍率が1.2％ということで、
正直、どうしようかなと思ったのですけれども、１年目に
伺ったときに既に最下位は脱したというお話を伺いまして、
その後も順調に女性教員の採用を進めていただきました。
　一方、環境整備、意識改革、次世代育成と非常にバランスよく進めていただきま
して、私どもは 3 年間で非常によい成果を上げていただいたと思っています。これ
もひとえに学長の強いリーダーシップ、そして、部局の先生方のご尽力のたまもの
だと考えています。また、コーディネーターの先生に非常に活躍していただきまし
て、よく取りまとめていただいたと思っております。
　この事業は 3 年間の事業ですけれども、事業の終了後は機関で自主的に取り組み
を継続、さらに発展させていただくことになっておりますので、補助金が切れまし
たときが縁の切れ目ということではございませんで、このすばらしい取り組みを今
後も継続、発展させていただきたいと思います｡」
閉会挨拶（伊藤理事）
　「・・・今日聞いて、日本レーザーの会社のすばらしさは
よくわかりました。その中を支えているのはダイバーシティ
であることもわかりました。私たちができることも中にはあ
るのではないかというヒントをいただいたような気がします。
教職員の皆様と、これからダイバーシティの大学として成功
するように努めたいと思います。今日のような会がこれから
もっといろいろな形で展開できるようにできればと思います。
　基調講演をしていただきました近藤社長、非常に勉強にな
りました。ありがとうございました。それから、本日参加していただきました皆様、
ありがとうございました。皆様と一緒に学長のリーダーシップのもとで男女共同参
画に恥じないような大学にしてもらいましょうということで私の挨拶とさせていた
だきます。」
第4号　2016年3月
学長からメッセージ
　これからの日本の社会、産業の発展には多
様な人材の活躍が欠かせません。本学の第一
のミッションである自走力のある高度な科学
技術者を育てることに関しても、女性教職員、
女子学生の皆さんや外国人教職員、留学生を
含めた多様性のある人材が切磋琢磨して活動
していくことがより重要となると考えていま
す。
　本学の女性教員の割合は平成24年度では全国86の国立大学で最
下位の2.7%( 5 名)でしたが、26年度には5.3%(10名)まで増加し最
下位を脱出しました。平成27年 5 月では7.7%(15名)まで増加して
います。これは女性限定公募による増加だけではなく、｢優秀な人
を選んだら結果的に女性だった」という例も複数含まれています。
また、女子学生の活躍に目を向けると，学業成績はGPAでみると
女子学生のほうが全体の平均よりもやや高く、サークル活動，イ
ンターンシップ・海外研修等への参加も積極的です。次の段階と
しては、学生の出口、すなわち皆さんの就職分野を広げていくこ
とが肝要と考えております。学部や大学院を修了して活躍してい
けるような雇用の場を地域とともに作り上げていく取組みが始
まっています。
　平成25年度に選定された文部科学省「科学技術人材育成費補助
事業女性研究者研究活動支援事業(一般型)」のプロジェクトは27
年度まででしたが、28年度からはさらに本学全体での取組みとし
て、性別や国籍に関わらず教職員・学生が活動しやすい環境を整
えてまいります。
　　　　　　国立大学法人 室蘭工業大学 学長　空閑 良壽
ものづくりと男女共同参画
　若い頃から工学やものづくりに触れることは後の進学や
就職に対して大きな影響を持つことから、これまで私はも
のづくりに触れる機会をさまざまな形で提供してきました。
「ものづくり教室」は、小中学生にものづくりを体験させ
ることによって、ものづくりの興味を沸かせ、理科本来の
楽しさや、人と協力し合い製作するコミュニケーション能
力、さらに一つのものを完成させることによる達成感を味
わわせることを目的としています。また、「理系女子応援
プロジェクト」では、女子高校生を対象にものづくり体験のほか製造業の現
場見学、本学女子学生との懇談の機会を与えることで、女性は理系に向いて
いないといった誤ったイメージを払拭することに努めてきました。
　平成27年に本学は文部科学省「地(知)の拠点大学による地方創生推進事業
(COC＋)」に採択されました。『｢ものづくり・人材」が拓く｢まち・ひと・し
ごとづくり｣』と称して、道内のものづくり系大学・高専を中心に産学官金の
連携により、教育カリキュラムの改革や雇用創出に取り組み、若者定着・地
元就職率の向上を図るという 5年間のプロジェクトです。｢ものづくりのまち
｣に拠点をおく室蘭工業大学は、未来をひらく科学技術者を育てるとともに、
人間・社会・自然との調和を考えた創造的な科学技術研究を展開し、地域社
会、さらには国際社会における知の拠点として、豊かな社会の発展のために
より一層の地域貢献を目指しています。
もの創造系領域 教授　清水 一道
（ものづくり基盤センター長、地域共同研究開発センター長）
報告「ライフイベント期の研究支援制度を利用して」（清末准教授）
講演(日本レーザー 社長 近藤宣之氏) 　　　　　来賓挨拶
（文科省 人材政策課長 柿田氏）
　講演：「多様性を受け止められるキャパシティ」　
　講師：株式会社日本レーザー 代表取締役社長　近藤 宣之 氏
　2015年11月13日（金）  14:30‒16:00　大学会館 多目的ホール　
開催しました：
教職員のためのトップセミナー2015・
女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム（国立大学フェスタ2015）
　今年のトップセミナーは、 3 年間の「平成25年度 文部科学省 科学技術人材育
成費補助事業 女性研究者研究活動支援事業(一般型)」プロジェクト最終年度に
あたることから、女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウムと併催で開催し
ました。約50名の参加がありました。
　このシンポジウムの様子は14日(土)の室蘭民報朝刊で紹介されました。 
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国立大学法人 室蘭工業大学
男女共同参画推進室 女性研究者支援ユニット（UFR）
E-mail： ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL： http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
平成 25 年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）
ダイバーシティ通信　第 4号（2016年3月）
北海道室蘭市水元町27番 1 号（A331室）
〒050-8585
TEL： 0143-46-5194 / FAX： 0143-46-5195
　私は平成26年 4 月に新潟から本学に赴任しました。
直後に夫の病気が見つかり、約 2 ヵ月間手術入院しま
した。その間、私はほぼ毎週末新潟に通っていました。
新しい職場環境で戸惑いながらも、研究代表者をして
いた科研費基盤研究(B)の最終年度で論文執筆、国際
シンポジウムの計画と実行、海外国際会議の研究発表
準備など、てんてこ舞いの毎日でした。
　平成27年 4 月からは私はひと文化系領域長となり、会
議等で忙殺されることになりました。夫は室蘭に住むことになり、要支援１
の認定を受けました。それに伴い、平成27年 8 月から本学の女性研究者支援ユ
ニットからライフイベント期支援員の配置を受けました。事務補佐員の方に
週 2 回（平成28年 1 月から週 3 回） 4 時間ずつ研究室に来ていただき、資料の
整理やスキャニングをしていただくなど大変助かっています。そんな中、11月
に金沢に住む高齢の母が緊急入院、金沢へ飛行機や新幹線で通う日々が続い
ております。事務補佐員の方がいないと全く仕事が回らない状況です。
　遠方に住む親の介護、配偶者の介護、子育ては女性だけでなく男性も関わ
る問題です。女性研究者支援はとても嬉しいのですが、男女を問わない支援
があると逆に女性の社会進出は高まるのではないか、とも思います。特に介
護に関わるライフイベント期はキャリア人生のピークと重なります。スカイ
プ会議などの活用も検討する時期なのかもしれません。
　我が家には、共働きの妻と中学生１人と小学生 2 人
の子供がいます。家庭を持ってから今まで、学生時代と
変わらない研究室中心の生活が続いていたため、子供ら
に対して父親らしいことがあまりできずにいました。お
かげさまで、本支援により、私自身の作業時間を減らす
ことができ、少しずつですが家族と過ごす時間が増えて
きたと実感しています。ありがとうございました。
　本支援では派遣社員の方を配置して頂き、研究室内で
行っている様々な作業のマニュアル化を中心に作業して頂きました。これまで
は、機器の操作や実験の手順を文章化したマニュアルがありませんでしたが、
学生さんを臨時補助員に雇用する際にスムーズに作業内容を伝えるにはマニュ
アルが非常に有効で、時間短縮になります。次年度以降も継続して作業時間を
短縮するために、本支援の成果物を長期的に利用させて頂きます。
　今後共、ご支援いただけますようお願い申し上げます。
開催しました：
キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回
「工業大学出身ならではの経験と仕事とは？」
10月20日(火）12:00‒12:45　Ａ317室（学生・院生対象）
講師：桑原 順子 氏（福岡工業大学 工学部 生命環境科 准教授）
福岡工業大学の桑原先生を講師に迎え、46
名が参加して開催されました。今回も北海
道大学女性研究者支援室のご協力で北大で
も生中継されました。セミナーの様子は
2015年10月20日の室蘭民報で紹介されまし
た。
参加者の感想から一部をご紹介します。
　まだ１年生だけど、これから先を考える上で貴重な話をきけたと思いました。
特に、研究職に就きながら育児をしたりと女性として大切にしていきたいことも両
立なさっていて素晴らしいなと感じました。ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学部１年・女）
他大学の取組み紹介豊橋技術科学大学
  男女共同参画推進室企画「川柳」から
本学では文科省のプロジェクト対象となる研究支援員配置以外にも
大学としてライフイベント期研究者への支援員配置を行ってきました
　　　　　　　　　　　　　　   ひと文化系領域長 教授　松本 ますみ
　　　　　　    くらし環境系領域 助教　馬渡  康輝
ライフイベント期の支援員配置を利用して
　メンタリングとは、若い人のものだと思っていた。
しかし、本学のメンタリング制度は、女性研究者の場
合、職種や年齢を問わず誰でも利用できるという。私
はまったく若くはないが、研究室の主宰経験がないと
ころに、ゼミ生を預かることとなった身にとっては、
大変ありがたい制度である。
　メンターは千葉大学の名誉教授にお願いした。この
先生には、20年以上も一緒に研究を行っている関係上、
どんなにつまらない質問でも遠慮なくできる。コース長や学科長では｢上司｣
といった感が否めず、さすがにこうはいかない。
　しかしながら、上手くいっていない点もある。メンターに会えば、互いの
近況報告から、いつしかメンタリングに入り、その後、脱線と復帰を繰り返
す。メンタリング時間は原則１回１時間。しかし、実際は 3 時間。正味も 1
時間では収まらない。また、メンターの定年により研究室がなくなった。メ
ンタリング場所は、街中のカフェでもOKなのか。
　緒に就いたばかりの制度故であるが、課題は残る。
　私は、昨年 3 月に学位を取得し、 4 月に室蘭工業大
学に赴任しました。学生から教員へと立場が変わり、
この一年は毎日直面する新しいことに対応するのに手
一杯になっていました。そのような中で、女性研究者
支援ユニットのメンター制度試行を知り、制度を利用
させていただきました。
　相談相手を自身で依頼できることは、メンター制度
の利点の一つです。私は、学部・修士時代の恩師に相談相手を依頼しました。
10月に行ったメンタリングでは、私自身の研究や大学での生活などを話し、恩
師の経験談や研究室、授業等で実践していることなどを伺う中で現状と将来
に向けてのキャリアプランについて助言をいただきました。付き合いが長く、
私の性格を分かったうえで厳しいことを言って下さるので大変感謝していま
す。頂いた助言によって、数年先，数十年先を見て、研究・教育活動に取り
組もうと気持ちを立て直すことができました。日々生活をしてみると今だけ
を見てしまいがちですが、メンター制度の利用が、自分の将来像とそれを実
現するために現状＋αの今やるべきことを確認するよい機会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　 くらし環境系領域 准教授　内海 佐和子
もの創造系領域 助教　瀧田 敦子
メンタリング制度試行を利用して
　今年度、英語の論文( 1 本)と英語での発表( 2 回分)
を準備するため、本学の女性研究者支援ユニットの
「英語セミナー」制度を利用させて頂きました。まず
は貞許先生を介して、英語論文の原稿と発表のスライ
ドを講師の先生に送りました。およそ 3 ～ 4 日で
チェックされた原稿が返って来ま した。英文添削だけ
ですと細かいニュアンスなどがうまく伝わらないこと
があるのですが、数日後に講師の先生が研究室に来て
くださって、チェックした箇所をなぜ直したのか等を含め、マンツーマンで
教えてくださいました。その際、たくさん質問する事が出来、大変勉強にな
りました。英語の論文と同様、発表のスライドもチェックしていただき、実
際先生の前で発表する練習もできました。
　今まで英語は、自分で辞書や参考書を頼りに書いたりネイティブの方に
チェックしてもらったりしていましたが、今回は女性研究者支援ユニットの
お陰で、より完成度の高い英語論文を作成し発表することができ、私自身の
英語能力も向上しました。心より感謝しております。
                                                          　ひと文化系領域 准教授　曲 明
英語セミナーを利用して
開催予告：
キャリア形成のためのランチタイムセミナー第 6 回
「現職教員を退職して
　－大学院修士課程、博士課程で学ぶことの意義－」
6 月 1 日(水）12:00‒12:45　A317室
　　　　　　　　　　　　　（学生・院生対象）
講師：須賀 朋子 氏
（学校法人 酪農学園大学 教育発達心理学研究室 准教授）　
　今回の講師は、中学英語教諭を経て、その経験も生かして大学院修士・博士
課程で研究を深め大学教員となった須賀先生です。専門であるデートDV(ドメ
スティック・バイオレンス)予防啓発に関するお話も交えて、大学院で学ぶ意
義についてお話しいただく予定です。
　氏名・学科(コース)・学年・E-mailアドレスを添えてUFRまでお早めにお申
込みください。申込み締切りは 5 月31日(火)です。
※今回はお弁当は出ませんが、お持込で飲食できます。男性の方もぜひご参加
　ください。
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平成2４年10月11日発行　室蘭工業大学広報室　編集
〒050-8585　室蘭市水元町27-1
TEL.01４3-４6-502４
E-mail:koho@mmm.muroran-it.ac.jp
［ホームページURL］http://www.muroran-it.ac.jp
航空宇宙システム工学専攻における
　実践的研究・教育の現状
国際交流センターの活動
室蘭工業大学男女共同参画推進への取り組み
室蘭工業大学男女共同参画推進への取り組み
高速軌道走行実験
ヨーロッパ語学研修
男女共同参画推進室　室長
教　授　　木　幡　行　宏
現在，我が国の経済，教育，政治及び保健分野での男
女間格差は，世界経済フォーラムの発表（2011年11月）
によると，135ヶ国中，９８位であり，国際的には，女性
の社会進出が遅れている国と見なされています。また，
研究者に占める女性割合は，内閣府による平成23年度版
男女共同参画白書によれば，13.6%となっています。こ
れは，１位のラトビア（52.4％），1８位の米国（34.3％），
さらには，韓国の14.９％に比べても，大変，少ない状況
になっています。このような背景から，我が国では，第
4 期科学技術基本計画（平成23－27年度）の中で，女性
研究者活躍促進の数値目標を，工学系で15％と明示して
います。
本学では，この数値目標に少しでも近づけるべく，平
成21年度に教職員からなる室蘭工業大学男女共同参画推
進プロジェクトチームを設置し，男女共同参画に向けた
活動方針の検討や，本学における現状の問題点の把握，
教職員や学生を対象にしたアンケートを実施しました。
プロジェクトチームの検討結果に基づいて，平成22年10
月に，男女共同参画推進室を設置しました。
男女共同参画推進室は，教職員からなるメンバー構成
として，本学における男女共同参画推進の基本方針を策
定するとともに，年間事業計画に基づいて，男女共同参
画に関する活動を積極的に推進しています。具体的なこ
れまでの取組として，男女共同参画の重要性を教職員に
啓発する目的で，先進的な取組を実施している他大学の
女性教員を講師として招いて，教職員対象の男女共同参
画セミナーを開催したり，本学の女子学生を対象として，
女性研究者や女性大学教員によるロールモデルを紹介す
るセミナー（写真１）を開催してきました。
本学は工業大学であることから，女子学生が少ない状
況にあったためか，女子トイレ数が少なく，また，女子
寮もない状況にありました。しかし，10年前に比べると，
女子学生が増加してきたこともあり，これらの施設の充
実が求められるようになってきました。これらの要望に
応えるため，平成22年度の改築時には，女子トイレの設
置数を大幅に増やすとともに，平成23年10月には，待望
の女子学生寮（明凛館）（写真 2）を新設しました。
今後は，さらなる男女共同参画の推進に向け，女性教
員の悩み相談や情報交換の場として，道内国立大学女性
教員ネットワークの構築を計画しています。また，女性
教職員の積極的な採用・昇進を行うための具体的な方策
の検討や女性研究者の裾野拡大をめざして，理工学分野
に興味を持つ女子学生への働きかけを強化するとともに，
女子学生の大学院進学率向上や研究者を志す女子学生に
対する支援のための具体的な方策を検討していく予定で
す。さらに，これまで，本学では，女子高校，女子中学
校への出前講義の実施を行ってますが，今後も，このよ
うな出前講義を継続して実施し，理工学分野に興味を持
つ女子学生を育成していきたいと考えています。
四季報　室蘭工業大学
Autumn 2012 No.46
写真１　女子学生を対象とした男女共同参画セミナー
写真 2　女子学生寮（明凛館）
室蘭工業大学四季報 Autumn2012 No.46 より
チラシ裏面（2014 年 4 月発行）
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　室蘭工業大学は平成 22 年 10 月に男女共同参画推進室を設置しました。25 年 9 月には、「平成 25
年度 文部科学省 科学技術人材育成費補助事業 女性研究者研究活動支援事業（一般型）」に選定されま
した。本事業は、「女性研究者がその能力を最大限発揮できるよう、出産・子育て等のライフイベント
と研究を両立するための環境整備を（大学が主体となって）行う取組」を文部科学省が支援するとい
うものです。この選定をうけて本学では、新たに、男女共同参画推進室に女性研究者支援ユニットを設置しました。
準備期間を経て、26 年 3 月から本格的に活動を開始し、本年度で足かけ３年度目となります。女性教員の数も順
調に伸びています。室蘭工業大学の新たな取り組みにどうぞご期待ください。　　　　　学長　空閑　良壽
平成25年度文部科学省科学技術人材育成費補助金 女性研究者研究活動支援事業（一般型）
国立大学法人　室蘭工業大学
男女共同参画推進室
女性研究者支援ユニット（UFR）
〒050‒8585　北海道室蘭市水元町27番 1 号
TEL：0143‒46‒5194　FAX：0143‒46‒5195
E-mail：ge_ufr@www.muroran-it.ac.jp
URL：http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/
●キャリア形成のためのランチセミナー第 3 回
　（4月24日）
●学長と女性研究者の意見交換会
　（6月18日）
●キャリア形成のためのランチセミナー第 4 回
　（6月29日）
●キャリア形成のためのランチセミナー第 5 回
　（10月20日）
●教職員のためのトップセミナー 2015・
　女性研究者研究活動支援事業成果シンポジウム
　（11月13日）
平成 27 年度のイベント
　少子高齢化・グローバル化など変化していく社会にあって、本学をさらに発展させ一層の
社会貢献をしていくためには、学内の男女共同参画の推進は避けて通れない課題です。これ
に対応するため、様々な活動を通して本学の男女共同参画を推進しています。
　⑴　教職員・学生の妊娠・育児・介護などのライフイベントにおける支援体制の整備
　　①　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置
　　②　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成、緊急時のタクシー経費の助成
　　③　ライフイベント期の教職員に対する支援
　　　　（自家用車通勤の学内駐車場使用許可手続きの案内等）
　　④　相談受付（Ａ331室で随時受付）
　⑵　男女共同参画を進めやすい環境づくり
　　①　学内施設の充実（おむつ替えシート・ベビーキープの設置等）
　　②　近隣地域との連携（地域に向けた広報、室蘭市「赤ちゃんの駅」への登録等）
　　③　大学関係者への情報提供（Ａ331室における、妊娠・出産・育児・介護と仕事の両立
　　　　に参考となる図書の閲覧・貸出）
　　④　学生向けセミナーおよび教職員向けのセミナー開催
　　⑤　ウェブやニュースレターによる情報発信
■室　　長　　木幡　行宏〔くらし環境系領域・教授〕
■室　　員　　伊藤　綾香〔入学試験グループ入学試験ユニットスタッフ〕
　　　　　　　 太田　　香〔しくみ情報系領域・助教〕
　（五十音順）　  岸本　嘉彦  〔くらし環境系領域・助教〕
　　　　　　　 貞許　礼子  〔くらし環境系領域・特任教授〕
　　　　　　　　　　　　 （女性研究者支援ユニット コーディネーター）
　　　　　　　 関　　千草〔くらし環境系領域・助教〕
　　　　　　　 津川　貴裕〔学生室ユニットリーダー〕
　　　　　　 　永井　真也〔ひと文科系領域・准教授〕
　　　　　　    成田　幸仁〔もの創造系領域・准教授〕
　　　　　　　 古屋　温美〔くらし環境系領域・准教授〕
　　　　　　　 乙川　裕美〔女性研究者支援ユニット特定専門職員〕
　　　　　 　   田嶋　学　  〔総務グループ職員ユニットスタッフ〕
男女共同参画推進室
最近の取り組みが新聞に紹介されました
■担当理事　伊藤　秀範
メンバー
学 長 か ら メ ッ セ ー ジ
2014年10月31日（金）　室蘭民報（朝刊）
2015年4月10日（金）　室蘭民報（朝刊）
2014年11月20日（木）　室蘭民報（夕刊） 2014年11月22 日（土）　室蘭民報（夕刊）
2014年6月22 日（日）　室蘭民報（朝刊）
ポスター（2015 年 6 月発行）
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3―4 ◦学内誌への掲載
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室工大サイエンス
スクールHP公開講座HP
男女共同参画
推進HP
附属図書館のご案内
〒050-8585　室蘭市水元町27-1　　TEL.0143-46-5024
E-mail:koho@mmm.muroran-it.ac.jp　　【ホームページURL】http://www.muroran-it.ac.jp
平成26年10月21日発行　第50号
室蘭工業大学広報室　編集
公開講座・室工大サイエンススクールについて
室蘭工大では大学の施設を開放して、広く地域
の方々を対象に、生涯学習の一環としてさまざま
なテーマによる参加・体験型の公開講座や、地域
の小・中学生を対象に、日常の授業を離れて「科
学技術」や「ものづくり」に興味や関心をもって
もらうための体験型プログラムとして室工大サイエ
ンススクールを実施しています。
実施内容や開催時期については、大学ホームペー
ジに掲載していますので、是非、一度ご覧ください。
公開講座HP
http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/r_so/extension_lecture.html
室蘭工業大学 男女共同参画推進HP
http://www.muroran-it.ac.jp/ge_ufr/index.html
室蘭工業大学教育・研究振興会HP
http://www.muroran-it.ac.jp/syomu2/kkshinkou/index.htm
室工大サイエンススクールHP
http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/r_so/ss_mit.html
http://www.lib.muroran-it.ac.jp/
http://www.facebook.com/MuroranIT.lib
http://twitter.com/MuroranIT_lib/
「赤ちゃんの駅」に登録されました
　室蘭工大はこのたび、室蘭市の「赤ちゃんの駅」
に登録されました。本学は平成26年度春より、男
女共同参画推進の取り組みの一つして、構内の多
目的トイレのうち 3 か所にベビーキープ及びベビー
シートを設置しました。このうち、大学会館設置
部分が室蘭市の「赤ちゃんの駅」として認定され
ました。
　「赤ちゃんの駅」は、子育て家庭の保護者等が
外出しやすい環境を整え、地域全体で安心して子
どもを産み育てやすい環境づくりを推進することを
目的として室蘭市で整備しているもので、乳幼児
を連れて外出した際、おむつ交換や授乳に困った
とき、おむつ交換や授乳場所やミルク用のお湯な
どを提供できる施設です。
　「赤ちゃんの駅」は大学会館１階の多目的トイレ
に設置されていますので是非ご利用ください。
設置場所：室蘭市水元町 37 番 8 号（大学会館）
お問い合わせ先：0143-46-5194
　　　　　　　　（女性研究者支援ユニット）
利用可能時間：月曜日～金曜日、9 時～17 時
（おむつ交換スペ スー：月曜日～土曜日、9時～19時）
　当館は、室蘭工大の学生・教職員のための図書館ですが、学外の
一般の方も利用できます。
　当日の利用のみを希望される場合は、身分証（免許証、学生証等
（国、地方公共団体、学校法人が発行したもの））をご提示ください。
また、図書館利用証を作成しますと、当館資料の貸出もできます。
利用証作成の手続きについては、当館ホームページをご覧ください。
　なお、試験期間につきましては本学学生の利用を優先するため、
座席のみのご利用はご遠慮いただいております。
　当館の最新情報は、開館日・開館時間、利用方法、図書の検索
等はウェブサイトから、新着図書の紹介や各種企画展示・イベント
等は FacebookとTwitter から発信しています。
附属図書館
Twitter
附属図書館
Facebook附属図書館HP
附属図書館Twitter
附属図書館Facebook
附属図書館HP
室蘭工業大学
教育・研究振興会のご案内
　室蘭工大には、「教育・研究振興会」という組織があり、毎年、様々な学
生支援活動を行っています。教育・研究振興会の活動は、教職員、学生の保
護者、企業、卒業生、一般の方々からの募金により運営されており、毎年多く
の方のご支援により支えられています。
　現在、教育・研究振興会では、「成績優秀者への奨学金」「困窮学生のた
めの臨時的生活支援」「社会人博士後期課程学生への奨学金」「国際交流活
動支援」「博士課程学生への支援」を行っており、より多くの学生を支援する
ため、今後も事業を継続して行ってまいりますので、ご支援の程よろしくお願
いします。
　教育・研究振興会への募金や支援事業の報告（振興会だより）は、以下のホー
ムページからご覧いただけます。　
室蘭工業大学教育・
研究振興会HP
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室工大サイエンススクール
「ひらめき☆ときめきサイエンス」
Letters From Muroran IT No.50（2014 年 10 月発行）
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■概　　要
　男女共同参画推進室は平成22年10月に本学の男女共同参画事業の推進を図るため，学長の下に設置されました。
平成25年8月には文部科学省科学技術人材育成費補助事業女性研究者研究活動支援事業（一般型）に採択されたこと
を受けて，新たに女性研究者支援ユニット（UFR）を設置しました。現在，教育・研究１号館A331室で活動中です。
少子高齢化・グローバル化など変化していく社会にあって，本学をさらに発展させ一層の社会貢献をしていくためには，
学内の男女共同参画の推進は避けて通れない課題です。これに対応するため，様々な活動を通して本学の男女共同参
画を推進しています。
■業務内容
（1）教職員・学生の妊娠・育児・介護などのライフイベントにおける支援体制の整備
　①　ライフイベント期の研究者への研究支援員配置
　②　ベビーシッター・シルバーシッター経費の助成，緊急時のタクシー経費の助成
　③　ライフイベント期の教職員に対する支援（自家用車通勤の学内駐車場使用許可手続きの案内等）
　④　相談受付（A331室で随時受付）
（2）男女共同参画を進めやすい環境づくり
　①　学内施設の充実（おむつ替えシート・ベビーキープの設置等）
　②　近隣地域との連携（地域に向けた広報，室蘭市「赤ちゃんの駅」への登録等）
　③　 大学関係者への情報提供（A331室における，妊娠・出産・育児・介護と仕事の両立に参考となる図書の閲覧・
貸出）
　④　学生向けセミナー及び教職員向けセミナーの開催
　⑤　ウェブやニュースレターによる情報発信
男女共同参画推進室
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平成 26 年度　室蘭工業大学概要（2014 年発行）
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■Outline
The Office for Promotion of Gender Equality was established in 2010 and the Unit for Female 
Researchers (UFR) was set up in March 2013. Due to the drastic changes experienced by Japanese 
society, such as decreasing birthrate, aging population, and globalization, the Muroran Institute of 
Technology considers it necessary to promote gender equality in order to accomplish the Institute's 
mission. 
■Operations
(1) Support for staff and students in life events
　①　Staffing of research assistants 
　②　Subsidies to meet the cost of baby-sitting, elderly care, and taxi fares
　③　Permission for the use of parking lots
　④　Consultations by UFR staff in A331 room
(2) Improvements for a gender-equal environment 
　①　Establishment of baby changing stations on campus
　②　Creation of partnerships within the community 
　③　Provision of information (recommended books available in A331 room)
　④　Organization of seminars
　⑤　Dissemination of information (Newsletter, Website, etc.)
Office for Promotion of Gender Equality
32
Muroran Institute of Technology Guide Book 2015（2015 年発行）
162
M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
室蘭工業大学同窓会誌　モ・ルラン　58 号（2015 年 4 月発行）
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3―5 ◦新聞記事
2014 年 6 月 3 日（火）
室蘭民報（夕刊）3面
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2014 年 6 月 5 日（木）
北海道新聞（朝刊）27 面（室蘭）
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2014 年 6 月 22 日（日）
室蘭民報（朝刊）1面
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2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 10 月 31 日（金）
室蘭民報（朝刊）1面
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2014 年 11 月 20 日（木）
室蘭民報（夕刊）1面
2014 年 11 月 22 日（土）
室蘭民報（夕刊）3面
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2015 年 3 月 16 日（月）
室蘭民報（朝刊）15 面
2014 年 12 月 6 日（土）
室蘭民報（朝刊）9面
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2015 年 4 月 10 日（金）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 4 月 28 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 6 月 19 日（金）
室蘭民報（夕刊）1面
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2015 年 6 月 30 日（火）
室蘭民報（朝刊）15 面
2015 年 8 月 11 日（火）
室蘭民報（朝刊）13 面
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2015 年 10 月 22 日（木）
室蘭民報（夕刊）4面
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2015 年 11 月 14 日（土）
室蘭民報（朝刊）15 面
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2015 年 12 月 20 日（日）
室蘭民報（朝刊）10 面
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3―6 ◦図書リスト
著書名 著　者 出版社 年
シアーズ博士夫妻のマタニティブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2003
シアーズ博士夫妻のベビーブック ウィリアム・シアーズほか 主婦の友社 2000
The Baby Book William Sears ほか Thorsons 2005
続　子どもへのまなざし 佐々木 正美 福音館書店 2001
子育てハッピーアドバイス　
〜大好き！が伝わるほめ方＊叱り方〜
明橋 大二 1 万年堂出版 2010
子育てハッピーアドバイス　
〜知っててよかった小児科の巻〜
吉崎 達郎／明橋 大二 1 万年堂出版 2009
忙しいパパのための子育てハッピーアドバイス 明橋 大二 1 万年堂出版 2007
力を抜いて生きる 有馬 頼底 講談社 2009
運命を創る 安岡 正篤 プレジデント社 1985
パイロットが空から学んだ運と縁の法則 坂井 優基 インデックス・コミュ
ニケーションズ
2008
平静の心　〜オスラー博士講演集〜 日野原 重明ほか 医学書院 2003
可愛いベイビー 五十嵐 貴久 実業之日本社 2014
The Bedford Handbook Ninth Edition Diana Hacker ほか Bedford／St. Martin's 2014
エリートの仕事は「小手先の技術」でできている。 山口 真由 KADOKAWA 2014
うみべのハリー ジーン・ジオン 福音館書店 1967
どうしようもないのに、好き　
〜イタリア　15 の恋愛物語〜
内田 洋子 集英社インターナショ
ナル
2014
小さなサプライズから始めよう　
〜人を喜ばせる 39 のルール〜
リー コッカレル 新潮社 2014
夫婦のルール 三浦 朱門／曽野 綾子 講談社 2014
野垂れ死にの覚悟 曽野 綾子／近藤 誠 ベストセラーズ 2014
ムーミンの生みの親、トーベ・ヤンソン トゥーラ・カルヤライネン 河出書房新社 2014
家族の悪知恵　
〜身もフタもないけど役に立つ 49 のヒント〜
西原 理恵子 文藝春秋 2014
卵子探しています　
〜世界の不妊・生殖医療現場を訪ねて〜
宮下 洋一 小学館 2015
「産む」と「働く」の教科書 齋藤 英和／白河 桃子 講談社 2014
自分を傷つけずにはいられない　
〜自傷から回復するためのヒント〜
松本 俊彦 講談社 2015
アカデミック・スキルズ　
〜大学生のための知的技法入門〜
佐藤 望ほか 慶応義塾大学出版会 2006
アカデミック・スキルズ　
〜大学生のための知的技法入門〜第 2 版
佐藤 望ほか 慶応義塾大学出版会 2012
大学生のためのリサーチリテラシー入門　
〜研究のための 8 つの力〜
山田 剛史／林 創 ミネルヴァ書房 2011
実践で役立つ！英語プレゼンテクニック 上出 鴻子／上出 洋介 丸善出版 2013
英語アカデミック・ライティングの基礎 一橋大学英語科［編著］ 研究社 2015
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著書名 著　者 出版社 年
女は後半からがおもしろい 坂東 眞理子／上野 千鶴子 集英社 2014
男は邪魔！「性差」をめぐる探求 髙橋 秀実 光文社新書 2013
赤ちゃんにきびしい国で、赤ちゃんが増えるはずがない。 境 治 三輪舎 2014
ビジネスマンの君に伝えたい 40 のこと 近藤 宣之 あさ出版 2012
崖っぷちで差がつく上司のイクボス式チーム戦略 日経 DUAL 編 日経 BP 2015
マンガでわかる！
共働きファミリーの仕事と子育て両立バイブル
日経 DUAL 編 日経 BP 2014
理系クン　夫婦できるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2012
理系クン　イクメンできるかな？ 高世 えり子 文藝春秋 2015
家族という病 下重 暁子 幻冬舎新書 2015
紋切型社会　〜言葉で固まる現代を解きほぐす〜 武田 砂鉄 朝日出版社 2015
保育園義務教育化 古市 憲寿 小学館 2015
消える大学　残る大学　〜全入時代の生き残り戦略〜 諸星 裕 集英社 2008
男尊女卑という病 片田 珠美 幻冬舎新書 2015
女性の権利　〜ハンドブック　女性差別撤廃条約〜 赤松良子［監修］／
国際女性の地位協会　編
岩波ジュニア新書 2005
ひとり親家庭 赤石 千衣子 岩波新書 2014
自閉症スペクトラム障害　〜療育と対応を考える〜 平岩 幹男 岩波新書 2012
砂糖の世界史 川北 稔 岩波ジュニア新書 1996
鶴見俊輔コレクション③　旅と移動 鶴見 俊輔 河出文庫 2013
鶴見俊輔コレクション④　ことばと創造 鶴見 俊輔 河出文庫 2013
The Healthy Pregnancy Book William Sears／
Martha Sears
2013
2 人が「最高のチーム」になる　
〜ワーキングカップルの人生戦略〜
小室 淑恵ほか 英治出版 2011
これからも働き続けるあなたへ　
〜働く女性の不安をやわらげる 42 の処方箋〜
太田 彩子 大和書房 2012
LEAN IN　〜女性、仕事、リーダーへの意欲〜 シェリル・サンドバーグ 日本経済新聞出版社 2013
子ども虐待という第四の発達障害 杉山 登志郎 学研教育出版 2007
デート DV と恋愛 伊田 広行 大月書店 2010
DV にさらされる子どもたち　
〜加害者としての親が家族機能に及ぼす影響〜
ランディ バンクロフト 金剛出版 2004
アスペルガー症候群　就労支援編 佐々木 正美ほか 講談社 2009
アスペルガーの男性が女性について知っておきたいこと マクシーン・アストン 東京書籍 2013
アスペルガーの女性がパートナーに知ってほしい 22 の心得 ルディ・シモン スペクトラム出版社 2013
「育休世代」のジレンマ　
〜女性活用はなぜ失敗するのか？〜
中野 円佳 光文社 2014
継続は力なり　
〜女性土木技術者のためのキャリアガイド〜
公益社団法人　土木学会　
ダイバーシティ推進小委員会
公益社団法人　
土木学会
2013
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著書名 著　者 出版社 年
少子化時代の「良妻賢母」　
〜変容する現代日本の女性と家族〜
S・D・ハロウェイ 新曜社 2014
ペコロスの母に会いにいく 岡野 雄一 西日本新聞社 2012
ペコロスの母の玉手箱 岡野 雄一 朝日新聞出版 2014
デザインの学校　これからはじめる InDesign の本　
【CS6/CS5.5 対応版】
波多江 潤子 技術評論社 2013
よくわかる InDesign の教科書　【CS6 対応版】 瀧野 福子 マイナビ 2013
女子の人間関係 水島 広子 サンクチュアリ出版 2014
新しいパパの教科書 NPO 法人　
ファザーリング・ジャパン
学研教育出版 2013
新しいパパの働き方 NPO 法人　
ファザーリング・ジャパン
学研教育出版 2014
カリスマ・ナニーが教える赤ちゃんとおかあさんの快眠講座 ジーナ・フォード／
高木 千津子
朝日新聞出版 2007
家事労働ハラスメント　〜生きづらさの根にあるもの〜 竹信 三恵子 岩波書店 2013
専業主婦になりたい女たち 白河 桃子 ポプラ社 2014
ハウスワイフ 2.0 Emily Matchar／
森嶋 マリ
文藝春秋 2014
対決！大学の教育力
─「人生のラッシュアワー」を生き抜く人々の技法
友野 伸一郎 朝日新聞出版 2010
オランダ流ワークライフバランス 中谷 文美 世界思想社 2015
LGBTQ ってなに？
─セクシュアルマイノリティのためのハンドブック
ケリー・ヒューゲル 明石書店 2011
NHK「ハートをつなごう」LGBT BOOK NHK「ハートをつなごう」
制作班／宮田 興／
今村 裕治
太田出版 2010
大学における男女共同参画の推進　〜実践ガイド〜 独立行政法人　
国立女性教育会館
悠光堂 2015
マタニティハラスメント 溝上 憲文 宝島社 2013
介護離職から社員を守る　
〜ワークライフバランスの新課題〜
佐藤 博樹／矢島 洋子 労働調査会 2014
ワークライフバランス　〜実証と策提言〜 山口 一男 日本経済新聞出版社 2009
ダイバーシティ　〜生きる力と学ぶ物語〜 山口 一男 東洋経済新報社 2008
科学者としての働き方。
〜現場で生きる 9 人のキャリアモデルファイル〜
独立行政法人　
科学技術振興機構　
科学技術プログラム推進部
文部科学省　
科学技術・学術政策局　
人材政策課
2015
フランスに学ぶ男女共同の子育てと少子化抑止政策 冨士谷 あつ子／伊藤 公雄 明石書店 2014
職場の LGBT 読本　
〜「ありのままの自分」で働ける環境を目指して〜
柳沢 正和／村木 真紀／
後藤 純一
実務教育出版 2015
働く女性とマタニティハラスメント　
〜「労働する身体」と「産む身体」を生きる〜
杉浦 浩美 大月書店 2009
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著書名 著　者 出版社 年
介護離職から社員を守る　
〜ワーク・ライフ・バランスの新課題〜
佐藤 博樹／矢島 洋子 労働調査会 2014
LGBT 問題と教育現場　
─いま、わたしたちにできること─
早稲田大学教育総合研究所
［監修］
学文社 2015
スクールセクハラ　
〜なぜ教師のわいせつ犯罪は繰り返されるのか〜
池谷 孝司 幻冬舎 2014
非婚ですが、それが何か？　〜結婚リスク時代を生きる〜 上野 千鶴子／水無田 気流 ビジネス社 2015
プリンセス願望には危険がいっぱい ペギー・オレンスタイン 東洋経済新聞社 2012
おひとりさまの最期 上野 千鶴子 朝日新聞出版 2015
女性活躍　最強の戦略 小室 淑恵 日経 BP 社 2015
女性を活用する国、しない国 竹信 三恵子 岩波書店 2010
この 1 冊でポイントがわかる　ダイバーシティの教科書 前川 孝雄／猪俣 直紀／
大手 正志／田岡 英明
総合法令出版 2015
─女性活躍推進の課題とポイント─　
女性はもっと活躍できる！
岩田 喜美枝／菅原 千枝 公益財団法人
21 世紀職業財団
2015
ダンナのための妊娠出産読本 荻田 和秀 講談社 2015
メンタリング入門 渡辺 三枝子／平田 史昭 日本経済新聞出版社 2006
親なるもの断崖　第 1 部 曽根 富美子 宙出版 2015
親なるもの断崖　第 2 部 曽根 富美子 宙出版 2015
マタハラ問題 小酒部 さやか 筑摩書房 2016
もっと知りたい！話したい！セクシュアルマイノリティ 日高 庸晴 汐文社 2015
働く女子の運命 濱口 桂一郎 文春新書 2015
たまごクラブ　5 月号 Benesse Coporation 2014
學士會報　第 912 号 一般社団法人　学士会 2015
週刊　東洋経済　8/2（親子で選ぶ大学） 東洋経済新報社 2014
週刊　東洋経済　10/11
（誰もが働きたくない時代の専業主夫／婦）
東洋経済新報社 2014
週刊　東洋経済新聞　5/27（本当に強い大学 2015） 東洋経済新聞社 2015
SAPIO　9 月号（「弱者の味方」に気をつけろ！） 小学館 2014
GQ　No.136（変わりゆくアメリカの女性リーダー像・世界
の通用するプレゼン力）
コンデナスト・ジャパン 2014
週刊　ダイヤモンド　10/18（最新　大学評価ランキング） ダイヤモンド社 2014
an・an　No.1932
（最近の日本をフェミニズム的に見てみよう。）
2014
AERA　No.26（「就職のプロ」が見極めた最適学歴・「学
歴」とは何か？・もう一度正社員を狙う・改革を妨げる
「デジタル格差」）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.33（介護で仕事を辞めない） 朝日新聞出版 2014
AERA　No.43（変革するワーママたち） 朝日新聞出版 2014
181
資　　料
著書名 著　者 出版社 年
AERA　No.45（介護で人生をあきらめない・“善意”に複
雑　妊活中の本音）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.53（女性管理職をバブルに終わらせない） 朝日新聞出版 2014
AERA　No.54（キャリアの教科書　女性・スーパーグロー
バル大学・ワーママの肖像）
朝日新聞出版 2014
AERA　No.4（ランキングで見る大学力 2015） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.18（子なしハラスメント） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.19（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.20（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.21（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.24（追い詰められる親たち） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.25（完璧すぎる親を目指さない） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.31（美人はトク？） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.33（人たらしのミスター・ダイバーシティ） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.37（日本は「貧乏くじ」か？） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.39（91 万「いいね！」集めたヒゲの歌姫が語る） 朝日新聞出版 2015
AERA　No.47（青春を奪われたヤングケアラー） 朝日新聞出版 2015
財界さっぽろ　11 月号
（ケース別お悩み相談先電話帳・目からウロコの介護予防）
財界さっぽろ 2014
PRESIDENT WOMAN プレジデント社 2014
PRESIDENT 2015.3.2 号　〜女性の口紅はなぜ赤いのか？〜 プレジデント社 2015
Forbes Japan（男組織における「女性力」の研究） ATOMIXMEDIA／
PRESIDENT
2014
The Japan Times for Women vol.5 ジャパンタイムズ 2014
The Japan Times for Women vol.7 ジャパンタイムズ 2015
女子高生のための進学バイブル 日経 BP マーケティング 2015
つくりこ　“ものづくり”でがんばる女性の紹介冊子 北海道経済部
産業振興局産業振興課
2014
赤ちゃんの駅 MAP 室蘭市保健福祉部
子育て支援課
2015
こらん　2014 年秋号創刊 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2014
こらん　2015 年春号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
こらん　2015 年夏号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
こらん　2015 年秋・冬号 室蘭市子育て情報誌
作成実行委員会事務局
2015
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